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プロローグ




　アライオン王城内――修練場。

　勇者たちは、そこで担当の師から稽古をつけてもらっていた。

　十そ河ごう綾あや香かが甲高い音を場内に響かせて、ベインウルフの剣を受ける。

　槍やりの太刀打ちに重い衝撃がのしかかる。

　が、ステータス補正のおかげだろうか？　大柄なベインウルフにも力負け感がない。

（けど、ここからが本番……ッ！　正攻法だけでくるとは限らない。あらゆる次の一手を想定して――）

「きゃっ!?」

　綾香は、勢いよくその場に尻餅をついた。

（あ、足払いッ!?　でも、今のは――）

　振り向くと、そこに立っていたのは周防すおうカヤ子こ。

　ややバツが悪そうだった。罪悪感を抱いている――そんな感じ。

　訓練用の剣の腹でベインウルフが己の肩を叩たたく。

「おれの次の動きを警戒してたのはよかったが、背後のスオウちゃんに攻撃されるのは予想できてなかったみたいだな？」

　カヤ子が綾香に頭を下げた。

「……ごめんなさい」

「わはは、おれの指示でやったんだからスオウちゃんがそこで謝るのは違うだろ～」

　カラカラ笑うベインウルフが手を差し出してきた。

　手を取ると、綾香はそのまま引っ張り上げられる。

「……ありえないという思い込みを捨てろ、という教訓ですか？」

　仲間の周防カヤ子が自分に足払いをしてくる。それはありえない。

　が、絶対と言えるだろうか？

　一抹であっても想定外は思い描いておくべし。竜殺しドラゴンスレイヤーはそれを伝えたかったようだ。

「おや？　言葉にするでもなく意図を察したか。ソゴウちゃんはつくづく才女であられるようだなぁ。……ふぃ～、しっかし喉がカラカラだ」

　感心し、卓上の酒瓶を摑つかむベインウルフ。

「運動中のアルコールの摂取はいかがなものかと思いますが……」

　綾香が苦言を呈するも、ベインウルフはスルーして酒を口に含む。

「ソゴウちゃんはおカタいねぇ。うちの口うるさい騎士団長サマみたいだ」

「……ベインウルフさんは、魔戦騎士団の方なんですよね？」

「ベインでいい。長いだろ？」

「ベインさんは――」

「騎士は形だけさ。ウルザにとっては、おれが〝ウルザの騎士団に所属している〟って事実が重要なわけでね」

　景気よく酒を呷あおるベインウルフ。

「ウルザの魔ま戦せん王おうは威張りたがりの小心者だが、その気質のおかげでおれは吞のん気きに暮らせている。しかしまあ、こういう時くらいは〝お役目〟を果たさないとな。やる時はやる人間だと、たまには示しておかないと」

　ベインウルフが十河グループの方へ向き直る。

「さて、そろそろ集団戦の組み立て方へと移っていこうか。このグループの方針は聞いてる。Ｓ級のソゴウちゃんを軸に戦術を組み立てるんだったな？」

　十河グループへと剣先を向けるベインウルフ。

「じゃ、始めるとしようか」







　訓練が一段落したあと、綾香はベインウルフに尋ねた。

「あの、なぜですか？」

「ん？」

　純白の布で汗を拭いながら、綾香はカヤ子たちへ視線を飛ばす。

「どうしてベインさんは、私たちのグループの担当に名乗り出てくれたんですか？」

「そりゃ単純な話さ。純粋に生き残ってもらいたいからだよ。対大たい魔ま帝ていの切り札であるキミらに死んでもらっちゃ困る。異界の勇者さまに大魔帝を倒してもらわんと、おれの大事な自堕落生活はいずれなくなっちまうかもしれない」

　自分のためでもある、と言いたいようだ。

「今回のコレだって大魔帝さえ出てこなけりゃ呼び出されなかったんだ。ったく、根源なる邪悪サマも厄介なモンだよなぁ……」

　ニヤけながらあごヒゲを撫なでるベインウルフ。

「……ま、おれが名乗り出たのが女神さまには少々気にくわなかったようだがね。彼女は彼女で、何か思惑があってソゴウちゃんたちをハブにしたんだろ。まー……とことん喰くえない相手だよ、あの女神さまは。にしても――」

　彼の視線が、安やすグループへと向けられる。

　安智とも弘ひろは椅子にあぐらをかいて、そっぽを向いていた。

　その傍そばでは安グループの面々が所在なげに立っている。

「彼らの方も、そろそろ最低限のレベルには鍛えておきたいんだがなぁ……」

　あれは訓練初日のことだった。

　ベインウルフは握手を求めたが、安はその手を無下に払いのけた。

『貴様はまずその上からの態度を改めろ！　この〝黒こく炎えんの勇者〟をナメているな!?　竜殺しだと!?　他愛もない！　僕には貴様の助けなど不要！　当然、僕のグループの者たちもだ！　その頭にしかと刻め！』

　もう一度、安は払いのける動作をした。

『去いね！』

　頭をボリボリ搔かき、苦笑するベインウルフ。

「上から目線のつもりはなかったんだが……ただ、どうも礼儀やらそういうのが苦手でね。ウルザの王城でもよく態度を注意される。ま、次はもっと低姿勢を意識していくかな……」

　安の態度に気分を害した感じはない。大人だ、と綾香は思った。

（それに……きっと、この人から学ぶことは多い）

　綾香の使う鬼き槍そう流りゆうは実戦を想定した古武術である。

　だが〝型〟だけでは不足。これまでの経験から綾香はそれを痛感していた。

　実戦と稽古は違う。そして、ベインウルフは実戦の経験値が豊富みたいだ。

　勇者のレベルアップに必要な〝経験値ＥＸＰ〟の方ではない。

　彼自身が培ってきた〝実戦経験〟。言い換えるなら、生き残るための技術。

　女神の言っていた〝技〟には、おそらくそういう意味合いも含まれている。

　綾香は、汗をぬぐうグループの仲間たちに視線をやった。

（絶対に生き残る……そう、みんなで……）

　今、勇者たちの修練場は二か所に分けられていた。

　二つの修練場は高い壁で区切られている。

　今この修練場にいるのは十河綾香、安智弘、桐きり原はら拓たく斗との三グループ。

　戦いくさ場ば浅あさ葱ぎのグループ、高たか雄お姉妹は隣の修練場にいる。

（何か、意図があって分けられたんだとは思うけど……）

　浅葱は桐原たちからよく思われていない。互いに歩み寄る雰囲気は今もない。

　同じ修練場にいるとトラブルが起こる危険もある。

　なので彼らを分けた意図はわかる。ただ、高雄姉妹は――

（私と彼女たちが密になるのを、女神さまは快く思っていない……？）

　この前、聖ひじりは女神に逆らう発言をした。

　十河綾香と高雄聖。反意ある者同士を同じ空間に置きたくない。

　それが女神の意図だろうか？

（あの一件以来、聖さんに対する桐原君たちの空気も少し変わった気がする……）

　この修練場の一角では、桐原たちが何やら不穏な空気を漂わせている。

　あれは今に始まったことではない。

　彼らは、初日から穏やかな空気ではなかった。




　　　　　△




　訓練初日、四し恭きよう聖せいの長男が桐原拓斗に声をかけた。

「改めまして、僕は四恭聖のアギト。このグループのまとめ役はキミだね？　よろしく」

　桐原は足を開き、修練場の長椅子にどっしり腰掛けていた。

　その傍らには小お山やま田だ翔しよう吾ご。背後には、桐原グループの面々。

　鞘さやの先を地面に突いたまま、桐原が尋ねた。

「おまえたちは……強いのか？」

「と、思うよ？」

「五ご竜りゆう士しとやらよりもか？」

「彼らとは戦ったことがないから、わからないなぁ」

　柔和に見下ろすアギトを桐原が睨ねめ上げる。

「考えて、意識しろ」

「ん？　それ、どういう意味かな？」

「いずれ天井だろ、おまえたちは」

「天井……？」

　桐原の言葉の意味を、アギトは理解できていないようだった。

　視線を伏せ、呆あきれの息を吐く桐原。

「勇ゆう血けつの一族の話は聞いてる。おまえたちもそうなんだろ？」

「まあね」

「つまるところ、勇者の劣化品の位置にいるわけだ……」

「へぇ、辛辣なことを容赦なく言うんだね？」

「絶対的な事実をあえて口に出すのも悪いとは思うが……オレは将来、おまえたちを遥はるかに凌りよう駕がせざるをえない」

　きょうだいの方を振り返るアギト。長女が肩を竦すくめる。

　桐原は刀を脇に置くと、目の前の空間を人差し指で叩く仕草をした。

「これが〝壁〟……そう、おまえたちの前に存在する見えない〝壁〟だ。それは成長を阻む〝壁〟……言い換えれば、成長の頭打ちを意味する天井……しかし――」

　腕を突き出す桐原。




「【金色ドラゴニツク、龍鳴波バスター】」




　衝撃音と同時――金色の光線が、四恭聖の横を駆け抜けた。

　巻き起こる風圧。風が四恭聖の髪をなびかせる。

　そして放たれた光線は、修練場の壁の手前で消失した。

　桐原の固有スキルは現在ＬＶ３。

　今では射程や威力の調節も可能となっていた。

　なので意図して壁の手前で光線を消すこともできる。

　手を突き出したまま、桐原は言った。

「現状Ｓ級最上位のオレにはその〝壁〟を打ち破る伸び代がある……劣化品にも、そろそろ理解できたか？」

「なるほど。キリハラは異界の勇者である自分たちの方が格上だと言いたいわけだね？　んー、けどさぁ――」

　鋭い風切り音が、した。

　直後、場が硬直する。漂う沈黙を打ち破ったのは、小山田。

「――あ？　て、てめぇ……いつの間に、そこへ来やがったぁぁああああッ!?　[image: ][image: ]!?　宣戦布告か、おらぁ!?」

　桐原の喉もとに、刃が添えられていた。刃はアギトの剣のものだ。

　アギトは薄い笑みを浮かべていた。

　彼は横で吠ほえる小山田をスルーし、桐原の目と鼻の先までその顔を接近させる。

「ここまで力差があるとなると、その態度はどうかと思うけど？」

　桐原は、沈黙を保っていた。奇襲を受けたにもかかわらず表情に変化はない。

　そして今、ようやくその視線がアギトへと注がれた。

「浅はかな力の誇示はダセーんだよ……正気か？　もう小物化する一歩手前まで来てるぜ？　早々に格落ちしてる。それを、わかっているのか？」

　アギトは、意外そうな反応をした。

「へぇ……なかなか肝が据わってるじゃないか。これは思ってたより鍛えるのが楽しみになってきたかも」

　刃を離し、アギトが上体を起こす。

「合格だ、タクト・キリハラ」

「格落ちを認めたくなくて、必死か？」

　愉快げに笑うアギト。

「キリハラ、キミ面白いね」

　一方、傍観していた綾あや香かは心臓をバクバクさせていた。

（さっきのアギトさんの動き……刃を抜く瞬間すら視みえなかった……）

　ステータス補正だけでは埋まらない差。それを見せつけられた気がした。

　ただ、場の空気の方は落ち着きを見せ始めている。が、

「ずいぶん不遜な態度のガキどもだなぁ、おい」

　四恭聖の長女アビス・アングーンが、再び空気をピリッとさせた。

　黒髪のポニーテール。波打つ髪。

　背丈は長男のアギトよりも高く、体格もアギトよりがっしりしている。

　顔立ちは長男に似て美形と言えた。

　だが、独特の剣けん吞のんさが前へ出すぎている。そのせいで美しさがやや損なわれていた。

　アビスは胸もとの大きく開いた装束を着ていた。着崩しているため、余計に胸が目立つ。

　歩くたび、そのこぼれそうな胸が揺れていた。

　男子の視線が釘くぎづけになっている。綾香はああいう服は苦手だ。ありえない。

「キ、リ、ハ、ラぁぁ～？」

　前へ進み出て、威圧的に歯を剝むくアビス。

「さっき浅はかな力の誇示がどうこう言ってたが……テメェも無闇に力を誇示してただろーが。なぁ？」

　面倒そうに、コキッと首を鳴らす桐原。

「的外れがすぎる……なぜなら、オレの場合は浅はかじゃねーからな……」

「ほ～？　なら、浅はかじゃねーかどーかこのアビス様が今から確かめてや――」

「おいおいお～い!?」

　小山田が、アビスの前に立ち塞がった。

「このおれを無視して拓斗に気安く話しかけてんじゃねーぞ？　チョーシくれやがって、このデカパイ女がよ～。いいか？　おれらは上位勇者だぜ？　シキョーセーだかなんだか知らねぇけど、ちったぁ態度わきまえろや？　な？　デカいのは、胸だけにしとけ？」

　一切動じない桐原の姿に背中を押されたのか、小山田はさらに強気な態度に出た。

「ここでおれの心証が悪いとよ～？　将来おれらが大たい魔ま帝ていをぶっ殺して出世した時、ロックオンしていじめちまうぜ～？　あ～？」

　むにゅ、むに、ふにゅ

　小山田の指先が、アビスの胸をつつく。

　が、アビスは欠片かけらも動揺していない。逆に彼女はニカッと歯を見せ、凶悪に笑んだ。

　それからアビスは右手で小山田の指を摑つかんだ。直後、

　ペキィッ！

　アビスが、小山田の人さし指を、折った。

「ぎぃぁぁああああぁぁぁあああ[image: ][image: ][image: ]――――――ッ！」




　　　　　▽




「まーだガキみてぇに拗すねてんのかよ、オヤマダ～？」

　小山田に声をかけるアビスの顔には、小馬鹿にした笑みがあった。

「……るせぇ、殺すぞ」

「オヤマダの〝殺す〟は安売りしすぎてて、怖くねぇんだよ」

「あ？　それ以上ざけてると、おれの固有スキルで――」

「ん？　またブザマ晒さらすって？」

「ぐっ……」

　数日前、指を折られた直後のことだった。

　小山田はキレてアビスに固有スキルを使用した。

　全部、回避された。そしてその際、小山田はもう一本指を折られた。

　ちなみにこの一件を知った女神は、にこやかにこう言った。

『仕方ありませんね～』

　なので指折りの件は不問に付されたも同然だった。

　これも訓練の一環とでも考えているのだろうか。

「イカれ女よ～？　てめぇいつか、ぜってぇ泣かすからな？」

「あー？　じゃあもう一本、折っとくかー？」

「ぐ、ぐぅぅ……ッ！」

　気を吐くも手を出さない――否、出せない小山田。

　両者の力量の差は明白だった。四恭聖は強い。それも、圧倒的に。

　一方の桐きり原はらは、素直にアギトと訓練を行っている。

「キミはオヤマダより賢いみたいだね、キリハラ」

「利用できるものは利用する……糧は吸いつくさないとな。ただ、想像力に欠けたおまえたちの振る舞いをまだ許してはいない。いずれ正す日はやってくる……覚えとけ」

「うーん、キリハラとオヤマダを見てると退屈しないなぁ～」

　その時、修練場の扉が開いた。

（あれは……）

　浅あさ葱ぎグループ、高たか雄お姉妹、剣けん虎こ団だん、ニャンタン。そして、

「こちらの訓練も順調に進んでいるようですね～。ありがとうございます」

　女神ヴィシス。

「設定した条件さえクリアしていただければ、やり方は各自にお任せいたします。過程もないがしろにはできませんが、大事なのは結果ですからねっ。結果さえ出ていれば文句など出るはずがありませんっ。結果とは、いわば信頼ですっ。裏切らないでくださいねっ」

「で、どうしたのヴィシス？」

　アギトが尋ねた。

　女神は隣の修練場の勇者らを引き連れてきた。

　何か重要な伝達事項があるのだろう。こういう時は、大抵そうだ。

「勇者の皆さんには現在、実戦的な技術を急ぎで習得していただいていますが……レベルアップの方も継続して行っていかなくてはなりません」

　頰に手を添え、ため息をつく女神。

「ですがアライオンの遺跡はあらかた回りましたし……捕獲していた目ぼしい金きん眼がんの魔物もほぼ殺し尽くしてしまいました。女神も、困ってしまいます」

　桐原が、訓練用の刀の切っ先を女神へ向けた。

「いよいよ他国の遺跡巡りか？」

「大魔帝の軍勢の動きが活発化している今、残念ながら吞のん気きに他国を巡っている時間はありません。ですので明日、ここを発たって――」

　女神が、にこやかに両手を合わせた。

「金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいへ、赴こうと思います」







１．金棲魔群帯




　俺たちは、金棲魔群帯に足を踏み入れていた。

　外から見た魔群帯は広大な森林地帯という印象だった。

　印象通り、中に入っても周りはやはり樹木だらけである。

　早朝のためか、肌を撫なでる風はひんやりしている。空気には瑞みず々みずしさがあった。

　時おり遠くで何かの鳴き声がする。魔物だろうか？

　手で庇ひさしを作って頭上を仰ぐ。枝葉の間から空が確認できた。

　現状、まだ心地よい森林浴といった感じだ。

「今のところ、まだ魔物の気配は感じられぬな」

　先頭を行くイヴが、周りを警戒しながら言った。

　そう――まだ近くに魔物の気配はない。ゼロではないが、気配は遠い。

　隊列は、先頭がイヴ、次が俺とピギ丸。その後ろがリズで、最後尾がセラスである。

「イヴたちは以前、魔群帯に来てるんだったな？」

「大してもたずに逃げ帰ったがな」

　短期間とはいえ魔群帯で過ごした経験がある。これは強みと言える。

「我らが到達した場所までの知識しかないが、飲み水を確保できる水場は存在していた。大遺跡帯と呼ばれるだけあって、身を隠せそうな古い建造物も点在している」

「食料は？」

「金眼の魔物の肉は毒素を含んでいることもある。しかも種類ごとではなく、各個体ごとに毒素の有無が違うのだ。そこが厄介でな……つまり多くの魔物は、食べて体内に取り込むまで毒素の有無がわからない」

　ニオイによる判別もできないそうだ。

　とすると、よほどの飢餓状態でもない限り手は出さない方が無難か。

　廃棄遺跡の魔物は、酸の時点ですでに無理だったが……。

「とはいえ、安全に食せる木の実やキノコもなくはない。それが深部にもあるかは、わからぬが」

「ま、食料問題はどうにかなるだろ」

　そう、俺たちには例の皮袋がある。しかも皮袋は持ち運びに苦労しない。

　基本、保存面も気にしなくていい。食えるか否かの安全面も、クリアできている。

　こういった場所だと、あるとないとでは雲泥の差が出る。

「となると……イヴたちが魔群帯から逃げた最大の要因は――」

「当然、魔物だ」

　魔群帯の最大のネックは、やはりそこか。

　が、逆に言えば……その最大のネックさえ解決すれば、先へ進める。

　俺は後ろを振り返った。

　リズが大きめの背負い袋を担いで歩いている。

　魔群帯に馬を連れて入るのは厳しい。経験者のイヴもそう言っていた。

　魔物に察知もされやすくなる。

　場所が場所なせいか、馬もストレスで落ち着かなくなるという。

　となると、荷物は自力で持たねばならない。

　リズは、四人の中で最も多く荷物を持っていた。

「大丈夫か、リズ？」

「大丈夫です、トーカ様っ」

「疲れたら遠慮せず言えよ？」

「はいっ」

　荷物はできるだけ自分が持ちたい。

　魔群帯に入る前、リズは自らそう申し出た。その時の、

『我はリズの意思を尊重してやりたいのだが』

　そんなイヴのひと言が、始まりかけていた俺とセラスの審議を封じた。

『トーカ様たちの持つ荷物が減れば減るほど、わたしが生き残る確率も上がるはずなんです。わたしは戦いではお役に立てません。ですから、トーカ様たちが身軽な状態ですぐ動けた方が……わたしも、結果的に安全になります』

　論理としては、間違っていない。

「もうおまえも立派にこの傭よう兵へい団だんの一員だな、リズ」

　リズの表情が、輝いた。

「ぁ――は、はい！」

「……ここは、怖くないか？」

「だ、大丈夫です。お気遣いくださり、ありがとうございます」

　……かすかな緊張は見られるが、極度の怯おびえとまではいかない。

　一度イヴと魔群帯に来たことがあるおかげだろうか。あるいは……。

　俯うつむき気味に、リズが口を開いた。

「へ、変な話なんですけど……おねえちゃんとこの魔群帯にいた時より、あの白はく足そく亭ていにいた時の方が……もっと、怖かったです」

　リズの目もとが和らぐ。

「おねえちゃんと一緒にいられるなら……どこにいてもわたしは、幸せです……」

「すまぬ、リズ……我が愚鈍だったばかりに」

　前を行くイヴが、背中越しに謝った。

「そ、そんなっ……おねえちゃんが謝る必要なんて――」

「ああいう手合いはな、外にはバレねーようにやるんだよ」

　リズの場合、外傷は見られなかった。着替えを手伝ったセラスにも確認した。

　つまり精神面だけで追い詰めていたのだ。

　リズ自身、我慢するタイプだ。イヴと会う時は明るく振る舞っていたのだろう。

　そういう意味では、リズの持つ優しさが悲劇を生んだとも言える。

　クソとしか言えない。優しさが悲劇を生むなんて、胸クソが悪い。

　よかった。苦しみを与えた上であの女主人を始末できてよかった。

　リズの心を深く傷つけた女主人。

　間違ったやり方だと、非難されたとしても。

　身勝手でしかないと、罵倒されたとしても。

　モンロイを発ったあともあの女が素知らぬ顔で平然と生き続けていたとすれば、まず俺の感情が納得できない。だから――先に地獄へ送ったことに、後悔はない。

「そういうわけだからイヴ、あんまり気にしすぎるのも毒だぞ」

「む……」

「何よりおまえは存在自体がリズの救いになってる。モンロイから逃げる選択をしたからこそ今がある。おまえはその判断ができた。今はそれで、十分だろ」

　イヴが、やれやれと息を吐く。

「トーカにはかなわぬな」

　途中、俺たちは一度立ち止まった。

　イヴの腕に魔素を流し込んで例の地図を呼び出す。

　二つの光点の距離は以前より縮まっていた。

「目的地に近づいてはいるみたいだな」

　隣のセラスがさらに身を寄せ、覗のぞき込んできた。

「ただ、このまま一直線で行けるかはわかりませんね……」

「詳細な地形まで網羅されてるわけじゃないからな」

　密着していたセラスの肩から離れ、俺は森の向こうを見た。

「地形次第では、遠回りもありうるか……」

　セラスが何か言いかけた――が、俺はすぐさま彼女の口を塞いだ。

「ん、ぅ……っ？」

　セラスが疑問符を浮かべる。

　俺はイヴと視線を合わせた。イヴは黙して頷うなずくと、腰の剣を抜く。

　やはりイヴは気づいていたか。

　俺は、アイコンタクトで伝えた。

〝戦術通りに〟

　再びイヴは頷くと、剣を構えて茂みの奥を注視した。

　セラスとリズも何が起きたか気づいたようだ。二人は、姿勢を低くする。

　――魔物の気配。

　気配の方へ腕を突き出す。

　どうやら魔群帯での初遭遇となりそうだ。

　自然と口の端が歪ゆがむ。魔群帯の魔物が、どんなものか。

　……さあ、来いよ。

　茂みの中から、一匹の魔物が勢いよく躍り出てきた。

　ウロコ状の肌を持つ二足歩行の者。

　トカゲ人間――いわゆる〝リザードマン〟を連想させる。

　特徴的なのは二本の尻尾。尾の先端には、刃めいた部位が確認できた。

　廃棄遺跡のヤツとは違う。特に、頭部を見ればその違いは一目瞭然。

　トカゲ的な頭部が、存在していない。

　海藻……今は、そうとしか表現できない。

　海藻めいたものが首の上でユラユラ揺れている。

　まるで、水中でなびいているみたいに。

「…………」

　ん？　海藻？

　記憶の糸を手繰り寄せる。

　あれは……もしかして〝藻も頭とうトカゲ〟か？

　イヴが、剣を握る手に力を込めた。

「金きん眼がんの魔物……どうする、トーカ？」

　海藻の先端についている玉が金色……なるほど、あれが眼めか。

　イヴに臆した様子はない。俺も怪奇的なフォルムは廃棄遺跡で見慣れている。

　あの程度で、慄おののいたりはしない。

「あギゅゥ～[image: ]、[image: ]、[image: ]」

　魔物が濁った鳴き声を上げ、首を巡らせた。

「オぎョぉオ～、ぉ、ォ……」

　どうやらイヴを観察しているようだ。

　ヤツらは豹ひよう人じん族をどう認識するのか？

　俺自身、魔物と豹人族の違いをいまだによくわかっていないのだが……。

　先んじて動いたのは、イヴ。魔物がそれに反応し、地を蹴る。

「ぎギよォおオ～！　ぇ、ェ、[image: ]、[image: ]っ！」

　奇声を発しながらイヴへと躍りかかる魔物。

　異常発達した魔物の爪が、空を切る。

　身を低くしたイヴの頭上を、空振った巨きよ爪そうが通過。

　通過した直後、尾の双そう刃じんが槍やりのごとくイヴを襲撃した。

　が、イヴは巧みな剣捌さばきで双刃を素早く弾はじく。

　危なげない動きだ。最強の血けつ闘とう士しの名に恥じない動きと言える。

　……よし。

「【パラライズ麻痺性付与】」

　――ピシッ、ピキッ――

　魔物の動きが、急停止した。

「ェ――ぇ……エっ!?　[image: ]、エ……？」

「ここの魔物にも、しっかり効いたか」

　腕を突き出したまま、俺は草むらから身を露あらわにする。

「【ポイズン毒性付与】」

「[image: ]ヌ、ぅ……ッ!?」

　魔物に近づき、イヴの肩に手を置く。

「ご苦労」

「目的は果たせたか、トーカ？」

「ああ、まず第一条件はクリアだ」

　麻ま痺ひと毒は効果アリ。

　現段階だと魔群帯の魔物すべてに効くかは不明だが、滑り出しは上々と言える。

「【スリープ眠性付与】」

「ず、ゥぅ……、…………」

　続き、眠りも効果アリなのを確認。

　魔物はそのまま、前のめりに倒れ伏した。

　このまま暴性付与で片付ける手もあるが……まずは、こっちを確認する。

「【ポイズン】でどのくらいもつかを試す」

　死にゆく魔物を、イヴが見おろす。

「この程度なら我一人でもやれそうだが、そなたから見てどうだ？」

　俺はさっきすぐ【パラライズ】を使わなかった。

　理由はイヴと魔物を交戦させるためだった。

　戦いを観察して廃棄遺跡の魔物と比較する……。

　あの遺跡の魔物たちとどのくらい差があるかを、見極めたかった。

「落ちるな」

「む？」

「あそこで殺し合いをした魔物と比べると、こいつの強さはかなり落ちる」

　スピード。威圧感。戦闘センス。

　どれもあの遺跡の魔物の方が遥はるかに上回っている。

　変わらないのは、迸ほとばしる殺意と狂暴性か。攻撃性の強さも同じだった。

　イヴを獲物と判断した瞬間、こいつは問答無用で襲いかかってきた。

　とはいえ、サンプルはまだこの藻頭トカゲ一体のみ。

　今後、他の魔物にも同じ流れを適用して観測していきたい。

「ただ、まあ……魔群帯の魔物が総じてバカ強いってことは、ひとまずなさそうか」

　魔物はしばらく待つと、毒で力尽きた。

　腰の短剣を抜く。刃を、魔物の身体からだに振り降ろす。

　ザクッ！

　刺さった。硬度もあの遺跡の魔物と比べると、かなり柔い。

　酸性の液体も噴き出していない。流れる血に強い酸性も認められない。

　生気を失った金眼を見る。

「この程度なら――まだ、敵じゃない」

　そのまま俺は短剣を持ち替え、作業を始める。セラスが近寄ってきた。

「トーカ殿、何をしているのですか？」

　セラスは両手を腰の後ろへ回し、やや前かがみの姿勢になった。

　控えめな笑みと、遠慮がちな視線。

　今、声をかけて邪魔にならないだろうか――彼女のそんな心情が、推し量れた。

　気配りというか、遠慮というか。俺に対して一線を引く態度を常に忘れない。

　今の彼女には、そういうところがある。

「この魔物に、見覚えがある気がしてな」

「見覚え、ですか？　この魔物との遭遇は初めてではないのですか？」

　手元の本の表紙を見せる。

「遭遇したのは初めてだ。ただ、この本のどこかで目にした気がして……」

　俺は『禁術大全』のページをめくる。と、セラスがページの右下を指さした。

「あの、これでは？」

　セラスの指先の箇所に簡易的な魔物の絵が描かれている。

　頭部が藻状の何かで、身体がトカゲ人間。

「ああ、これだ」

　確かに遭遇自体は初めてだったが、似たフォルムを以前目にした気がしたのだ。

　名称もチラッと見た記憶があったから、脳内に藻頭トカゲの名称がすぐ浮かんだのか。

「この藻っぽい部分が、禁術製アイテムの材料になるらしい」

「あの蠅はえのマスクの声せい変へん石せきのような、ですか？」

「そうだ」

　横に書き添えた字が細かいせいだろうか？

　セラスが紙面に顔を近づける。形のよい小さな頭が、俺のちょうど顔の下にきた。

「ん？　棲せい息そく地ちは、バクオスの遺跡と記載されていますね？」

「この本の著者は、魔群帯では藻頭トカゲに遭遇しなかったんだろう」

　本来の棲息地は大陸の南東に位置するバクオス帝国の遺跡らしい。

　大賢者も魔群帯のすべてを知り尽くしてはいない。

　事実、別ページにはこんな注釈があった。




『大遺跡帯（以下、魔群帯）の棲息分布は変化が激しいと推測される。月に一度は調査を行って情報を更新せねば、正しい棲息分布情報は得られないだろう。たとえば各国に点在する遺跡ではある程度、棲息種が決まっている印象がある。しかし、こと魔群帯においては、雑多な種が共存しているようだ。全体の棲息数は想像もつかない。ただし逆に言えばこれは、魔群帯ですべての禁術製アイテムの素材収集を行える可能性も示唆している』




　特筆すべきは最後の一文だ。

　禁術製アイテムの素材も、この魔群帯で手に入るかもしれない。

　禁忌の魔女。経験値ＥＸＰ。素材。

　運がよければ、この魔群帯入りは一石三鳥となる。

　注釈を聞いたセラスが、何か思い出したように口を開く。

「以前、魔群帯に近接する城や砦とりでについてこんな噂うわさを聞いたことがあります。城や砦の者たちは、魔群帯の魔物から領土を守っているだけではなく、外縁部の魔物を殺してその部位素材を売り、国の資金にしていると」

　そういえば、魔物の角や皮は加工品にもなるんだったか。

「種類が豊富だとすると、浅い領域なら意外と好条件の狩場なのかもな」

　俺の首の横では、水色の突起物が一緒に本を覗のぞき込んでいる。

　先ほどから、ピギ丸もクネクネしながらページを見ていた。

「ピニュ～」

　文字を理解している感じはない。俺たちの真ま似ねをしているだけなのだろう。

　突起の先端を撫なでる。

「とりあえず優先すべきは、おまえの強化剤の材料だな」

「プニ～ッ」

「この『禁術大全』、やはり興味深いです……」

　セラスが唸うなる。前から興味を持っている感じはあった。

　古い文献を漁あさるのが好きなんだったか。

「興味があるなら貸してやろうか？」

　セラスが首を捻ひねって面おもてを俺の方へ向けた。

「よいのですか？」

「おまえなら問題ない。今や、叔父さんたちの次に信頼してる相手だしな」

　再びセラスは面を伏せた。桜色になった長耳をクニクニ弄いじっている。

「…………ありがとうございます」

　特別扱いは誰でも嬉うれしいものだし、噓うそではない。

　意識して会話を組み立てないと、セラスにはウソを見破られるしな……。

「あ、私がやりますっ」

　素材を剝ごうと俺が短剣に手をかけると、セラスがそう申し出た。

　片膝をつくと、彼女は剣の刃で器用に藻も頭とうを剝ぎ取った。

「器用なもんだ」

　藻をサッと布でくるむセラス。

「ふふ、お褒めに与あずかり光栄です」

「じゃあ、こいつも持っててくれ」

　俺は『禁術大全』を差し出した。

　セラスは両手で受け取ると、胸もとで本を丁寧に抱いた。

「はい……ありがとうございます、トーカ殿」

　しばらく先へ進むと、何匹かの初見の魔物と遭遇した。

　どれも攻撃的な金きん眼がんの魔物で、すぐさま襲いかかってきた。

　ピギ丸みたいな無害な魔物は、やはりここにはいないのだろうか？

　魔物の脅威度はまだ問題なさそうだった。

　襲ってきたヤツらも藻頭トカゲとほぼ同じ流れで迎撃できた。

　状態異常スキルも今のところすべての魔物に効果を発揮している。

　それから禁術製アイテムの素材をまた一つ入手した。

　作製用の器具は持ってきているが、手持ちの素材だとまだ何も作れそうにない。

　大抵、作製には複数の素材が必要となる。時間も必要だ。

　長い時間安全を確保できる場所が欲しいが、まだそんな場所は見つかっていない。

　拠点化できる寝床はいずれ確保したいところだ。

　さらに進むと、イヴが程よく死角を潰せそうな岩場を発見した。

　俺たちは暫しばし、そこで休憩を取ることにした。

　椅子代わりの岩を見つけて腰をおろし、頭上を仰ぐ。

　ここは上の視界がけっこう開けているので空がよく見える。

　空はまだ明るく、天候に変化は見られない。

「今のところ、雨の心配はなさそうか」

　懐中時計を確認すると、時刻は午後２時過ぎだった。

　視線を戻す。セラスが『禁術大全』をめくっているのが見えた。

　保存食を口にしながら、見入っている。

　にしてもセラスのひと口はやっぱり小さい。リスみたいだ。

　ん？

　突然、セラスが眉間にシワを寄せた。彼女は勢いよくページをめくっていく。

　ページをめくる彼女の手が――ピタリと止まった。

　その口もとが微妙にアワアワしている。

　なんだ？　蒼あおざめている、のか……？

　イヴとリズも何ごとかと心配そうな様子。

　小刻みに肩を震わせてセラスが俺を見る。そして、かすかに震える声で尋ねた。

「あの、トーカ殿……？　こ、これはなんなのでしょうか……？」

　そこでアッと気づき、俺は額に手をやった。
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　しまった。アレについて、何も説明してなかったな……。

　大賢者が魂喰ぐいへの警告を記したあの血文字のあるページ。

「心配するな。それは、もう終わった話だ」

　……が、終わったのはあくまで〝魂喰い〟に限った話である。

　魂喰いと同種と思われる魔物――人じん面めん種しゆ。

　多分、そいつらと出遭ってからがこの魔群帯の本番と言えるだろう。







　魔群帯を進む中、一つ確定的になってきた事実があった。

「深部に近づくほど魔物が強くなってる、か」

　奥へ進むほど魔物が強さを増しているのだ。

　強さのバラつきの幅も減ってきている。

　セラスやイヴがまだ処理できるレベルではあるが……。

　状態異常スキルは魔群帯において今のところ百発百中を維持している。

　ただ、人面種とは未遭遇。

「――っ、と」

　一つ一つ飛び石を踏み、俺は岸の向こう側へ到着した。

　最後は、イヴが手を取り引き上げてくれる。

　イヴは一番乗りで対岸へ辿たどり着き、他の仲間を待っていた。

　礼を言い、背負っていた荷物を地面に置く。

　今、俺たちは川を渡っていた。

　川の水はやや濁っている。今朝がたの通り雨のせいか川は増水気味。

　橋はかかっていないが、足場になりそうな石がいくつかある。

　その石を辿っていけば向こう岸へ渡れそうだった。

　軽く足をのばして調べた感じでは、回り道をすると大分時間を要する。

　なので、ここを渡ってしまうことにした。

「次はリズだな。場所によっては石が滑るから、気をつけろよ」

　対岸のリズが、足もとの川かわ面もへ視線を落とす。

「は、はい……トーカ様」

　恐る恐る飛び石へ足をのばすリズ。イヴが唸った。

「うぅむ……トーカよ、やはり我が背負って渡るべきではないか？」

「本人がやりたがってるんだ。自発性は尊重すべきだろ」

「しかし万が一にも足を滑らせたら――」

「だ、大丈夫だよおねえちゃんっ」

　リズが次の足場へ跳ぶ。

「わたしもおねえちゃんに頼ってばかりじゃ、だめだと思――」

　ズルッ！

　リズが「あ！」と濡ぬれた岩の表面で足を滑らせた。と、

「ピギーッ！」

　ピギ丸が縄状にのび、パシッとリズの身体からだをつかまえた。

　おかげでリズは落下せず、かろうじて足場の上にとどまった。

「あ――ありがとう、ピギ丸ちゃん……」

「ピニ～♪」

「……それと、手間をかけさせてごめんね」

「ピニニ～」

　突起の先が左右に揺れた。首を振る動作と似ている。

　どうやら〝気にしないで～〟と意思表示をしているようだ。

　最近は色だけでなくああいう動作で意思を示すことも増えた。

　傍らのイヴが息をつき、跳び出しかけた姿勢を解く。

「……最初から安全策を取っていたのだな、トーカ」

「まあな」

　あらかじめピギ丸には指示を出しておいた。

　リズが危険そうならすぐ助けてやってほしい、と。

　あの子くらいの体重ならピギ丸の力でも引っ張り上げられる。

「リズが自分でやりたいと意思表示したら、できるだけ叶かなえてやりたいんだよ」

　イヴは何か言いたげな様子だった。

「俺がどうしてリズにそこまで気を回すのか、不思議か？」

「うむ、思わなくもない。そなたは子どもが好きなのか？」

「……リズは昔の俺と似てるところがある」

　命綱化したピギ丸に補助されながら、リズが岸へ近づいてくる。

「今、白はく足そく亭ていに踏み入った時のことを改めて思い出していたのだが……トーカ、そなたはつまり――」

「ま、そういうことだ。おまえが思う以上に、俺の自己満足だな」

「うーむ……存外、そなたも過酷な日々を送ってきたのだな」

「俺はある時点で救われたけどな。だとしても、救われる前の過去が綺き麗れいさっぱり消えるわけじゃない」

　手を取って引き上げると、リズが俺とイヴを交互に見比べた。

　俺たちの様子の変化を感じ取ったのだろうか？

「ど、どうかしたんですか？」

「なんでもないさ――と、こういう時にそう答えるヤツには注意した方がいい。大抵、何か聞かれたくない話をしてる時だからな」

　リズがイヴに視線を送る。

「おねえちゃん、そうなの……？　その……わたしが、渡るのを失敗したから……」

「違う。我らは断じて、そんな話はしておらぬ」

　断定調でイヴが否定する。彼女は馬鹿正直な印象が強いが、こういう時の機転はきく。

「エルフと人間の混血の話はあまり聞かぬが……ハイエルフと人間の混血となると、さらに寡聞にして知らぬ。もしトーカとセラスの子が生まれるならどんな子が生まれるのだろうと、そんな話をしていたのだ。ただこれは、リズにはまだ早い話で――ん？」

　ズルッ！　バシャァン！

　最後に川を渡っていたセラスが、石の上で足を踏み外した。

　リズが慌てて振り向き、身を乗り出す。

「セラス様!?」







「……乾かさないまま移動して大丈夫か？」

　セラスに乾いた布を手渡す。彼女はそれを受け取って、髪を拭き始めた。

「申し訳ございません……気が抜けていたというか、油断がありましたね。お恥ずかしい限りです」

　恥じらい気味に面を伏せるセラス。

　ま、実際は俺と自分の子が云うん々ぬんの話が急に飛び出したから動揺したのだろう。

　で、そのせいで足を踏み外した。

　俺も〝突然イヴは脈絡なく何を言い出したんだ？〟とは思ったが。

　ごまかすにしても、もう少し何かあっただろう……。

　が、イヴ当人は何もわかっていない様子。

　鈍感なのか鋭いのか、よくわからない豹ひよう人じんである。

「俺もイヴもおまえは問題なく渡れると思ってたからな。安心し切ってたから、つい反応が遅れた」

　ピギ丸も〝えぇ!?　まさかあのセラスが!?〟という反応をしていた。

　ただ、川に落ちたセラスはすぐ救い出せた。服は濡れそぼってしまったが。

「くしゅっ」

　セラスが、くしゃみをする。

「冷えると悪い。一応、羽織っておけ」

　大賢者のローブを脱いで渡す。

「いえいえ、大丈夫です」

　俺は強引に押しつけた。目や声の感じからして嫌がってはいない。

　遠慮が透けて見える。

　セラスはこれくらい押さないと、だめなタイプだからな。

「それでは……すみません、お借りします」

　鼻のあたりまでセラスがすっぽりローブにおさまる。

　彼女は身を縮め、ローブに鼻を埋うずめた。ニオイでも確認してるのだろうか？

「……におったら悪い」

「あ――いえ、問題ありませんので」

「ふーん、俺のニオイだったら悪くないってことか？」

「そういうことです」

「……そうか」

　冗談のつもりだったのだが、普通に素っぽく返されてしまった。

　ま、好意的に解釈させてもらうとしよう。

　今は先頭がイヴで、その後ろにリズが続いている。

　セラスと並んで歩く俺は、辺りの風景を見渡した。
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　さっき確認した際、時刻は午後２時くらいだった。

　普通ならまだ外は明るい時間帯だが、森が深くなってきたせいか暗く感じる。

　進むにつれて視界を遮る巨樹も増えてきた。巨樹は葉も大きく、枝も太い。

　それらが日光を広く遮っている。

　とはいえ、風景の変化は先へ進めている証拠でもある。決して悪くはない。

　俺は、隣の知識豊富なハイエルフに質問を飛ばした。

「なあセラス、魔物について聞きたいんだが……以前、俺は双頭の豹人と遭遇したことがある。で、そいつは金きん眼がんの魔物だった」

　セラスがイヴを見る。

「つまり、その魔物とイヴは何が違うのか――それをお聞きになりたいのですね？」

「……ああ」

　こういう点の察しのよさには相変わらず恐れ入る。

「金眼の魔物は、根源なる邪悪によって生み出された魔物と言われています」

「なら、ピギ丸みたいな普通の魔物が金眼化することはないのか？」

「ありえないとまでは断定できませんが、既き棲せいの魔物が金眼化する瞬間を目撃した者はいないとされています」

　つまり金眼の魔物は、元から金眼なのか……。

　元から大陸に棲せい息そくしているのが、既棲の魔物。

　根源なる邪悪が生み出したのが、金眼の魔物。

　こう覚えておけばよさそうだ。

「その既棲の魔物ってのには、あまり遭遇した記憶がないんだよな……」

　見かけたことはあるが、片手で数えられるくらいだ。むしろ金眼よりレアな印象だ。

「金眼でない魔物は、今はその多くが人間を避けて隠れ潜んでいます。原因は、かつて既棲の魔物が金眼化する危険性を説いた異界の勇者がいたためです。その際、既棲の魔物の一掃作戦が行われました。その影響で、既棲の魔物の多くは身を隠してしまったのです」

　もう一つの疑問をぶつけてみる。

「根源なる邪悪が倒されたあと、そいつの支配下にあった金眼の魔物は消滅しないのか？」

「しないようですね。狂暴化した金眼の魔物は、指示を与えていた主あるじを失い混乱が極まった果ての姿とも言われていますが――っと、イヴの話でしたね。すみません、話が逸それました」

　切り換えて、説明を続けるセラス。

「人語を解し、かつ、会話の可能な種族を人間の側は〝亜人〟と定めています。彼らとしては〝人間と魔物の中間〟という認識のようですね。ちなみに、人語を話す金眼の魔物は総称して〝魔族〟と呼ばれるそうですが……出会ったことはありません。主に魔族は、根源なる邪悪の配下だと伝わっていますが……」

　ふむ。となると、イヴは言語を扱えるから魔物扱いではないのか。

　で、廃棄遺跡の双頭豹は魔物扱いと。

「ただ、亜人もその大半は人間の目を避けて隠れ住んでいます」

「エルフはどういう分類になるんだ？」

「人間側の決まりでは、私たちも亜人の範はん疇ちゆうに分類されています。人目を避けて生活しているのは、エルフ族やダークエルフ族も同じです。といっても、エルフやダークエルフは他の亜人と比べて人間と友好な関係を築いている部族も多いです」

　なるほど。この世界の豹人族の扱いはなんとなくわかってきた。

　亜人をほとんど見かけない理由もわかった。

　モンロイで目にしたのも、俺の前を歩いている二人のみだ。

　豹人の血けつ闘とう士しイヴ・スピードと、白足亭で働くダークエルフの少女リズべット。

　モンロイにおける二人の扱いを思い出す。

　ヒト族の社会において、多くの亜人はあまりよい扱いを受けていない……。

　これは想像に難くない。

「ん？」

　先頭のイヴが立ち止まった。何かあったようだ。

　空気が変わっている。イヴの放つ空気は、ヒリついていた。

「――引き返せ、リズ」

「え？」

「見つかった」

「お、おねえちゃん……？」

「トーカ」

　イヴが俺の名を呼んだ。俺はセラスの肩を叩たたき、目で合図を送る。

　リズを頼む、と。

　セラスがリズに手招きする。俺はそのまま、剣を抜いたイヴの方へ駆け寄った。

「どうした？」

「やつらだ」

「知ってる魔物か？」

「ああ」

　イヴの呼吸が荒さを増している。そして彼女は、謝罪を口にした。

「すまぬ。我では、やつらには勝てぬ」

　断じた。存在を感知した時点で、イヴは先んじて敗北を口にした。

　戦いもせず。……いや、違う。

　戦ったからこそ、か。

「なるほど、察しはついた」

　闇の奥を凝視しながらイヴが歯を食いしばる。

「アレらは、そなたのあの力に頼るしかない」

　凄すさまじい速度で〝それ〟が近づいてくるのが感じ取れた。

　木々のなぎ倒される音が距離を詰めてくる。

　こちらへ一直線に、向かっている。

　音の感じで巨大な魔物であることがわかった。

　かつてイヴはリズと二人で魔群帯へ入り、途中で引き返したと言っていた。多分、

「おまえとリズが、魔群帯から逃げざるをえなくなった原因となった魔物」

　イヴの隣に移動し、強こわ張ばったその肩に手を置く。

「そうだな？」

　こくっ、とイヴは小さく頷うなずいた。

「トーカ、指示を――」

「今回は下がっててくれ」

「……承知した」

　後ろへ下がったイヴは疑問を呈さなかった。勝てない、と彼女は言った。

　最強の血闘士がまともにやり合えない相手。

　まあ敵の気を逸らす囮おとり役を頼むことはできるが、怪け我がをするかもしれない。

　重傷を負うかもしれない。それは避けたい。

　イヴの持つ夜目やセンサー並みの聴覚は替えがきかない特性だ。

　囮として身を晒さらさせた結果、この二つを失うのは避けたい。

　魔物の到達までにピギ丸との合体技を準備する時間はない……。

　木の幹に身を隠して様子をうかがう。

　軋きしんだ倒壊音を上げながら、木々が次々と倒れ伏していく。

　木と木の間を縫って移動できないほどの巨体。

　そいつらが、目視できる距離までやってきた。

　巨大ナメクジ――ベースはまずそれを連想させた。

　頭頂部の両サイドにはトンボの複眼を思わせる金眼。

　その両眼の中間にある口の感じもどこかトンボっぽかった。

　背中からは、象の鼻に似た触手らしきものが複数本生えている。

　さらに身体からだの両脇からは人型の腕も生えていた。血管の浮き出た太い筋肉質の腕だ。

　そしてその巨きよ軀く。サイズだけで言えば、あの魂喰ぐいを軽く超えている。

　象ナメクジ――それが、二匹。

　あいつら人じん面めん種しゆか？

　……いや、違う。

　人面種はもっと〝人間〟っぽい顔をしている。道中、セラスからそう教わった。

　魂喰いは当てはまるが、こいつは違う。

「ぬゥ[image: ][image: ]！　ぼォぉォおオおオおオろロおォぉォおオお――――――――ンっ！」

　怪奇的なけたたましい雄お叫たけびが大気を震わせる。

　鳥類が羽ばたき、飛び立つ音がした。

　あの象ナメクジの存在を感知して逃げたのだろう。にしても、

「そうか」

　一瞬、歓喜が平静さを上回りそうになった。

「テメェか」

　ドドドドドドドドドドド――――ッ！

　地響きを立てながら象ナメクジが一気に距離を詰めてくる。

　ナメクジと表現したが、速度はナメクジのそれではない。

　うねりながらの爆速移動。ナメクジのノロノロしたイメージとは合わない。

　トロそうな見た目とのギャップが、気味悪さを増大させている。

　俺は、象ナメクジを観察した。

　両脇の腕は、方向転換の際の補助としても使うようだ。

　そして、象ナメクジは左右へブンブン頭頂部を振り回していた。

　多分、俺やイヴを捜している。

　魔物から伝わってくるのは、歓喜と殺意。

　獲物らしい獲物を見つけて興奮しているのだろう。

　ただ、思いのほか感知能力は鈍いようだ。

　視野は広そうだが、気配察知の方面は弱いタイプ。で、射程距離に――

「ようこそ」

　入った。

「【パラライズ麻痺性付与】」

　――ピキッ、ピシッ、ビキッ――

「[image: ]!?　ぉ、ロぉ……オ――っ!?」

〝最強の血闘士がまともにやり合えない相手〟

　鼻を鳴らし、俺は木の幹の陰から姿を現した。そりゃあ、

「まともに、やり合えばな」

　俺は真正面からやり合ったりなどしない。

　正々堂々も、フェア精神も、クソくらえ。騙だまし討ちも不意打ちも、共に上等。

「かつて逃した獲物に再会して――で、狩りの続きをしようと喜び勇んで足を運んでみたものの、気づけば、狩られる側に逆転しちまったわけだ」

　麻ま痺ひ状態の象ナメクジが二匹、俺の左右前方にそそり立つ崖のごとく並び立っている。

　今や魔物が発していた殺意と歓喜は、困惑と憤怒に変化していた。

「ぉ――[image: ]、ぉロぉ～ン！」

　俺は重ねがけ可能な他のスキルを使用する。

　スキル数を稼ぐ目的でだ。で、トドメは――

「――【バーサク暴性付与】――」

　激しい噴出音と共に、身体中から血泉を撒まき散らす二匹の象ナメクジ。

　周囲に血の雨が降り注ぐ。

「お、ゴぇェえエえエ[image: ][image: ]ッ!?」

　両腕を突き出したまま、二匹の巨魔を見上げる。

「……悪わりぃが、さっさと片づけさせてもらう」

　麻痺状態の付随効果で、暴れれば暴れるほどダメージは大きくなる。

　が、魔物は自らの意思で暴れる行為を制御できない。

　付与されたこの暴性には、抗あらがえない。

「ぉ、ゴ……ぎ、リ……、――」

　血の池に沈んだ魔物が、力尽きた。辺りに静寂がおりる。
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ１７９７→ＬＶ１７９８】
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　ん？　ここで、レベルが上がったか。

　おそらく、今まで蓄積した分に今の二匹の経験値ＥＸＰが上乗せされてのレベルアップ。

　一匹一匹の経験値がそこまで高くなくとも、積み重ねていけばいずれ上がる。

「ＭＰもこれで全快、か」

　セラスとリズの安否を一いち瞥べつにて確認し終えたイヴが、駆け寄ってくる。

「終わったのか、トーカ？」

「ああ」

　豹ひよう眼がんが、まじまじと魔物の死体を眺めた。

「あの魔物を苦もなく倒してしまうとは……我が遭遇した時は、逃げのびるので精一杯だった。つくづく、そなたには恐れ入る……」

　今の魔物から逃げられただけでもすごい気はするが。それに、

「正面からぶつかってたら、こんな簡単には勝てねぇさ。ところで、こいつらは人面種じゃないよな？」

「の、ようだな。しかしこの魔群帯、人面種だけが脅威ではない。人面種でなくとも恐ろしい魔物はたくさんいる」

「わかってるさ。十分すぎるほどに、な」

　廃棄遺跡の魔物がイイ例だ。

「そういえば、トーカよ……戦う直前、まるで今の魔物にどこかで出遭ったことがあるかのような言い振りだったが。確か……〝そうか、テメェか〟などと言っていたな？」

　さすがに耳がいい。

「こいつらはおそらく〝ナゾート〟だ」

　俺は血だまりに踏み入り、人型の腕を軽く持ち上げた。

　魔物のてのひらにブヨブヨした半球体が埋まっている。

　言うなればアレだ――どことなく、猫の肉球っぽい。

　皮膚の硬度を確かめると、俺は腰の短剣を抜いた。……これならイケそうだ。

「それをどうするのだ？」

「この肉球っぽい部位の一部を、削そぎ取る」

　イヴが少し身を引く。

「これを……？　ま、まさか……食料にするつもりではあるまいな？　あ、あまり率先して体内に取り入れたい見た目とは言い難いのだが……」

　傍らのリズの手を引きながら、セラスが歩み寄ってきた。

「くすっ――違いますよ、イヴ。ですよね、トーカ殿？」

　多分、貸した『禁術大全』で読んだのだろう。セラスはピンときているようだった。

「ああ、別にこいつを食料にするわけじゃない」

〝ナゾート〟とはこの象ナメクジの正式名称。

「こいつは材料の一つなんだよ――ピギ丸の強化剤のな」

　名前が出たせいか、ピギ丸が「ピ？」と鳴いた。

「むむ、そうであったか……うむ？　しかし――」

　得心顔を引っ込め、首を傾かしげるイヴ。難しい顔をしている。

「今、そなたは体内に入れるわけではないと言ったが……ピギ丸の強化剤、ということは――」

「プユ？」

「ピギ丸だけは、その気味の悪いブヨブヨを体内に取り込むことになるのではないか？」

「…………ピギー!?」

　ピギ丸が、恐怖していた。

　でも大丈夫だピギ丸。強化剤完成時には見た目の問題はなくなる予定だ。……多分。

　俺たちはこうして象ナメクジから素材を回収した。

　そしてその場を離れ、一時間ほど先へ進んだ頃――




　なんの前触れもなく、それは起こった。




「なん、だ……？」

　ザッ！

　俺たちは瞬時に互いを背にし、周囲を警戒する。

「イヴ、何か感じるか？」

「……いや、わからぬ」

「セラス」

「い、いえ……私にも、何が起こっているのか……ッ」

　が、確かに魔物の気配がある……。

　突如、気配が出現した。

　もちろんこれはピギ丸の気配とは違う。そのピギ丸も当惑している。

　イヴ、ピギ丸、俺、セラス……四人のうち、誰も接近に気づかなかった。

　魔物の気配だけが何もないところから急に現れた――予兆も、何もなく。

　近い。すぐ、そこにいる。

　なんだ？　一体、何が起こっている……？

　しかも敵意が感じられない。殺意もない。それがむしろ不気味でもある。

　脅威の度合いもいまいち摑つかめない。ただ、奇妙な得体の知れなさが漂っている。

　……今まで出遭ってきたどの魔物とも、違う感じだ。

「どこからだ？」

　辺りを見ても立ち並ぶ木々が延々と続いているだけ。何もいない。

　隠れていたとしても、近くにいるならある程度の位置は気配で読める。

　セラスが上空へ向けて弓を構える。が、

「……上、ではありませんね」

　そして、下でもない。

　地中からの奇襲はいちばん最初に想定したが、地下にそれらしい気配はない。

　いや、というかこれは――

「俺、なのか？」

　――ピシッ――

　音が、した。気配がその濃厚さを急激に増す。

「ピギィィー！」

　ピギ丸の鳴き声と同時、俺は背負い袋を外した。

　どうやらピギ丸も〝俺〟から何か感じ取ったらしい。

　そう――音は、背負い袋の中から。イヴが剣を構える。

「背負い袋の、中だと……ッ？」

　リズはイヴに寄り添いながら不安げな顔をしている。

　セラスは冷や汗を流しつつ、何やら準備態勢に入った。

　おそらく精せい式しき霊れい装そうの準備。と、

「――あ」

　一つ思い当たった。俺は、背負い袋へ手を突っ込む。

「まさか――」

　――ピシッ――

　俺は〝それ〟を取り出すと、そっと地面に置いた。

「……これか」

　一歩下がってみんなに声をかける。

「警戒は、しておけ」

　自分から気配を感じたのも当然だ。

　なぜなら俺の背負い袋の中の〝アレ〟が、気配の発生源だったのだから。

　セラスが俺を見る。

「トーカ殿、これは……」

「ああ」

　ミルズ遺跡で入手した黒い卵。そう、あれが――

「孵ふ化かしようと、してるのか」

　――――――メリィッ――――――

　張りつめた空気の中……それは、姿を現した。

「パンピィ」

　キュルッとした鳴き声。割れた卵から出いでた〝それ〟は――

「…………う、馬？」

　馬に、見える。小柄な馬を総称してポニーと呼ぶのだったか？

　いや……ネットで見たポニーよりさらに小さい印象だ。

　瞳は――金きん眼がんでは、ない。これがまず警戒を薄めるための大事な材料だった。

　毛並みは白で、瞳は茶黒。

　外見がいささかマスコットチックな気もする。ぬいぐるみ、というか……。

　ただそれ以外は〝馬〟と呼んでいいだろう。にしても、と口もとへ手をやる。

　あのサイズの身体からだが卵の中に収まっていたのか？

　サイズからして収まっていたとは到底考え難い。

　たとえ、身体を折り曲げていたとしても……。というか、

「なあ、イヴ……孵化したあと、身体のサイズが微妙にでかくなった気がしたんだが」

「ふむ、そなたも同じように感じたか。ああ……生まれ出でたあと、我もこの馬が少し大きくなった気がした」

　イヴも同様の感覚を抱いていたか。なら、目の錯覚ではなさそうだ。

　馬らしき〝それ〟が足をガクガクさせ、バランスを取り始めた。

　時間が経たつにつれて着実にバランスは取れ始めている。

「そもそも馬ってのは、卵から孵化する生き物じゃないよな？」

「我の知る限りでは、な」

　イヴが同意した。こっちの世界でも馬の出産形態は同じようだ。

　が、この仔こ馬うまは卵から生まれた。セラスに尋ねる。

「つまりこいつは、魔物の一種か？」

「分類上は、そうなるかと」

「この魔物の詳細に心当たりは？」

「馬系統の魔物は、いくつか知っていますが……」

「おまえの反応からすると、該当する既知の魔物は――」

「ええ、私の知識の中にはありません。いえ、成長すれば私の知る馬型の魔物の形へ進化するのかもしれませんが……」

　赤黒い色をした不気味な卵。が、あの色味からは想像もつかない愛らしさ。

　なんというか、ちぐはぐな感覚がある。

　仔馬は無む垢くな丸い瞳で、ジッと俺を見つめていた。

　俺はローブ内のピギ丸の様子を確認する。

「プニュ～」

　敵対反応は示していない。判断は俺に委ねている感じだ。

　確かに仔馬から敵意はうかがえない。当然、殺意も発していない。

　それらは確信をもって言える。いや、むしろ――

「パンピィ？　キュゥゥ～ン……」

　仔馬が俺の方へ歩み寄ってくる。判断を仰ぐ意思を発しながら、セラスが身構えた。

「トーカ殿……ッ」

「――大丈夫だ、セラス。こいつに敵意はない。それと、もう少し様子を観察したい。こいつが確実に危険だと判断した時だけ、行動に出てくれ」

　手前まで来ると、仔馬が立ち止まった。仔馬は首を伸ばして鼻をヒクつかせている。

　俺のニオイを確認しているのか？

　そして仔馬は俺を見上げると、瞳をキラキラさせた。

「パキュルゥ～ン♪」

　傍そばで見ていたリズも、なぜか目をキラキラさせている。

「お馬ちゃん……」

　仔馬に愛くるしさを覚えているのだろうか？

　次に仔馬は足もとに寄ってきた。俺のももに顔を擦りつけてくる。

「キュィ～ン……キュィィ～♪」

　寡聞にして仔馬の鳴き声には詳しくないのだが……。

　果たして、馬の鳴き声ってのはこんな感じだっただろうか？

　イヴが考え込む。

「魔群帯に馬を連れて入っても、緊張や動揺が続くせいでいずれ気をやられる。ゆえに馬は置いてきたわけだが――」

　回答を求める視線を飛ばしてくるイヴ。

「どうする、トーカ？」

「……引っかかる」

「む？　何がだ？」

「発見した時、あの卵は不思議な布に包まれていた。卵の色や硬さも普通とは言い難かった。生まれ方にしても、だ」

　何かある。ただの馬ではないはずだ。

　俺は仔馬の頰を撫なでてみた。

「パキュゥ～♪」

　上機嫌な鳴き声。続き、イヴが仔馬へ手を伸ばす。

「では我も触って調べ――」

「パキュ～ン……、ブルルル……」

　仔馬が身を引いた。臀でん部ぶを上げ、頭を低くしている。イヴに対し身構えているのだ。

　が、敵意は発されていない。どちらかといえば、怯おびえに近い。

　人見知り的なものだろうと思われる。

　ただ、俺も孵化後にこの仔馬と長い時間を共にしたわけではない。

　刷り込みってやつか？　最初に目にした相手を親と認識するという……。

　ひよこの例くらいしか、聞いたことはないが。

「む……むぅ？　我はそなたと違って警戒されているようだ。この豹ひようの顔が威圧的に映るのだろうか？」

「理由はわからないが、時間さえ経てば慣れてくるだろ」

　仔馬の背後へ回り込む。撫でる手をそのままに横っ腹から背中へと手を移していく。

　手が、毛並みの上を滑る。心地よい感触がてのひらを満たす。フワフワで、滑らかだ。

「ん？」

　仔馬の首の後ろに何かある？

　半円形の透明な球体。その半分は首に埋まっているようだ。

　……ピンときた、気もするが。

　まずは、物知りエルフに確認を取ってみるか。

「セラス、この透明な半球に心当たりはあるか？」

　探り探りの仕草でコソコソ近づいてくるセラス。

　仔馬をびっくりさせないよう配慮しているらしい。

「パキュ～ン？」

　ん？　セラスに対してはイヴほど警戒していない？

　発見時からセラスはずっと卵の傍にいた。

　卵状態の時に傍にいた時間の長さなんかも関係しているのだろうか？

「……失礼します」

　腰の後ろで手を組み、上体を斜め前方へ倒すセラス。

　首をのばすと、彼女は半球体を観察し始めた。

「これは、魔素吸収のための器官かもしれませんね……」

「魔素を取り込む器官ってことか？」

「似た器官を持つ魔物が存在するんです。魔獣や魔法生物によく見られる特徴のようですが……こういった器官を持つ魔物は、大容量の魔素を一気に体内へ取り込めるとか」

　大量のデータを一度にまとめて送られてもパンクしないサーバー、みたいな感じだろうか？

「セラスの知識量はつくづく頼りになるな。これからも、頼りにしてる」

　胸に手をあてて長いまつ毛を伏せるセラス。

「頼りにしていただけるのは、光栄です」

　さて――魔素を取り込む器官、か。

　孵化直後、仔馬のサイズが大きくなった気がした。

　仔馬は周囲の魔素を吸収してでかくなったのか？

　孵化前はあの卵に収まるサイズだった……。

　で、孵化後に周囲の魔素を取り込んで大きくなった？

　……以上のことを踏まえた上で、一つ試してみたいことがある。

「ピギ丸以外、俺とこいつから少し離れててもらえるか？　それと、イヴは周囲への警戒を頼む」

　指示を出すと、イヴが質問してきた。

「何をするのだ？」

「今からこいつに魔素を注入してみる」

　疑問を浮かべるイヴに俺は仮説を話した。

「ふむ……魔素を取り込んで変化する魔物、か。確かに、それならば生まれた直後に身体が突然大きくなったのも納得がいく」

　半球体に手を添えると、振り向くように仔馬が俺を仰ぎ見た。

「パキュン？」

「嫌か？」

「パキュ～ン♪」

　否定や嫌悪の反応ではない。どころか、肯定的。

　昔から動物が好きだったせいか。はたまた廃棄遺跡での経験のおかげか。

　あるいは、その両方か。やはり、なんとなく魔物の意思を汲くみ取れている気がする。

「ステータス、オープン」

　ＭＰ残量を表示。このステータス表示はＭＰ量の把握に役立つ。

　さて、どのくらいのＭＰで何が起こるのか。

　魔素注入、開始。

　球体が、どんどん魔素を吸収していく。

　黒へと変色していく球体。皮袋の宝石や遺跡にあった扉の宝石。

　アレらとほぼ同じ原理だと思われる。ゲージめいて色が満ちていく……。

　そして球体が、黒で満たされた。

「パキュゥゥウウウ～！」

　闇色の光、とでも言えばいいのか。仔馬が迸ほとばしる暗黒に包まれた。

　シルエットが変化していく。

　イヴが声を発する。

「あれは――」

「ブルルルルルル……ッ」

　黒こく馬ば。こちらは一般的にイメージされる〝馬〟の外見と言える。

　変身前のマスコットめいた愛らしさはかなり薄まっていた。

　体格は魔群帯前で別れた馬と同じくらい。鳴き声もどこか凜り々りしさを帯びている。

　まあ、つぶらな瞳はそのままだが。

「ピムー」

　関心と驚きを示すピギ丸。

「お馬さん、すごい……」

　リズも同様の反応だった。セラスが小さなあごへ、興味深げに手をやる。

「なるほど、そういう性質だったのですね」

　馬、か。今の状態なら荷物を任せられるかもしれない。

　ただ、やはり懸念は残る。魔群帯の魔物と遭遇しても怯えないかどうか。

　まずはそれをクリアする必要があるだろう。ステータス表示を一いち瞥べつする。

「変身に必要なＭＰ消費量は１０００か」

　俺が頰へ手をのばすと、黒馬は頰を擦りつけてきた。

「パキュリ～♪」

　よし。ちゃんと俺を〝俺〟と認識している。意識はそのままのようだ。

　正気を失ったりもしていない。自分の変貌に困惑する様子もない。

「ブルルルルッ～」

　ん？　俺に何かアピールしている？

　……背中？　ああ――アピールしてるのは、この球体か。

　今は黒に染まっているが。

「……待て。おまえ、ひょっとして――」

「パキュ～ン」

　伏せに近いポーズを取る黒馬。

　おそらく、やりやすいように高さを下げた。

「要するに、魔素をもっと注いでみろってか？」

「パキュリ」

　黒馬が頷うなずいた――ように見えた。言語を理解しているのだろうか？

「わかった」

　まだ何か隠された力がこいつにあるなら、余裕のある今のうちに確認しておきたい。

　結果によっては強力な手札が増えるかもしれない。

　……単に魔素を注がれる時の感覚がお気に召しただけ、という線も捨てきれないが。

「いくぞ」

　再び球体に手を添えて魔素を注入する。と、色味がまた違う感じに変化してきた。

　蜘く蛛もの巣めいた赤が、球体の表面に薄らと浮かび上がってくる。

　赤光の描くその紋様は動脈にも似ていた。

「――――まだ、必要か」

　ステータスを確認。……ＭＰの値が、ぐんぐん減っていく。

　さっきの変身で消費したＭＰは１０００。

　が、今回はすでに５０００近いＭＰを注ぎ込んでいる。

　黒馬にまだ変化はない。ＭＰの半分を割るのは、さすがに避けたいが……。

　そうして消費ＭＰが１００００へ至った時――ついに、変化が起こった。

　不意に身体からだを起こした黒馬の周囲で、爆はぜるがごとく、赤い雷撃めいたモノが躍った。

　さながら、深紅の雷光。

　次の瞬間、黒馬の身体が赤と黒の光に包まれる。光が、収束していく。

「バルルルルルルル……ブルルルルルルゥ……ッ」

　霧散した光の中から立ち出いでたその姿は、もはや愛らしさなど失うせていた。

　巨きよ軀くなる赤眼の黒馬。

　直前のサイズよりひと回り大きい体たい軀く。

　本来なら馬には存在しえない悪魔めいた二本の角。力強く血管の浮き出た強きよう靱じんな肉体。

　生まれ出でたばかりの仔こ馬うまだったモノが備えるとは思えない風格。

　漆黒のたてがみが、ゆらゆらとなびいている。

　何より目を引くのは、確しつかと地を踏みしめるその強靱な八本の脚。

　八本脚の黒馬。

　黒馬の目つきは刺すがごとく鋭い。が、確かな理性が宿っていた。狂性はない。

　むしろ俺を見つめるその瞳に宿る光は〝主あるじ〟へのそれと言える。

　光に込められているのは――忠誠。

　神々しい威容と威風を持った魔獣……。

「――ああ、そうか」

　この黒馬の外見が妙にしっくりきている理由がわかった。

　色合いが、蠅はえと似ている。

「なるほど……これがおまえの、真の姿ってわけか。こいつは――」

　口もとを喜悦で歪ゆがませずには、いられなかった。

「思わぬところで、面白い仲間が加わったのかもしれないな」

　背後のセラスたちはというと、気け圧おされていた。

　ただ、首の横で突起を覗のぞかせるピギ丸だけは平然としている。

　黒馬に害意がないのをいち早く感じ取ったのかもしれない。

「トーカ殿……大丈夫なの、ですか？」

　セラスが、恐る恐る聞いた。

　威風堂々たる黒馬の立ち姿。

　この外見を穏やかと表現するのは難しいだろう。

　その巨軀もさることながら、赤眼の持つ鋭さからしてもう違う。

　佇たたずむ姿を目にするだけで圧を感じ取ってもおかしくはない。

　セラスたちが懸念を抱くのも、無理はない。

　俺は手をのばした。すると、黒馬は目を細めててのひらに頰ずりしてきた。

　きょとんとするセラス。

「――馬が甘える時の仕草、ですね」

「変わったのは見た目だけみたいだ。あと、俺を親だと思ってるのかもしれない」

　黒馬の顔を撫なでてやる。目を閉じ気味に、黒馬が尻尾を大きく振った。

　気持ちいいらしい。

「トーカ様……」

　おずおずと話しかけてきたのはリズ。もう警戒心は解けたようだ。

「あの、お名前はどうなさるのですか……？」

「名前か。そうだな――」

　名前は必要だろう。今後、何度も呼びかけることになるはずだし。

　馬に似た幻想生物……。

　いくつか思い浮かぶ。

　ユニコーン、バイコーン、ケルピー、スレイプニル……。

　有名どころだとこんなあたりか。

　神話などに登場する幻想生物。

　それらは元の世界にあったゲームや小説で名を知る機会があった。

　そして〝八本脚の馬〟といえば、真っ先に思い浮かぶのはやはり――

　神獣スレイプニル。

　北欧神話に登場する馬だ。主神オーディンの駆る馬として有名である。

　まあ、二本角はバイコーンに寄った特徴だが。

　皆の方を見る。

「何かよさそうな名前の候補はあるか？」

「見たところその黒馬はトーカに懐いているようだ。そなたが決めてやるべきではないか？」

　わたしもそう思います、とリズが同意を示した。セラスが続く。

「トーカ殿がお決めになった方が、この子も喜ぶかと」

「名前をつけるのはあんまり得意じゃないんだが……そうだな……」

　連想する神獣の名から拝借して――

「〝スレイ〟ってのは、どうだ？」

　最初の三文字を取っただけだが。

　二つの赤眼を見つめ、反応を待つ。

「ヒヒィィ～ン♪」

　黒馬がいななき、尻尾を振った。セラスが緩く腕を組み、口もとを綻ばせる。

「気に入ってもらえたようですね？」

　セラスがスレイに近寄って手をのばす。スレイはおとなしくその手を受け入れた。

「これからよろしくお願いします、スレイ殿――んん？」

　頰ずりしていたスレイの顔が、撫でていたセラスの手を滑り抜けた。

「あ、あの……？」

　セラスの首筋に接近し、鼻をスンスンさせるスレイ。

　その鼻先がセラスの身体の部位を舐なめるように嗅いでいく。

「す、スレイ殿っ!?　そ、その……そこはちょっと、困るのですが――ッ!?」

　スンスンスンスンッ

「いえですから――こ、困ります……ッ」

　動揺を目に宿したセラスが俺を見た。

「トーカ殿……ッ！」

　なんとかしてもらえないでしょうか、と視線が語っていた。

　馬は特に嗅覚が鋭い。以前そう聞いたことがある。ただ、なぜセラスだけに……。

　ん？　ひょっとして、

「ニオイ、じゃないか？」

「に、ニオイ……」

　スレイの鼻先をちょっぴり押し戻すようにしながら、セラスが青ざめる。

「わ、私……そんなにもにおうのでしょうか？」

「いや、逆だと思うぞ？」

「逆？　あ、スレイ殿！　で、ですからそこは――」

「馬での移動中に後ろから密着してる時にも思ったけど、セラスはニオイが薄い」

「そ、そんなに薄いですか……？　自分ではよくわからないのですが」

「セラスの匂い、ってのは確かにある。けどそれは密着していてわかるくらいの匂いだった。つまり、セラスの体臭が薄いからスレイはそうやって確認してるんだろう」

「とすると、あまりスレイ殿を責められませんね……」

　観念した様子のセラスは結局、スレイのするがままにさせた。が、

　ペロッ

「あ、あの――ッ!?」

　スレイがセラスの頰を舌で舐め上げた。

「だ、唾液まみれになってしまいますので……ひぁっ――」

　ペロペロとハイエルフの姫騎士が顔を舐められている。

「どうやら、気に入られたらしいな」

　ま、少し前の反応からしても明白だ。セラスも、かなりスレイに好かれている。

　舐めているのは親愛の証あかしだろう。

「ところで、スレイ……確認しておきたいことがあるんだが」

　首を傾かしげるような仕草をして、スレイが「？」と俺の方を向く。

「おまえ、元の姿には戻れるのか？」

　下へ押し込むジェスチャーをまじえて、聞いてみる。

　要するに〝小さい姿に戻れるのか？〟を俺は知りたかった。と、

「ヒヒィ～ン！」

　適度に声量を抑えつつ、スレイがいなないた。その身体が光を帯びる。

　光が強くなっていき、黒馬を包み込む。

　光はすぐにおさまった。そして、そこには――

「パンピィー」

　第一段階に戻ったスレイがいた。白いマスコットさながらのあの姿である。

　鳴き声も愛らしい感じに戻っていた。

「で、また魔素を注入すれば段階的に姿を変えられるわけか」

　短い二本脚で立つと、丸っとした両手でスレイがバンザイした。

「パキュ～ン♪」

　まるで〝正解～♪〟とでも、言っているようだった。







「ほら」

　染み一つない布をセラスの顔の前に差し出す。布にはさっき綺き麗れいな水を含ませた。

「あ、申し訳ありません」

　布を受け取ろうとするセラス。が、俺は布を渡さなかった。

「と、トーカ殿？」

「拭いてやるよ。嫌か？」

　うかがうように、上目遣いを送ってくるセラス。

「……よいので？」

「ま……我が子のやったことの責任は、親が取らないとな」

「ふふ、スレイ殿があなたの子なのですか？」

「俺への好感度を上げる意味合いもある。副長どのには、もっと俺に好感を持ってもらわないとな」

　セラスは上品に微笑ほほえむと、髪を手で梳すき、頰を露あらわにした。

「――では、その策に乗るとしましょう」

　セラスの白い頰を布地で撫でる。……力を入れすぎないよう、気をつけないとな。

　今、スレイはイヴとリズの傍そばにいる。ひとまず仲良くなれそうな雰囲気だ。

　打ち解けやすい気質の馬らしい。その点は、ホッとした。

「で、スレイだが……どう思う？」

「そうですね……第二形態であれば、荷物の大半を任せられるかもしれません。そうすれば私たちが身軽になりますから、戦闘面ではより有利になるかと」

「第三形態の方には、いざという時の機動力を期待したいところだが……」

　機動力などの能力はまだ測っていない。戦闘力の方もいずれ確認したいところだ。

　少し気遣わしげな目をしたセラスが、懸念を述べる。

「ここの魔物と遭遇した時が、分かれ目になるかと」

「……だな」

　スレイを見る。

　正体の詳細は判然としないが、戦力としての期待はできそうだ。

　特に、あの第三形態……。

「しかし……あの卵からまさか、あんな魔獣が生まれるとは思いませんでした」

「結局、禁忌の魔女に心当たりを聞くことになりそうだな」

「そのようですね」

　セラスと話すと思考がまとまりやすい。聞き役の側近としても、優秀かもしれない。

　力を込めすぎぬよう、滑らかな白い肌の上で手を動かす。

「……にしても、綺麗な肌してるよな」

「それはまあ、生まれたばかりですから」

「いや――スレイのじゃなくて、おまえの肌がだ」

　視線を逸そらすセラス。乳白色のその頰にポッと朱が差した。

「その…………主語は、しっかりなさってください」

　照れを隠しつつ、セラスは唇を尖とがらせた。

　ちなみにエルフ族は軒並み肌が綺麗らしい。

　契約した精霊が体内の不純物を取り除くためだそうだ。

　スキンケアを、精霊が自動でしてくれるようなものだろうか？

「ですがそれには時間を要します。瞬時にとはいきません。ですので、こういう付着した唾液もすぐ取り去ってくれるわけではないのです。風の精霊の力で乾かすことくらいはできますが……」

　即効性は、ないわけか。

　ちなみにこの自動スキンケア、ハイエルフだとより〝純度〟が高まるそうだ。

　染み一つない肌の理由にも、これで納得がいった。

「……さて、こんなもんか」

「ありがとうございました。その……こういうのも、悪くはないですね」

「なら定期的に、スレイに顔を舐めてもらうか？」

　冗談っぽく言うと、セラスは困ったような笑みを浮かべた。

「そ、それはちょっと……たまにくらいなら、いいかもしれませんが……」

　たまになら、いいのか。

　そうしてセラスの顔が綺麗になると、やけにシリアス顔のイヴが歩み寄ってきた。

「トーカよ」

「ん？」

「スレイを調べていて、一つわかったことがあるのだが」

「――どうした？」

「――スレイは、メスのようだ」

「……へぇ、角があるからオスってわけじゃないんだな」

　というか、そんなことか……やけに真剣だったから、何事かと思ったぞ。

「ピギー！」

　ん？

　見ると、ピギ丸とスレイが対たい峙じしていた。

　ピギ丸はさっきまでリズに抱きかかえられていたが……。

「パキュー」「ピギ！」「パンピィ～……」「ピニュ～……」「パキュ？」「プニュゥ～？」「…………」「…………」「パキュ」「ピ」「……パキュル～ン♪」「……プユ～ン♪」「パキュッ！」「ピ！」

　ポヨ～ンッ！

　なんとピギ丸が、スレイの背に飛び乗った。

「ピギ～！」

「パキュ～ン！」

　そしてピギ丸を背に乗せたまま、スレイがトコトコ俺たちの方へ歩いてくる。

　傍らのセラスは、穏やかな表情で微笑ましげに眺めていた。

　俺は、フン、と鼻を鳴らした。

「どうやら、あいつらも気が合ったらしいな」

　スレイの身体からだにイヴが革かく帯たいで荷物を括くくりつけ終える。

　再びスレイには第二形態になってもらった。

　第三形態は消費ＭＰが多い。一方、第二形態はＭＰ１０００で変身できる。

　荷物を任せるだけなら第二形態で十分だろう。

　俺は、絶妙に固定された荷物に触れる。

「括りつけるのも、上う手まいもんだな」

「旅の経験は長いのでな。まあ、セラスでもできたであろうが」

　ここはまだまだ俺の不得手な領分だ。俺は旅の経験が浅い。

　こういうトコはあとあと覚えていかないとな。

　が、まだしばらくは仲間に頼る日々が続きそうだ。

「そなたにはそなたにしか使えぬ特別な力がある。我らはその力に頼る代わりに、そなたの不得手な部分を補う。だから、自分で何もかもやれる必要もあるまい」

「……顔に出てたか？」

　くぐもった笑いを、イヴが短く喉奥で鳴らした。

「珍しくな」

　普段は、読み取りにくいそうだ。

　それから俺たちは、魔群帯の奥へとさらに歩みを進めた。

　降り注ぐ先を枝葉に遮られた日の光は、いよいよか細くなってきている。

　森が深くなってきている証拠だろう。

　途中、野営できそうな場所をいくつかピックアップしておいた。

　この先によさそうな野営地がなければ、日が沈む前に、ピックアップした野営候補の地点へ引き返す段取りになっている。

　……にしても、イヴの持つ地図の存在は大きい。

　おかげで見当違いの方向に進む心配がない。

　目的地にどのくらい近づいたのかもすぐ把握できる。

　この地図がなかったら、禁忌の魔女探しは相当な困難を極めただろう。

　リズは今、荷物と一緒にスレイに乗っている。

　あの子は文句一つ言わず、荷物を背負ってずっと懸命に歩いていた。

　だが、やはりリズは子どもだ。他の三人に比べれば体力は格段に劣る。

　その点でも、リズを運べるスレイの加入はありがたかった。

　しかし……リズは相変わらず物分かりのいい子である。

　遠慮する素振りこそ見せるものの、引き際ってものをわきまえている。

　この中で自分だけが馬に乗る。

　最初こそリズは遠慮したが、すぐに受け入れた。

　時間の無駄だと頭で理解したのだろう。表情や声から、それがわかった。

　相手をよく観察し、あの子は自分の取るべき行動を見極めている。

　いわゆる〝庇ひ護ご者しや〟の顔色をうかがいながら成長すると、自然と身につく能力。

　俺は、スレイの横に移動した。

「リズ」

「あ――はい、トーカ様っ」

「人の顔色ばかりうかがってるヤツってのは悪く言われることも多い……けど、それが役に立つ時もある。顔色をうかがえるからこそ、得することだってあるんだ」

「……はい」

　リズの頰は緩んでいた。

「ただまあ、我慢ばかりもよくない。自分の主張をどうしても通したい時は、ちゃんと本音を口にしろ。大丈夫だ、俺たちは頭ごなしに否定したりしない。いいな？」

「ぁ――お気を遣っていただき……感謝します、トーカ様……」

「それと、イヴのことも頼む」

「え？」

「あいつ、鈍いからな」

「聞こえているぞ、トーカ」

　振り向くイヴに、俺はニヤけて言った。

「聞こえるように言ったからな」

　リズが、馬上でくすっと微笑む。

「ふふ……じゃあ、そういう部分でのおねえちゃんのことは、わたしにお任せください」

　イヴが、あんぐりと口をあけた。

「り、リズ……」







　相変わらず魔物とは遭遇し続けた。

　状態異常スキルで蹴散らしてもよかったが、イヴがこう申し出た。

「強い魔物と戦って、我も戦いの感覚を鍛えたい」

　強者との戦いは最も効果のある鍛錬になる。

　特に、生死を賭けた実戦経験は強力な糧となる。

　セラスもイヴの提案に賛意を示し、それを望んだ。

　彼我の力量差がかけ離れていなければ自分も魔物と戦いたい、と。

「ですが、トドメはできるだけトーカ殿へ回します」

「わかった。なら、その方針でいくか」

　俺としても二人の戦闘能力が向上するに越したことはない。

　もし苦戦の気配があれば、俺がスキルで魔物の動きを止めればいい。

　そうして、セラスはイヴと連携しつつ魔物と戦っていった。

　コンビネーションを作り上げるつもりらしい。

　流麗な舞を想起させるセラスの体捌さばき。彼女の動きは滑らかで無駄がない。

　魔物の猛攻も軽やかに躱かわす。精霊の力を適度に織り交ぜられるのも強みだろう。

　また、強敵と見るや、彼女は時おり精せい式しき霊れい装そうを使用した。

　どの程度の魔物にまで通用するか、試しておきたいとのことだった。

　一方のイヴの動きは、獰どう猛もうな戦士のそれと言えた。

　荒々しい獣性を発しながらも洗練された動き。

　セラスと比べると野性味を帯びた苛烈さが特徴的と言えるだろう。

　ひとたび剣を振るえば、その斬撃は、魔物の皮下の肉まで激しく切り裂く。

　膂りよ力りよく、敏びん捷しよう性せい、反射、技術、野性的な勘……どれも申し分ない。

　天賦の才を備えた真の戦士、と言っていいのだろう。

　俺の今後の戦闘技術を向上させる師としても、二人の力量は申し分ないと言えた。

　それから三日間、俺たちは魔女の棲すみ家かを目指してひたすら進んだ。







　暗い森を抜けると、瓦が礫れきの散乱する廃はい墟きよ地帯に出た。

　大遺跡帯と呼ばれるだけあって、元々は遺跡の建物があったのだろう。

　建物は破壊の限りを尽くされていた。屋根も残っていない。

　ぽつねんと取り残された壁だけが点在している。

　とはいえ遮蔽物としては十分。一応、ここも野営地の候補に入れていいだろう。

　日を拒む大樹群に囲まれた平地。……見通しがよすぎる点は、少し注意すべきか。

　とはいえ、今のところ周囲に魔物の気配はない。

　俺は適当な高さの瓦礫に腰を降ろし、イヴと地図を確認する。

「大分、近づいてきたみたいだな」

「うむ。距離的に、三分の二までは来たようだ」

　リズの傍らで草を食はんでいる黒馬へ視線をやる。

　スレイの加入で進む速度は大幅にアップした。

　しかも、スレイはまだ一度も魔物に対し怯おびえを見せていない。

　肝が据わっているのか。あるいは、まだ脅威を覚えぬ程度の魔物ばかりなのか……。

　とにかくスレイのそういった面での懸念は、払しょくされた。

　今のところは、だが。

　と、曲げた膝に手を添えて、セラスが前まえ屈かがみになって覗のぞき込んできた。

「どうやら、かなり近づけたみたいですね」

　俺の隣に座るイヴが、あごに手を添えて頷うなずく。

「うむ、あともうひと息だな」

　一いち瞥べつすると、空は薄らと茜あかね色いろに染まりつつあった。

　……日没までにはまだもう少し時間があるか。

　俺は手もとの懐中時計を確認した。

「今日は……あと一、二時間くらい進んでみるか」

　イヴがすっくと立ち上がる。

「トーカ、我は少し先を探索してくる」

「気をつけろよ」

「うむ」

　夕闇に満ち始めた暗い林の中にイヴが溶けていく。

　センサーばりの索敵能力を持つ彼女は、偵察にも向いている。

　セラスが微笑ほほえんだ。

「ふふ、イヴは元気ですね――っとと……」

　突然セラスがよろめき、そのまま前のめりに倒れ込んでくる。

　が――彼女は俺の横の壁へ咄とつ嗟さに手をつき、踏みとどまった。

　一方、俺はセラスを抱きとめる寸前の姿勢になっていた。

　……ほぼ鼻先まで、互いの顔が接近している。

「急にふらついたみたいだが、大丈夫か……？」

「え、ええ……申し訳ありません」

　余裕っぽい笑みを作るセラス。

「ですが、大丈夫ですので」

「噓うそだな」

「た、確かに多少疲れてはいますが……」

　……失態だった。セラスの疲労に、気づいてやれていなかった。

　俺はリズの体力にばかり気を配っていた。

　ちなみにイヴの体力に関しては、観察の結果、早い段階で問題ないと判断できた。

　加えてイヴは顔や態度に出やすい。疲労のサインがあればすぐ察することができる。

　そして俺自身もおそらく、ステータス補正で疲労が軽減されている。

　が、セラスはそれほど体力のある方ではないのだ。

「悪かった。もっと、おまえに気を配るべきだったな」

　表情が希薄なわけではないのだが、セラスは意外と感情が読み取りづらい。

　まれに感情を押し殺し、ポーカーフェイスをしていることがある。

「あと一、二時間くらいでしたら問題なく――」

「だめだ。今のおまえには、少し休憩が必要だ」

　セラスの両肩を摑つかみ、軽く押し戻しながら立ち上がる。

「……申し訳ありません」

「謝らなくていい。ただ――無理だけはするな。……いいな？」

「……はい」

　労いたわるようにして、セラスの肩を叩たたく。

「おまえに倒れられたら俺が困る。だから俺のために、しっかり休め」

「ええ、そうします。……ありがとうございます、トーカ殿」

「謝罪はいらないが、感謝ならいくらでも言ってくれていいぞ」

　どこか幸福そうにまつ毛を伏せ、セラスは胸に手をあてた。

「では、そのように……」

　……冗談のつもりだったのだが、けっこう真剣に受け取られたようだった。

「まあこの時間じゃ、今日はもう他によさそうな野営場所も見つかりそうに――」

「トーカ」

　と、イヴが戻ってきた。

「どうした？」

「ここから少し行った先に、遺跡らしき巨大な建物がある」







　巨大樹地帯を再び抜けると、イヴの言葉通り巨大な遺跡が鎮座していた。

　おそらく巨大樹が遮っていたせいだろう。遠くからだと、目視できなかった。

「でかいな」

　破壊の度合いは少ない。形はエジプトのピラミッドに似ていた。

　……いや、むしろアレか。マヤ文明の遺跡。アレを思い起こさせる外観だ。

　長く続く階段の上に扉が確認できる。

　俺たちは、階段をのぼってみた。スレイも器用にのぼってついてくる。

　そろそろ日が落ちかけている。

　……ここが使えそうになければ、さっきの廃墟に戻って野営だな。

　頂上まで来た。

　周囲を見渡す。巨大樹が群生していない方角なら、遠くまで見渡せそうだ。

　が、今はもう夜の帳とばりが下りかけている。なので広がるのは薄闇だけ。

　俺は扉に向き直った。

「これは……」

　扉には宝石がついていた。……いつものアレか。

「ん？　ゲージが少しだけ溜たまってるな……」

「実はそなたたちを呼びに行く前、我が魔素を注いでみたのだ」

　一応、イヴも魔素を扱える。

「だがこれしか溜まらなかった。やはり、トーカに頼まねばならんようだな」

「任せろ」

　さて……今いる場所は高台と言っていい。

　宝石の光を見た魔物が寄ってくるかもしれない。

　なので、セラスに頼んで荷物の中から大きな布を出してもらった。

　その布で、俺と宝石を覆ってもらう。これで漏れる光を最小限にできる。

　次に必要な魔素量を確認するため、ステータスオープンでＭＰを表示。

　宝石に触れて魔素の注入を開始する。やがて、大仰な音を立てて扉は開いた。

「さすがだな、トーカ」

　室内に踏み入ったセラスが、光の精霊の力で前方を照射する。

「……それほど広い空間ではなさそうですね。今のところ、他の生物の気配も感じられません」

「なら、今夜の宿泊場所として使えそうだな」

　セラスを先頭に、皆が中へ入っていく。

「――――――――」

　ふと、俺は振り向いた。




　遥はるか遠くで、光が明滅している。




　明滅は何度か繰り返されている。

　あの距離だと、魔群帯の範囲内だとは思うが……。

　なんだ？　魔物同士で殺し合いでもしてるのか？

　地図の位置関係を思い出す。

　ウルザを南とすると、あの断続的に光が発生している方角は北東……。

「……ああ、そうか」

　今は、不思議な懐かしさすら覚える。

　そういえば、あの方角は――

「クソ女神のいやがる、アライオンの方角か」







　◇【竜殺し】◇




　アライオンの王城の廊下。

〝竜殺しドラゴンスレイヤー〟ことベインウルフは手すりに片肘を置き、酒を呷あおった。

　この位置からは兵舎を眺望できる。眼下では兵士たちが忙せわしなく動き回っていた。

　皆、きたるべき大たい魔ま帝てい軍との戦いに備えている。

　背後を通り過ぎようとした麗しの女神に、彼は声をかけた。

「で――おれをアライオンに残した意図は？」

「こちらを手薄にしすぎるわけにもいきませんからねー」

　ヴィシスが足を止め、続ける。

「できれば私も同行したかったのですが……明日には所用でマグナルへ赴かねばなりませんから。ああ、とても心配です……彼らは、大丈夫でしょうか」

「剣けん虎こ団だんにニャンタン・キキーパット、何よりあの四し恭きよう聖せいがついてるんだ。大丈夫さ」

「そうやって大丈夫だ大丈夫だと言われるほど、むしろ心配になってしまうのですよねぇ」

　異界の勇者たちは先日この王城を発たった。

　向かったのはアライオンの南西に位置する大遺跡帯――別名、金こん棲せい魔ま群ぐん帯たい。

　ヴィシスへ向き直ると、ベインウルフは手すりに両肘をのせて寄りかかった。

「おれを魔群帯行きの隊から外したのは、アヤカ・ソゴウの師になっているのと関係が？」

「え？　なんのお話ですか？」

　首を捻ひねるヴィシス。思い当たる節がない。そう言いたげな目である。

「女神さまの目的は、あの子の隊の誰かが死ぬことか？」

「んんん～？　さすがに意味がわかりません。なぜ私がそんなことを？」

「おれがいなければ彼女たちの危険が増す――違うかい？」

「えー？　急に意味不明な推論を口にされましても、困ります……」

　ベインウルフはあごヒゲをかき、視線を斜め上へやる。

「たとえば、そうだなぁ……女神さまがあの子を操りやすくするため、とか？」

「んん～？　すみませんが何をおっしゃっているのか本当にまるでわかりません。あの、時間を無駄にしていませんか？　もしかして、実は自分にだけ通用する論理でお話ししていませんか？　気は確かですか？」

「心が壊れた人間ほど、操りやすいものだ」

「えー!?　お、思いつきでそんな話をされても切実に困ります。あ、話は変わるのですが……ベインさん、お父さまはお元気ですか？」

「……まあね」

「魔戦騎士団に入ったのも、確か元を辿たどれば病床に臥ふせっていたお父さまのためなのですよね？　男手一つであなたを立派に育て上げたのですから、ご立派です」

　ヴィシスはベインウルフの隣に寄ると、手すりに腕をのせて、兵舎を眺めた。

　その表情は、憂いを帯びていた。

「ウルザの管理する鉱山でしか取れない材料……それによって作られるとても貴重な薬。あなたのお父さまの病はその薬でしか症状を抑えられない。そして、鉱山の立ち入りも含めてあらゆる決定権を持つのはウルザの長たる魔ま戦せん王おうジン……言うなれば、魔戦王の指先一つで何もかも変わってしまう……その状況はとても危険に思えます。ですがどうか、ご安心なさってくださいね」

　ヴィシスはベインウルフの正面に立つと、彼の手を両手で強く握りしめた。

「この私が魔戦王に口添えしている限り、あの高価な薬は無償であなたに提供され続けます。こういうことですよね？」

「……だからこそ、ものぐさで有名なこの竜殺しが女神の呼びかけに応じて、馳はせ参じたわけだろ？」

「素晴らしい心がけです。私も、心から嬉うれしく思います」

　魔戦騎士団に入った理由。

　周りには自分の怠惰な生活を守るためだと話している。

　が、一人で生活していくだけなら実は傭よう兵へい業でもいい。

　彼の実力なら楽な仕事はいくらでもあるだろう。

　ベインウルフは幼少時に母を亡くしていた。

　父は病に倒れるまでそんな彼を一人で懸命に育て上げた。

　恩は返さねばならない。ゆえに、彼は魔戦騎士団入りの誘いに乗ったのだった。

「ま……おれも一応、自分の立場を頭に入れた上で動くつもりだよ」

「大人ですねー」

「で、あの堅物で名高い団長サマの率いる白はく狼ろう騎士団……そっちの方は、掌握できてるのかい？」

「はい？　それは、今のお話の流れと何も関係がないのでは？」

　ベインウルフは感心する。

　煙けむに巻く――これをやらせたら、この女神の右に出る者はいまい。

「ところで、またお話が変わるのですが……今の異界の勇者さんたち、どう思います？」

　ベインウルフは南西の空を見つめた。

「勇者最強の道を順調に駆け上がっているのはやはりキリハラだろう。対大魔帝という意味では、素質はダントツだ」

「なるほどなるほど～、他の勇者さんたちはどうです？」

「Ａ級のオヤマダも着々と力を伸ばしてるようだ。最初は心配もあったが、ヤスも伸びてきている。それ以上に伸びているのはソゴウだが、色々と割り切れていない印象もあるな……ま、固有スキルが発現していない焦りもあるんだろう。あと、ヒジリとイツキはおれも正直よくわからん。はたから見た感じだと、あの姉妹にはニャンタンも手を焼いている印象だが……」

「あの姉妹は、反抗的とまではいかないのですが……完璧と呼べるほど使命に忠実とも言えないのですよねぇ。特に姉の方は、私も何を考えているのかよくわからない点も多くて……人の心は難しいです……」

「ああそれと、別の意味で少し気になっている勇者が一人いるかなぁ……」

「あら？　どなたですか？」

「アサギ・イクサバ」

「イクサバさんですか」

　この王城に到着してから、ベインウルフが唯一意識的に避けていた勇者が、アサギ・イクサバだった。

「ああいう感じの人間は、どうも苦手でね」







　◇【鹿島小鳩】◇




　魔群帯に入って一日目。

　鬱うつ蒼そうと生い茂る木々に、剝むき出しになった黒土の地面。

　地面には獣じみた足跡がいくつも確認できた。魔物が踏み荒らしているのだろうか。

　不自然に折れた枝葉も魔物の残した痕跡であろう。鼻に届くニオイにも、獣臭がまじっている。そこかしこに魔物の存在を示す要素が残されていた。

　初日、勇者たちはまず腕試しがてら外縁部の魔物と戦った。

　これまでのレベルアップと、女神が呼び寄せた各国の強者たちによる訓練。

　それを経た今、勇者たちは外縁部の魔物をあっさり倒せるまでに成長していた。

（だけど――）

　隊列の中、前に足を進めながら鹿か島しま小こ鳩ばとはある種の恐怖に囚とらわれていた。

「おい、あそこ！」

　浅あさ葱ぎグループの一人が、魔物を発見した。

「グるォあァぁアあアあ――――ッ！」

　同グループの勇者たちが一斉に武器を構える。

「出た！　見たことない金きん眼がん！」「あたしがやる！」「浅葱！　私にやらせてよ！」

　皆、目の色を変えている。

　勇者のレベルアップ。それは、魔物を殺すだけで〝成長〟を実感できる。

　一部生徒は最近、その〝成長〟に病みつきになっているようなのだ。

　小鳩はその空気をちょっと怖いと感じていた。

　列の後方にいた戦いくさ場ば浅葱が、前へ出てくる。

「まーまー、次は小鳩ちゃんに経験値ＥＸＰあげなって。みんな仲間じゃろー？　ほら、突進してきたぞ！　前列ちゃんたちは、防御スキルで耐えて耐えて！」

　すっかり指示慣れした浅葱。

　指示を受けた前衛はひとかたまりになると、盾と防御スキルを駆使して魔物の攻撃を防いだ。防ぎつつ、攻撃を加えて魔物の身体からだに傷を負わせていく。

　ただし、致命傷は負わせない。そのさじ加減も今や手慣れたものである。

　魔物が「ぐゴぉ……ッ!?」と膝をついた。

　脚部に攻撃を集中され、魔物は移動を封じられた。

「そぉ、れ！」

　魔物が、両腕を切断される。

　これも召喚直後とは大違いだ。

　三つ目のオオカミが燃え死んだ際に錯乱し、怯おびえていた彼女たちとはもう違う。

　魔物の腕を切り落とした女子に躊躇ためらいはなかった。浅葱が拍手する。

「おー、適度に虫の息にするのも上う手まくなったもんですにゃ～！　浅葱班、優秀！」

　浅葱が小鳩の肩を抱き、ゆったり前へ押しやる。

「ほ～れポッポちゃん。オイシイとどめを、いただこーかい」

「……う、うん」

「あ、そだ！　みんなにお礼を言わないと！　これは、チームワークの勝利だからね～」

　小鳩はおどおどと前衛の女子たちに頭を下げた。

「あ、ありがとう……」

　が、視線の合った女子は目を逸そらした。

「ま……小鳩のためってよか、浅葱の命令だからなんだけどね」

　あちゃー、と顔に手をやる浅葱。

「ほらもーそこ！　そーゆーコト言わない！　嫌みっぽいぞ!?　うちは桐きり原はらのトコと違って、仲間同士の絆きずなを大事にしてるんだからさーっ！　まー、そう言いたくなる篤あつ子この気持ちもわかるケドね～」

「ね？　わかるっしょ？　浅葱やっぱ共感性高いわ～」

「モチよ～。てか、ほ～れポッポちん！　早く、とーどーめ！」

　拒否できる空気ではない。

　荒い息で小鳩を睨にらみつけてくる金眼の魔物……。

　血と涎よだれがまじった液体が口からダラダラ垂れている。金の瞳には殺意と憎悪が爛らん々らんと灯ともっていた。小鳩は、吐きそうになってきた。

「小鳩ちゃん、前の隊と離れすぎるとヤバいからさ。みんなを待たせるのも悪いし――」

　浅葱の声のトーンが変わる。

「さっさと、殺やろ？」

　促してくる浅葱。小鳩は――剣を抜き、振り上げた。

　なぜか頭の中をよぎったのは〝ごめんなさい〟という言葉だった。

　そして……小鳩は目を閉じ、とどめをさした。







「おせーんだよ、戦場ぁ～！」

　追いついた浅葱グループに文句を垂れたのは、小お山やま田だ翔しよう吾ご。

「苗みよう字じで呼ばないでって日頃からアピールしてんのになぁ～！　小山田クン、ひどいよね～」

「あぁ!?　てめーらこそ、おれらの陰口言ってるだろうがよ！　知ってんだぞ!?」

「まあまあ小山田クン……そいつはほら、ちょっとしたやっかみですってば。だって、ウチのグループにはＳ級どころからＡ級すらいないからね～。そりゃあ、やっかみまじりの愚痴の一つも言いたくなるってもんじゃない？」

「あー？　だったら、固有持ちのてめぇだけウチのグループに入れてやっても――」

「翔吾」

　桐原拓たく斗とが小山田を制止した。

「んだよ、拓斗？」

「いらねーよ」

　桐原が浅葱の方を振り向く。

「戦場……おまえが必要な時は、オレの方から声はかける。だが、それ以外はオレたちと関わるな。前の世界にいる時から思ってたんだが……おまえ、信用できるタイプの人間じゃねーだろ」

　浅葱が能面になる。感情を、一切排した顔だった。

「ほぼ同じ感覚みたいでアタシはなんだか嬉しいよ、桐原クン」

「おまえはこのオレのグループには必要ない……オレの行ゆく道の邪魔になるのは、目に見えている……」

　ほんの少しだけ、浅葱が首を傾かせた。

「同、感」

　場の空気は凍りついている。

　少し前から桐原グループと浅葱グループの間には不穏な空気が漂っていた。案外、誰もが予想していたのかもしれない。この二つは、いずれこういう衝突を起こすと。

　その時だった。

（……あれ？　どうしたんだろう？）

　突然、最前列を行く四し恭きよう聖せいが戦闘態勢に入った。先頭のアギトが何か察知したようだ。

「んー……こいつはそれなりに厄介そうだなぁ。この感じ……今の勇者だと手に余る可能性が高い、か。じゃ、えっと……勇者たちは少し下がってくれるかな？　で、剣けん虎こ団だんは勇者の周りを固めてもらっていい？」

　次にアギトは中列にいたニャンタンを呼んだ。

　桐原がコートを翻しながら再び前方へ向き直る。

「……下がれだと？　馬鹿を言ってくれやがる……ちっ、魔群帯に入ってから出てくる魔物が雑魚ばかりで辟へき易えきしていたが……」

　向き直りつつ刀の柄つかに触れる桐原。

「何より連中は、このオレを低く見積もりすぎている節がある……そろそろ認識を正してやる頃合いか……」

　何か異変が迫っているが、桐原からはまるで動揺がうかがえなかった。

　片や、小鳩は激しく動揺していた。

「な……何、あれ……」

　木々をなぎ倒して現れた巨大な魔物。

　ナメクジっぽい見た目だが、連想した元の姿とは一致しない。

　頭頂部の両側に金眼があって、その瞳はトンボの眼めに似ている。

　象の鼻めいたあの器官は触手だろうか？　それが背中に複数本生えている。

　浅葱グループの茅ちヶが崎さき篤子が、嫌悪感を滲にじませた。

「なんか、人間の腕っぽいのが身体の両脇に生えてんですけどぉ……うげ～何あれキモすぎでしょ……グッロ……」

　しかも、あとに何匹か同じ魔物が続いているようだ。一匹ではない。

　後方へ下がった勇者たちの大半は――気け圧おされていた。グロテスクな見た目もあるのだろうが、それ以上に彼らはその魔物の強さを感じ取っているのだ。

　凶悪に、強い。これまで魔群帯で遭遇した魔物とはケタが違う……。

　あの四恭聖が早々に下がれと指示したのも、頷うなずけた。

　その時――ニャンタンが、スッと上体を前へ倒した。

　彼女はしなやかな動作で、臀でん部ぶよりも上半身が地面に近い姿勢を取る。腰の後ろからのびる蛇腹刃が発光し、天へ向かって直立した。猫が威嚇する時のポーズに似ていた。

　ニャンタンがアギトに声をかける。

「先頭の一匹はこちらで処理します」

「いけそうかい？」

「ええ、いけます」

「なら、後続の二匹目は僕が処理しよう。アビスも参加してくれる？」

「おーよ」

　前衛の三人に気圧された様子はない。小鳩は、唾をのんだ。

（あの魔物を前にしても、あんな風に落ち着いていられるなんて……）

「[image: ]ゥぅゥん！」

　粘性のある肌に枝や葉っぱを付着させたナメクジもどきが、触手を広げた。

　前傾姿勢のままニャンタンが駆け出す。彼女めがけ、触手が襲いかかった。

　音速の鞭むちのごとく暴れ回る魔物の触手を小鳩は目で追い切れない。せいぜい空を切る音が耳に届くくらいだ。が、ニャンタンはすばしっこい猫さながらに触手を避け続ける。

　触手は、彼女を捕らえられない。

　と、触手の先から刃めいたものが頭を出す。

　それはさながら、死神の鎌を連想させる刃の形をしていた。

　乱舞する魔物の曲きよく刃じん。カマイタチが狂喜し、中空で踊っているかのようだ。

　が、ニャンタンの刃はそれ以上の目にも止まらぬ速さでもって、襲い来る曲刃を悉ことごとく弾はじき飛ばしていく。いや――どころか、魔物の刃を寸断していく。

　切れ味や強度の質が違うのだ。

　と、魔物の身体の前部にぽっかりと穴が空いた。

　金きん眼がんの位置と照らし合わせると、まるで、それは口みたいに見え――

「[image: ]ぉゲろロろォぉ[image: ]――――っ！」

　魔物の口から放たれた吐と瀉しや物ぶつが、地面へ降り注いだ。

　液体を浴びた地面はシュワシュワと音を立て、辺りには鼻をつくニオイが立ち込める。

　触手で獲物の移動先を操り、誘導した先へ強酸性の液体を放つ。

　触手で捕縛できずとも、酸を吐きかけて溶かす。

　二段構えの攻撃。あれが、あの魔物の必勝パターンなのだろうか？

　けれど――吐きかけられた酸の先からすでにニャンタンは姿を消している。

　そして小こ鳩ばとの目は、ようやくその姿を捉えた。いつの間にかニャンタンは、

「オ～ろロろロ～んっ!?」

　魔物の背後に、回り込んでいた。

　見失った獲物をようやく認識した魔物の触手が中空の彼女めがけ一斉に襲いかかる。

　と、蛇腹刃がニャンタンを中心として螺ら旋せん状じように展開された。その刃の全長は襲いくる触手より遥はるかに長い。

　風切り音が、鳴って――同時に、何本もの触手が滑らかにスライスされた。

　ニャンタンの操る刃は、不思議とその切れ味を増しているように思えた。

　荒れ狂う蛇のごとき凄すさまじさで彼女の刃は触手を次々と切断していく。

　刹那、激しく刃が発光した。刃が、さらに長大になっていく。

「オろゥあァぁアあ[image: ][image: ]ッ!?」

　地に膝をつき、ニャンタンが綺き麗れいに着地。

　彼女の背後では、魔物を取り囲む蛇腹刃が、暴風がごとく荒れ狂っている。魔物は巨大な腕で刃を払いのけようとするが、その振り回す腕も、なすすべなく切断されていく。

　魔物は、バラバラに寸断された。それは、ほんの数秒間の出来事だった。

（す、すごい……）

　あの不思議な剣（？）の力だけではない。ニャンタンの動き自体がとてつもなく洗練されている。そう、小鳩でもわかるほどに。思わず戦いに見み惚とれてしまうほどだった。

（あれが、ヴィシスの徒……わたしたち勇者なんかより、あの人の方が大たい魔ま帝てい討伐に向いてるんじゃ……）

　涼しい顔でスッと立ち上がるニャンタン。

　その傍らを颯さつ爽そうと駆け抜けるのは――四恭聖、アギト・アングーン。

「さすがはヴィシスの徒の中でも最強と名高い、ニャンタン・キキーパット」

「すみません。息の根を止めてしまいました。勇者の経験値ＥＸＰを考えれば、かろうじて生かしておくべきでした」

「この魔物相手ではやむをえないさ。気を抜くと、ヴィシスの徒でも怪け我がをしかねない」

　アギトが、剣を抜く。

　彼の前方には、スライドするようにして姿を現したナメクジもどき。魔物は地面に腕をついてブレーキをかけようとしたようだが、勢いを殺し切れていなかった。

　勢いを止めきれない魔物が、その先にあった太い木を吹き飛ばす。

　と、吹き飛びかけた木を魔物が腕で摑つかんだ。小鳩は、思わず「あ！」と声を上げた。

　魔物が、摑んだ木をアギトへ投げつけたのである。

　うなりを上げ、豪速で四恭聖の長男に迫る木き槌づち。

　しかしアギトは迫る木をものともせず、危なげなく躱かわす。

　アギトの剣が、白い光を帯びた。光は、強さを増しながら剣の刃を覆っていく。

　身体からだと剣を低く構えたまま疾駆するアギト。

（全部、避けてる……）

　刃化した触手による乱れ打ちをアギトはすべてを躱していた。

　剣で、弾くことすらせずに。

　小鳩の目にはもはや、アギトが消えたり出現したりしているようにしか映らない。

「[image: ]ァぁ[image: ][image: ]アあァぁァあアあア[image: ][image: ]――――っ！」

　苛いら立だつように吠ほえ猛たけるナメクジもどき。雄お叫たけびを上げながら、魔物は口から酸を撒まき散らすが、一滴とてアギトに命中は敵かなわない。衣服の端を溶かすことすら、敵わなかった。

　光の刃を帯びた剣。その刃の長さは元の剣の何倍にもなっている。

　刹那、逆袈け裟さでアギトが剣を振り上げた。

　わずかに抉えぐり取られた地面の先では――魔物が、真っ二つになっていた。

　ズバッ！

　最後にアギトは、金眼を真っ二つに裂き割った。

「あと、六匹……、――――ん？」

　アギトが振り返り、長女のアビスに呼びかけた。

「アビス、一部の魔物が方向を変えた。後ろの勇者たちに狙いを変えたようだ」

「任せろ」

　腕をぐるぐる回しながらアビスが後方へ戻っていく。ニャンタンも彼女のあとに続いた。前へ向き直るアギト。彼の前方からも、まだもう一匹魔物が迫っていた。

「さて、僕はまずこいつを片づけ――」

「あの程度の魔物で、このオレに下がれと言ったのか？」

　いつの間にかアギトの横に立っていたのは、桐きり原はら。

「キリハラ」

「正しさを見せてやる。つまるところ、正しさってのは――」

　桐原が、両手を前へ突き出す。

「力だ」

　三匹目のナメクジもどきが、姿を現した。

「――――【金色ドラゴニツク、龍鳴波バスター】――――」

　桐原の両手から金色のエネルギーが射出される。

　猛り狂った魔物が狙いを定めた。その金眼は――アギトを捉えた風に、見えた。

　桐原が腕を振る。

　彼の腕の動きに連動するようにして、射出された龍鳴波が曲がった。

　ドシュンッ！

　龍鳴波が、防御へ回った触手を突き破った。さらに金色の光条は、ついでとばかりに、その先の魔物の身体も貫いた。自由に空を飛び回る龍がごとく、龍鳴波が、魔物の身体を容赦なく喰くい破っていく……。

　やがて、魔物は穴だらけとなった。すでに魔物の悲鳴も途切れていた。各部位の穴からは大量の血が流れ出ている。

　桐原が、後方の勇者たちの方を振り返った。

「オレの固有スキルのレベルはいまや４に達している。目に焼きつけたか？　これが――」

　アギトに一いち瞥べつをくれたあと、彼は誇示するように両手を広げた。

「未来の王このオレの力だ」

　ボゥッ！

　刹那、虫の息だった魔物が燃え上がった。

　桐原が不快げに片目を細める。

　魔物を包み込んだのは黒き炎。すぐに、魔物は消し炭と化した。

「とどめをささずに背を向けるとは、油断しすぎも甚だしいと言わざるをえん。危ないところだったな、桐原」

　桐原の顔に暗い影が落ちた。

　彼はまるでゴミでも見るような目つきで、魔物にとどめをさしたＡ級勇者を、睨にらみ据えた。

「……………………安やす」







　◇【高雄樹】◇




　数人の男の死体が地面に転がっている。

　死体を見おろしているのは、高たか雄お聖ひじり。

「向こうで何かあったみたいね」

　高雄樹いつきは、膝をついたまま来た方角を振り返る。

「そろそろ戻っとくべきかもな」

　二人は機を見て、一時的に他の勇者たちから離れていた。

　ニャンタンの隙を見つけるのはそれなりにホネだった。

　彼女は高雄姉妹を捜して近づいてきていたようだが、何かあったらしく、引き返していった。

「樹」

「ん？」

　倒れている男たちは、樹たちが殺したのではない。

　彼らは自ら命を絶った。

「…………」

　死体を見下ろし、しなやかに腕を組む聖。

　姉の立ち振る舞いは普段の小さな動作一つとっても、樹には魅力的に映る。

「彼らは……なんだったと思う？　私たちに見つかったあと、逃げられないとわかるなり迷いなく自決したわけだけれど……さながら己の全存在を主に捧ささげたスパイ、といったところかしら」

「んー、他の国が放った監視役ってカンジか？」

「さあ、どうかしらね」

　聖は死体を見ても表情一つ変えない。

　普段通り平然としている。

　どんな場所にいても、樹はこの姉といると〝いつも通り〟でいられる。

　聖が、私見を述べた。

「女神ヴィシスが私たち２‐Ｃに何か仕掛けるべく放った者たち――私は、そう見ているのだけれど」







２．人面種




　遺跡内に入った俺たちは、まず荷物をおろした。

　ひとまず灯あかりは皮袋の光で十分そうだ。

　一応、そう広くはない室内も改めて調べてみたが、やはり、これといって気になるものはなかった。隠し扉のたぐいも見つからず、部屋の奥には祭壇らしきものがあったのみである。おそらく、この遺跡には祭さい祀し用以上の役割はないのだろう。

　建物がそのまま残っているだけという感じだった。

　短い探索のあとは、夕食を取った。途中でセラスが急に神妙な面持ちになって、

『トーカ殿があまり愉快そうに笑わないのは、私がつまらないハイエルフだからなのでしょうか……』

　と謎の苦悩を告白し出して、セラスを除く〝蠅はえ王おうノ戦団〟メンバーが総出でフォローを入れるという珍妙なひと幕こそあったものの、夕食は無事終わった。

　夕食後は明日のことを軽く確認し合って、それが終わると、俺たちは寝支度を始めた。

「服を脱ぐのを手伝おう、リズ」

「ううん、一人でできるから……ん～っ」

　リズの苦戦する声。イヴが、リズの服に手をかける。

「そうは見えぬな。しばらくは、我が手伝った方がよかろう」

「……うぅ」

　魔群帯へ向かう途中に立ち寄った村で買ったリズの服だが、依然、着脱に手間取っているようだ。前の服より確実にマシとはいえ、慣れるのに時間はかかりそうだ。

　上着をはだけるリズに背を向けながら、俺はセラスの傍そばに座った。

「リズにはいずれちゃんとした服を買ってやらないとだな」

「あれはあれで、似合っていますけどね」

　艶やかな金髪を櫛くしで梳すきながら、セラスが言った。

　魔群帯に来ても彼女は時おり身だしなみを整えている。

　ちなみにさっきの告白は、ひとまず忘れることにしたようだった。

　俺は腕を枕にして寝転がった。

「リズは元の素材がいいからな。大抵の服なら多分どれもイイ感じに見えるだろ。ま、何を与えても当人が文句を言わない分、いずれこっちで好みを察してやらないとだが」

「ええ、そうですね。私も機を見て、それとなく好みの傾向を探ってみます」

「頼む。……似合うと言えば、セラスも何を着ても似合うクチだよな」

「……そうでしょうか？」

「ああ」

　視線を横へ滑らせると、セラスは物思いに耽ふける表情をしていた。

「何か思い出したのか？」

「あ、その……はい。よく姫さまに、色々な衣装を着ろと勧められたのを不意に思い出しまして。あの方は新しい服を手に入れては、それを私に着せたがっておられました。いつの間にか、それが姫さまの趣味のようになってしまっていて……」

「ま、着せがいがあったんだろう」

　セラスが自発的に過去の話をするのは珍しい。

「パキュ～ン！」

「ピギ～！」

　ちっこいスレイが、俺たちの前を通り過ぎた。スレイの背にはピギ丸が乗っている。

　すっかり仲良しになったようだ。

「その姫さまとは、仲が良かったんだな」

「私は、そうだったと思っています」

　セラスは聖王に対してずっと大きな思い違いをしていた。

　あの件のせいで、自分と姫さまの関係性に少し自信がなくなっているのだろうか？

　……かつてセラスが身を寄せていたネーア聖国の姫君、か。

　ん？　そういえば、その姫さまはシビトと婚姻を結ぶ予定だったはずだ。

　シビトが死んだ今、彼女はどうなったのだろうか？

　セラスもそれが気にかかっているのかもしれない。

　普段は、表に出さないようにしているようだが……。

「セラス、もし――」

「今の私はあなたの騎士です。あなたのためにこの剣を捧げると誓いました。ですのでどうか、お気になさらず」

　先回りし、セラスは言った。

「それに姫さまでしたらきっと大丈夫です。賢いあの方のことですから……今も、うまく立ち回っておられるはずです」

　信頼の厚さに噓うそはなさそうだった。実際、賢い姫なのだろう。

　が、姿勢よく座るセラスを見ると、その秀麗な貌かおは薄らと憂いの色に覆われていた。

　つぶさに観察しないと、奥に秘めたその憂いは読み取れまい。

〝姫さまを信頼しているから気にならない〟

　……そんなわけにも、いかないだろう。

　と、セラスがハッとなった。

　つい、いらぬことを口走ってしまった――そんな顔をしている。

　彼女の薄い桜色の唇が何度か開きかけて、閉じた。

　話題を変えたいらしい。が――その話題が見つからない、と。

「そういや、寝る前に身体からだを拭いておきたいとか言ってなかったか？」

　俺が聞くと、セラスが助かったとばかりに両手を叩たたき合わせた。

「そ、そうでした。ええっと……リズ、私と一緒に身体を拭き合いっこしませんか？　一人ですると、届きづらい部分もありますし……どうでしょう？」

　リズは、まだ着替え終わっていなかった。

「は、はい。それじゃあ……お願いします、セラス様っ」

　水で布を濡ぬらしながら、セラスがにっこり俺に微笑ほほえみかける。

「あとでトーカ殿も、私と一緒になさいますか？」

　口もとに笑みを作ると、俺はさっさと行けとジェスチャーで示した。

「冗談はいいから、さっさと済ませてこい」

「ふふ、はい」

　セラスは上機嫌な足取りで、リズを連れて入り口の方へ歩いていった。

「…………」

　今のはやはり、セラスなりに何か面白いことを言おうとしたのだろうか？

　正直……冗談ならもう少しそれっぽいニュアンスで言うべきだと思うぞ、セラス。

　あれはあれで、相手によっては下手な勘違いをさせそうで怖い。

　二人の消えた方を確認しつつ、イヴが俺の隣に腰をおろす。

「しかし……我も驚いたぞ。まさか、セラスがあんなことで悩んでいたとは」

　さっきの夕食の時に当人が言っていたが、セラスは聖騎士時代に、

『セラス殿は比類なきほど麗しく、実に魅力的な女性ではありますが、いささか諧かい謔ぎやくの妙には欠けているようでございますな』

　といった趣旨の言葉を、繰り返しのように貴族たちから言われていたのだとか。

「だが、セラスには他に優れた部分がいくらでもあるではないか。鼻持ちならん貴族どもの諧謔趣味など、鼻で笑ってやればよいのだ」

　うーむ、と腕を組むイヴ。

「それにしても……我は夕食を取っている時、セラスの長所を並べ立てたつもりだったのだ。しかし、どうもセラスにとっては慰めになっていない様子だった。どころか、セラスを困惑させてしまっていた気がするのだが……一体、どこがマズかったのだ？」

　俺は頭を搔かく。

「おまえには、もう少しデリカシーってやつが必要かもな……」

「でりかしーだと？」

「傍はたから見れば長所と思える部分も本人にとっては悩みの種だったり、触れられても対応に困ったりする部分って場合もある」

　相手がイヴだからか、性格が寛容だからか。

　イヴに対して、セラスも怒ったりはしなかったが。

「何がマズかったのだ……我には、さっぱりわからぬ……」

　これが、イヴ・スピードが鈍感と言われるゆえんなのかもしれない。

　しばらくすると、身体を拭き終えたセラスとリズが戻ってきた。

　そして今度こそ寝支度を終えた俺たちは、そのまま横になった。

　横になったあと、俺は、ふと思い出した光景のことをセラスに聞いてみた。

「なあ、セラス」

「はい？」

「この遺跡に入る前、遠くで何か光っていたのを見たか？」

「ええ、見ました」

「……あの光、なんだと思う？」

「私の推測では、魔物同士の争いかと」

「ここの魔物も、魔物同士争ったりするのか？」

「生み出した根源なる邪悪が違う場合、金きん眼がんの魔物同士でも争いが起こると言われています」

　俺はセラスの教えを振り返る。

　この世界に蔓延はびこる金眼の魔物は、歴代の根源なる邪悪が生み出した。

　過去に現れた根源なる邪悪は、すべて異界の勇者によって滅ぼされている。

　しかし生み出された金眼の魔物の何割かは一掃されずに残った。

　その多くが、各地の地下遺跡やこの魔群帯に逃げ込んだ。

「言うなれば〝産みの親〟が違うと、仲なか違たがいするわけか」

「とはいえ他の生物と比べると、金眼の魔物同士の同族意識は強いようですが」

　なるほど……仲間意識は強い、か。

　だから、ないわけではないが、争いも少ないと。

「…………」

「トーカ殿？　何か？」

「ん？　ああ……いや、あの光なんだが……」

　たとえば、魔物同士ではなく――

「人間と魔物が戦っていたなんてパターンも、ありうるのかと思ってな……」







　◇【セラス・アシュレイン】◇




　目を覚ますと、トーカの姿がなかった。

　慌ててセラスはイヴを起こす。

　イヴが、トーカの寝ていた場所に手をついた。

「それなりに、温度が失われている……ここを離れたのは、ついさっきというわけでもなさそうだ」

「荷物は残っていますが……」

　セラスは不安げに言いながら、室内を確認した。

　リズはまだ眠っている。スレイは今、目を覚ましたようだ。

　ただ、

「ピギ丸殿が、いません」

「ピギ丸が？　ふむ、ならば……思ったより早起きしたから、トーカは外でピギ丸との新しい連携技でも考えているのかもしれぬな。トーカのことだ。まだ寝ている我らを気遣ったのであろう」

「でしたら、よいのですが」

「あの者は、何も言わず我らを魔群帯のど真ん中に放置して去るような男ではない。それは、そなたがよくわかっているはずだ」

「はい」

　確信をもって答えたあと、セラスはイヴと出入り口の方へ向かった。

　念のため二人とも剣を手にしている。

　と、魔素を送り込まねば開閉できない扉が開いているのに気づいた。

「外に出ているようだな。我の読みは、正しかったのかもしれぬぞ」

　取り越し苦労だったとでも言いたげな調子のイヴと一緒に、外へ出る。

　爽やかな朝の風が身体に吹きつけた――その時だった。

「！」

　扉の先は、くだり階段になっている。

　二人の視線は、その階段の少し先の光景に、釘くぎ付づけになっていた。

　階段をおり切った先に〝それ〟は、いた。

　人の顔をした魔物。

　イヴは瞠どう目もくしたまま、無意識とも思える動作で、身を引く。

「まさか、あれは……人じん面めん種しゆ、か？」

　縦長の体たい軀くに人型の巨顔が張り付いている。巨顔の瞼まぶたは糸のようなもので縫い付けられていた。ただ、中央の顔だけは瞼が縫い付けられておらず、ひと回り小さい。

　他には、触手のようなものが見える。

　そして、その人面種の前に――

「トーカ、殿……？」




　あぐらをかいて座り込む、トーカの後ろ姿があった。




　人面種は青い血の海に伏していた。

　生命はすでに停止している風に見える。たくさんの巨顔の口からは、ぐったりとした触手が大量に吐き出されたままになっていた。口内からは触手と一緒に血が漏れ出ている。止まらぬ血は、ゆっくりと、いまだに血の池の領域を拡大させていた。

　トーカは、その血が届かぬ距離で何かを捲めくる動作をしていた。

　彼の傍らには、短剣の他に、何やら魔物の部位らしきものが積まれている。

　人面種から切り取ったものだと思われる。

　ピギ丸はというと、トーカの周りでポヨンポヨン跳ね回っていた。

　首を巡らせ、トーカがセラスの方を振り返った。

「起きたか」

　イヴが唾を飲み込み、尋ねる。

「トーカ、そ、その魔物は……」

「寝ている時に気配があってな……仕留めておいた」

「だ、大丈夫だったのか？」

「安心しろ。慎重すぎるほどよく観察してから、隙をついて殺した。だから、大したリスクは取ってない」

「その魔物は……じ、人面種であろう？」

「といっても、俺の中にあった基準に比べるとそう厄介なヤツじゃなかったけどな。だが、経験値ＥＸＰは豊富に持ってやがった。レベルも上がったしな。今は……」

　トーカは、積み上げた魔物の部位を軽く叩いた。

「『禁術大全』と照らし合わせて、何か使える素材でもないか探してたところだ」

「人面種をたった一人で倒してしまうとは……しかも、無傷でだと？　うぅむ……我は、夢でも見ているのか？」

「いえ……あれがトーカ殿なのです、イヴ」

　セラスは、実際の大きさよりひと回り大きく見える彼の背中を眺めながら、改めて確信に近い予感を胸に抱いていた。

　そうだ。彼だからこそ、この悪夢のような金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいの深部を目指すなどという案にも光明を見み出いだすことができた。

（トーカ殿ならきっと、不可能も可能にしてくれる。そんな気にさせてくれる――いえ、彼は実際、そうしてきました……）

　この魔群帯にいて絶望せず済んでいるのも、彼の存在があるからだ。

　ただ、と思う。

（どうか、あまりご自分だけで背負いすぎないでください……）

　セラスの心配が見当違いの杞き憂ゆうとでも思えるほど余裕たっぷりに、トーカは、ゆったりと顔を上げた。

「人面種にも強さの振れ幅がある。ひとまずそれがわかったのは収穫だった。ま、凶悪さやクズさに関しては大して変わらねぇ感じだったがな……」

　無残な肉の塊と化した人面種の死骸。

「ただ、そのおかげで――」

　なんの感情もなさそうに死骸を眺めながら、トーカは、淡々と『禁術大全』を閉じた。

「俺もこいつらを、心置きなく殺さつ戮りくできる」







　◇【三森灯河】◇




　俺たちは、夜を過ごした遺跡を離れて先へと進んでいた。




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～


【ＬＶ１９０３】



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




　改めて上がったレベルの確認を終えた俺は、ステータス表示を閉じ、なぎ倒された木々を横目に歩を進める。

　今は俺が先頭で、イヴが最後尾を務めていた。

　俺の後ろにはセラス。セラスの後ろにリズ、スレイといった並びだ。

　スレイは第二形態の状態で、きょろきょろしながら歩いている。

　荷物をくくりつけてあるが重そうな感じはない。

　こうして荷物の一部を任せられるだけでも相当ありがたい。

　ピギ丸はというと、普段通り俺のローブ内でぬくぬくしている。

「思ったより静かですね」

　セラスが言うと、最後尾のイヴが答えた。

「あの人面種が通ったこの跡を辿たどって他の魔物が押し寄せてきていてもよさそうだが……移動する人面種を目撃した魔物は、いくらでもいるはずだ」

　俺は口を挟んだ。

「逆、かもな」

「逆？」

「人面種を避けて、他の魔物は遠ざかったのかもしれない」

　廃棄遺跡でも人面種のいたエリアに他の魔物の姿はなかった。人面種は他の魔物から避けられている……あるいは、獲物を譲る風習でもあるのかもしれない。

「ふむ……我らが思うほど連中も魔群帯で上う手まく共存できているわけではないのかもしれぬな」

　思考を走らせながら、ふと呟つぶやく。

「――人面種、か」

　決して気は抜けないが、絶望するほどの相手ではない。

　完全無欠の化物、とまではいかない。

　これまで二匹の人面種と戦ってそう感じた。

　戦い方次第では、十分戦える。

　まあ、状態異常スキルの存在が大きいのは否定できないが。

　人面種は謎に満ちた生物でもあるらしい。

　博識なセラスでも詳しい生態は知らないと言っていた。

　凶暴的で強暴的。

　嗜し虐ぎやく的で残虐的。

　どのようにして生まれるのか？

　なんのために、生まれたのか？

「…………」

　背負い袋から三重にした麻袋を取り出す。

　まだ微妙に中身が生温かい。

　歩きながら袋を開くと、セラスがススッと覗のぞき込んできた。

「これが、禁術の材料として使用されるのですか」

　袋の中にはさっき倒した人面種の身体からだの一部が入っていた。

「『禁術大全』には人面種から採取できる素材とは書かれてなかったんだが……添えてあったイラストと似てる気がしたんだ。これで、代用できないかと思ってな」

　斜め下から見上げてくるセラス。

「１６７ページ、ですね？」

　さすがの俺もページ数までは覚えていないのだが、セラスは覚えているらしい。

「なんの材料になるんだったかは、忘れたが――」

　セラスが、ちょっと嬉うれしそうに白い人差し指を立てた。

「〝拡かく声せい石せき〟です」

　まいったな、と俺は後頭部を搔かく。

「熟読してるだけあって、今じゃ俺よりセラスの方が『禁術大全』に詳しくなってるかもな……」

　時間を見つけては熟読する姿を何度も目撃している。

　セラスは背筋を伸ばすと、前を向き、金髪を緩くかき上げた。

「最初は興味本位の面も強かったのですが、その……こういう面でもトーカ殿のお役に立てたらと思いまして」

「俺も暇を見つけて精読するつもりだが、あの本の内容についてセラスに頼ることも多くなるかもしれない。その時は頼っていいか？」

　胸に手を当て、恭しく頷うなずくセラス。

「どうか、お任せを」

「悪いな」

「謝罪など……私が読みたいから読んでいる側面も大きいですから」

「だとしても、助かる」

「――はい」

　少し、弾んだ調子の返事だった。

　本好きのセラス・アシュレイン。彼女が『禁術大全』に興味を持つのも時間の問題だと思ってはいた。魔群帯入りしてから、俺の読書時間は減っている。

　内容の把握を一時的にセラスへ任せるのも悪くはあるまい。

　……あえてそうなるよう誘導した部分もあるので、多少なりとも気は引けるが。

　と、セラスが前のめり気味に俺の手もとの袋を覗き込んできた。

「ところでトーカ殿、他に私の得た知識が何か役に立つ禁術素材が――ぃ、ぃゃあぁぁああああぁぁああ――――――――っ！」

　反射的に俺は少し身を引く。

「は？」

　急に悲鳴（？）を上げたセラスが後ろへ倒れ込み、尻餅をつく。

　顔から血の気が引いている。

　今の悲鳴はさすがに俺もびっくりした。なんかその……本気の悲鳴だったが。

　人じん面めん種しゆの採取部位が気持ち悪かったのか？

　いや、さっき覗き込んだ時は普通にしていたはずだ。時間経過でなんらかの変化でも？







[image: ]







　手元の袋を覗き込む。

「ん？」

　何か色の違うウネウネしたものがまじっていた。つまんで、持ち上げる。

「ミミズ……？　ああ、素材を回収する時に紛れ込んだんだな」

「と、トーカ殿……それは、なかなか厳しいと言いますか……難しいと、言いますか……危険……」

　何が厳しくて、何が難しいんだろうか。

「わかったから、まず脚を閉じた方がいいぞ」

「あ――し、失礼を」

　俺は、近くの草むらにミミズを放り捨てた。

「苦手なのか？」

「……そう言わざるを、えません」

「ピギ丸の触手とか人面種のウネウネは大丈夫なのに？」

「なぜだかミミズは、だめなのです……だめなのです」

　スッと立ち上がって、臀でん部ぶの土を払うセラス。

　表情がなんだか凜り々りしくなっていた。取り乱したのを取り繕っている感じだ。

　おほん、とセラスは一つ厳粛に咳せき払ばらいした。

「ですが、誇り高き騎士としてはあるまじきつまらぬ欠点……この程度の嫌悪感で取り乱していては、元ネーアの聖騎士団長としての名折れ――」

「意外だな。セラスよ、そなたはこんなものが弱点なのか」

「――ぃやぁぁああああトーカ殿が遠ざけてくれたソレをまたわざわざ持ってこないでくださいイヴ！　しょ、正気なんですか!?」

「……す、すまぬ」

　リズに小言で諫いさめられながら、イヴはトボトボと最後尾へ戻っていった。

　あのセラスもあんな風に取り乱すんだな……。

　言い方はアレかもしれないが、思わぬひと幕でなかなか興味深い一面を垣かい間ま見みられた気がする。ま、仲間の苦手なものを知っておくのも大事だろう。

　それに、意外と今ので空気が和んでいる。

　魔群帯にいると気を張る時間が長い。今は辺りに魔物の気配もない。

　ああしてたまに騒ぐのも、悪くはないだろう。

　……実際、俺以外の三人は神経が疲弊している。

　ジリジリと、摩耗していっている。

　無理もない。敵は遭遇した魔物だけではないのだ。

　ここはおそらく安息の地なき金こん棲せい魔ま群ぐん帯たい。

　きっと唯一の安息の地と思える場所は、この魔群帯においてただ一つしかない。

　俺たちは、さらに先へと進んだ。







「風が湿ってきましたね」

　微風になびく髪をおさえ、セラスが言った。頭上を仰ぐイヴ。

「これは、ひと雨くるかもしれんな」

　周囲の景色にも変化が出てきた。なんというか――木の幹や葉の色が暗い。

　いよいよ深部へ入ってきた証拠だろうか。

「……けっこう前から目に入ってるアレも、気になるな」

　連なる木々の向こうに切り立った岩肌がある。小さな岩の山脈と表現してもいいだろうか。それが、壁のごとく広がっている。

　ただ……。

　イヴに言って地図を確認させてもらう。俺は、イヴと互いに視線を投げ合った。

「トーカ」

「ああ」

　そろそろかもとは思っていたが……そうか、ここまで来たか。

「位置的に――進む速度を上げれば、明日か明後日あさつてには到着できそうだな」

　禁忌の魔女が棲すむとされる場所はもう、近い。







「さて、どうしたもんかな……」

　俺は岩の崖を見上げた。ここへ来る途中から気になっていた岩山。

　高い崖が左右に広がっている。まるで、立ち塞がる壁のごとく。

「空でも飛べない限り、あの高さを越えるのは無理か」

　ピギ丸をロープ状にしても無理なのは一目瞭然だ。そもそも、ピギ丸の強度も足りない。

　イヴが、てのひらを岩肌の壁に置いた。

「まさかここで、壁にぶち当たるとはな」

　左右を確認すると、崖はずっと続いている。どこまで続いているかはわからない。

　視線を動かすと、壁にぽっかりと空いた穴が見えた。人が一人通れるくらいの穴だ。

　ただ、さっき中を確認したら少し行くと行き止まりになっていた。

　雨よけや休息になら使えるだろうが――

「都合よくこの岩山の壁を真っ直すぐ抜けられる通路とは、いかなかったか」

　イヴの地図は〝現在位置〟と〝距離〟を示すだけである。

　地形までは教えてくれない。当然、こんな岩山が壁のごとく立ち塞がっていることも。

　三人の精神的疲労を考えると、できるだけ早く魔女のところへ着きたい。

　ここからの大幅な遠回りは避けたいところだが……。

「一度、俺がスレイと崖沿いの先の様子を見てくる」

　ルート探索なら人数は少ない方がいい。

　もし人面種と遭遇した場合、最も対処に適するのはやはり状態異常スキルだろう。

　二人だけなら、スレイを変身させて逃げる手も取れる。

　休憩がてら三人をその場に待機させ、俺は辺りを探ってみることにした。

　東西へのびる崖のうち、まず西側から行ってみた。

　西側は、崖の壁が連綿と続いている感じだった。

　あれを辿たどっていくと途切れるまで何日かかるか想像もつかない。

　が、幸いにも東側は意外と早く途切れていた。

　印象では、上う手まいこと目的地の方へ進めそうな感じがあった。

　俺が戻って三人にそれを伝えると、皆、どこか安あん堵どした様子だった。

　こうして、出立の準備を終えた俺たちは東側のルートを進むことにした。

　周囲を注視していた先頭のイヴが、警戒を緩める。

「魔物の気配は、まだないようだ」

　その隣のセラスも、同じく警戒を緩めた。

「この魔物の少なさ……禁忌の魔女が近いのと関係しているのでしょうか」

「もしくは、中心部より周縁部に魔物の生息地が偏っているのかもしれぬな」

「なるほど、ありえますね」

　道中、遺跡群がいくつもあった。

　魔物が避難したと言われる地下遺跡の存在はありうる。

　そこに大量に隠れてるってケースもありそうだが……。

　そう考えると気は抜けない。

　俺は今、最後尾にいた。

　先頭から一度離れたのはリズに話しかけるためだった。

　ここは金棲魔群帯。ましてや、死体とはいえ人面種とまで遭遇したのだ。

　リズはまだ子どもだ。精神的に参っていてもおかしくはない。

　いかんせん、我慢強い子だからな。

「大丈夫か？」

「あ、はい」

　……普通に、大丈夫そうだ。無理をしている感じもない。

　感情を隠して俺を欺いているとすれば、相当な演技力だが。

「魔群帯は、怖くないか？」

　リズは、胸の前でそっと指を絡め合わせた。

「怖くなかったわけではないですけど……大丈夫、でした」

「モンロイで生き続けるよりイヴと一緒にここで死ぬ方がマシ、なんてつまらないことは言うなよ？」

「な、なくもありませんけど……」

　苦笑するリズ。

「でも、まず死ぬとは思っていません。その……ここに来てから、セラス様と何度かお話ししたんです」

　リズは前方を歩くセラスを見た。

「セラス様は、こうおっしゃっていました。『トーカ殿が命を落とさない限り、私たちは無事に目的地に着けるはずです』と」

　セラスは〝諦めない限りは〟とは、言わなかったようだ。

　俺が諦めたフリをして相手を騙だまし討ちする人間なのを、知っているからか。

「あいつの信頼は、少し度を越えてるけどな」

「ふふ……でも、そのおかげでわたしもトーカ様が生きておられる限りはあまり怖くないと感じられるようになったんです。トーカ様が戦っている時は、せめて邪魔にだけはならないようにと……ただ、それだけを考えています」

　リズが隣をトコトコ歩くスレイの身体からだを撫なでる。

「スーちゃんも、いますし」

「パキュ～♪」

　今の俺は一応、この集団で指揮官のような立場にある。セラスやイヴも俺の指示を待つことが多い。俺の指示に従うのが最善だと考えているのだろう。

　そしてリズも俺に全面の信頼を置いている。

　重責――発生するのは、重圧。

　普通なら、その重圧に負けてしまいそうになるかもしれない。

　――問題ない。

　俺は、やり切る。

　その信頼を幻想にするつもりはない。

　さて――話した感じ、リズは大丈夫そうだった。なので俺は先頭へ戻ってセラスと交代した。先頭に着き、耳を澄ますイヴに声をかける。

「どうだ？」

「まだ魔物の気配を感じぬ……セラスの言う通り、魔女の棲み家が近いのと関係しているのかもしれん」

　イヴがあごを撫でた。

「しかしトーカよ、セラスには驚いたぞ」

「ん？　ミミズが苦手だったことか？」

「む、まあそれも意外ではあったが――我が言っているのは、戦士としての才気の話だ」

　魔群帯を進む中、イヴは早朝にセラスとよく訓練をしていた。

　訓練は二人とも自分の剣を使用していたが、打ち合う音を立てると魔物に気づかれる恐れがある。そのため、二人は互いの刃同士を触れさせないよう訓練していた。

　いわゆる寸止め空手みたいな感じだろうか。

　何度か見たその光景を、俺は脳裏に蘇よみがえらせた。

「言われてみれば、そうかもな……」

　セラスの動きのキレは、増している気がした。見違えた、というか。

　ウルザの王都に入った辺りからだろうか？

　目に見えてセラスは変わってきていた。

　いや――正確には〝戻ってきていた〟なのか。

　どうやらミルズ遺跡で俺の護衛として戦っていた頃のセラスは、１００％ではなかったらしい。つまり、逃亡生活で蓄積した疲労のせいで万全ではなかったのだ。

　黒竜騎士団戦でも、真の実力を出せていなかったのではないだろうか？

「しっかりした睡眠が取れるようになって、本来の力が出せるようになってきたわけか。けど……モンロイ最強と呼ばれたイヴ・スピードが舌を巻くほどなのか？」

「うむ。ネーアにいた頃も、ただ美しさだけのお飾りとして聖騎士団長をしていたわけではなさそうだ。セラスの戦士としての実力は、相当なものだぞ」

　よくよく思い返せば、あのシビトが〝戦いたかった〟と口にするくらいの人物だしな……。

「あいつ、イヴよりも強いのか？」

「腕力では我に分がある。速度や技量もまだ我の方が勝っている。しかし、才気はセラスの方が上と見ている」

「それほどか」

　ていうか、そういうのわかるもんなのか？

　強者だからこそわかる、ってやつなのか。

「そこへ例の精せい式しき霊れい装そうの力が加われば、大抵の戦士では歯が立つまい」

　セラスはコンディションと相手に恵まれていなかった、と言えるか。

　――特に、俺と出会って以降は。

　聖なる番人ホワイトウオーカーと、大陸最強を誇る黒竜騎士団。

　これらを相手にした時は精霊の対価もあって極度の疲弊状態にあった。

　巨きよ軀くのスケルトンキング、金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいの巨大な魔物――そして、人じん面めん種しゆ。

　これらはサイズ差でまともに戦うのが難しい。

　ゆえに、活躍の機会がなかったと言える。

「ふーん……一国の強者として名が出るってことは、やっぱりそれなりの理由があるんだな」

「強者の名は嫌でも自然と広まってしまうものだ。バクオスのシビト・ガートランドは、中でも飛び抜けて格が違ったようだが」

　腕を組み、俺を一いち瞥べつするイヴ。

「しかしそのシビトを倒した男がここにいる……奇妙なものだ」

「俺のやり方は正々堂々じゃないからな。自分の土俵に引きずり込んで、罠わなに嵌はめて騙し討っただけだ」

　今の〝土俵〟という単語は、イヴにはピンとこなかったみたいだ。

　が、ニュアンスは伝わったようだった。

「シビトほどじゃないにしても、他の国にも強者代表みたいなヤツはいるんだろ？　騎士団やら戦団やらの名前は知ってるんだが……」

「ふふふ、そなたもやはり男だな。強者に興味がある、か」

「……まあ」

　以前は必要のない情報だと捨て置いていた。

　クソ女神さえ叩たたき潰せればいいと思っていたからだ。

　しかし、セラスやシビトと関わる中で必要性を感じてきた。セラスが闇色の森に逃げ込んだ時に〝黒竜騎士団〟の名でピンときたのも、知識として知っていたからだ。

　だからすぐ〝ヤバい連中にセラスが追われている〟と理解できた。

　知識は持っておくに越したことはない。どこで役に立つか、わからないのだから。

　男の子気質で知りたがっていると勘違いしたイヴが、語り出した。

「まず北西に位置するヨナト公国には〝ヨナトの聖女〟と呼ばれる女傑がいる。名はキュリア・ギルステイン。今は、殲せん滅めつ聖せい勢せいを率いるその者がヨナト最強と言われている。そして、将来その聖女の座を奪うのではないかと噂うわさされているのが〝四し恭きよう聖せい〟と呼ばれる四きょうだいだ。特に長男と長女は、相当な実力者と聞く」

「ふーん」

「南西のミラ帝国における最強は、やはり狂きよう美び帝ていであろう」

　あの名前がクソ長いヤツか。

「そいつって、つまりは皇帝なんだよな？　国の中で皇帝が最も強いのか？」

「戦う姿を実際目にした者が極少数らしく、強さの真偽は定かでないとされているようだ。しかし、あの若さで他の皇位継承者を押しのけ皇帝となった男だ。しかも、かつて皇位の座を争った第一皇子と第二皇子は現在、弟である狂美帝の両腕として仕えているそうだ。タダ者でないのは確かだろう」

「へぇ……で、ウルザ最強はやっぱイヴ・スピードで決まりか？」

「いや、魔戦騎士団の〝竜殺しドラゴンスレイヤー〟がいるのでな。例の噂が本当なら、我では太刀打ちできぬと思われる」

　イヴより強いかもしれない、か。いやまあ、これはイヴの謙遜もありそうだが。

「で……故ネーア聖国はセラス・アシュレインで、バクオス帝国はシビト・ガートランドか。北のマグナル王国は？」

「マグナルは、白はく狼ろう騎士団の団長を務めるソギュード・シグムスを置いて他におるまい」

　白狼騎士団の団長……ああ、シビトが〝いずれ戦いたい〟と言ってた相手か。

「団長任命時から一度として〝王弟だからその座につけた〟といったたぐいの皮肉を言われたことがない、などという語り草があるほどだ。団長の座につく前から、その実力は国内外に知れ渡っていたらしい」

　噂の大誓壁ナイトウオール陥落時、その団長はそこにいなかったのだろうか？

　ま、それはひとまず置いておこう。ここからが本題だ。

「――アライオンは？　異界の勇者以外にも、強いヤツはいるのか？」

　最も戦力を知っておきたい国。アライオンはいわば、クソ女神の手駒が揃そろっている国だ。

「〝アライオン十三騎兵隊〟の中でも無類の強さを誇る第六騎兵隊は有名だが……個人となると――ああ、ニャンタン・キキーパットという者の名をよく耳にするな。今はわからぬが、確かウルザに派遣されていると聞いた」

　アライオン十三騎兵隊の第六騎兵隊に、ニャンタン・キキーパット。

　そいつらの名は、特に覚えておくとしよう。

「他に……国に所属せぬ者たちで名が売れていると言えば、傭よう兵へい団だんの剣けん虎こ団だんは有名であるな」

　会ってる。

「他には聖なる番人ホワイトウオーカーという四人組の傭兵もいる」

　殺してる。

「それ以外だと〝勇ゆうの剣けん〟と呼ばれる者がいる。勇ゆう血けつの一族で、その者も傭兵をやっているらしい。我もよくは知らぬが」

　そいつは、知らない。

「なるほど、勉強になったよ」

　大体は把握できた。

　将来的に、そいつらが関わってくるのか。

　関わったら、俺の障害となりうるのか。

　もしくは利用価値のある駒になるのか。

　それは、わからない。

　だがもし危機を及ぼす敵となるなら――すべて、蹂じゆう躙りんするだけだ。







　俺たちは、崖の途切れ目に辿たどり着いた。

　イヴたちを待機させると、再び俺はスレイと少し先の様子を見に行った。

「行けそうだ」

　戻ってきた俺はみんなにそう告げた。

　この先も進むのに問題はなさそうだ。多分、大幅な遠回りは避けられる。

　どうにか大きな予定の狂いは回避できた。

　この一帯は湿地めいているが、泥に足を取られるほどではない。

　小さな水たまりが点在していて、その水は泥で濁っている。

　俺たちを囲むのは代わり映えしない鬱うつ蒼そうとした木々。

　変化といえば、この辺は針葉樹なくらいか。

　空を確認すると、厚ぼったい雲に覆われていた。空気が湿り気を帯び始めている。

　セラスやイヴが少し前に言及していたが、そのうちひと雨きそうだった。

「どうにか、ここまで辿り着きましたね」

　セラスが言った。うむ、とイヴが頷うなずく。彼女は、リズへと首を巡らせた。

「リズもよくがんばったぞ。トーカとセラスには……なんと礼を言ってよいものか。我とリズだけでは絶対にここまで辿り着くことはできなかった」

「おねえちゃん？　ピーちゃんと、スーちゃんもだよ？」

　リズに指摘され、イヴが反省する。

「む、そうだな。ピギ丸とスレイにも心から礼を言わねばならぬ……この旅では、そなたたちにも助けられた」

　律儀に一礼するイヴ。

「ま、俺たちもイヴの持つあの地図が必要だったからな……言っただろ？　善意だけで助けたわけじゃない」

　くすっ、とセラスが笑みをこぼす。

「だからお互いさまだ、と――お優しいですね、トーカ殿」

　俺は、サラッと返す。

「まあな」

　と、イヴが遠い目をした。その瞳にはどこか、憧憬の念が込められていた。

「小さな家でもいい。戦いと縁のない平和な土地で、リズと静かに暮らす……血けつ闘とう士しの日々を終えて手が届くかと思った瞬間、その夢は消え去った。しかし、再びその夢に希望が出てきた。ようやく……我の願いは、叶かなうのかもしれん」

　表情を和らげるイヴ。今、その豹ひようの瞳はリズを優しく見つめている。

「万事の片がついたら、いずれ二人で何か作物でも作ろうと話していたが……それも、そう遠くない未来に叶うのかもしれぬな」

「うんっ……そうだね、おねえちゃん」

　リズは感極まっていた。その目尻には、涙が浮かんで――




「――――――――イヴ」




　反射的に口をついて出たような、セラスの切迫した声。

　それは、イヴの頭上に浮かんでいた。

　あまりに唐突な出現。認識外からの出現、とすら言えた。

　音も気配も、何もないところから、現出した。

　それは浮遊していた。

　奇妙な形状だった。

　表現するなら、人間の鼻から下しかない感じの生物。

　下アゴと口だけの魔物。

　前歯のやや長い二本だけが金色――あれが、目か。

　大きさは全長２メートルくらい。金色の前歯が、触手のように揺れていた。

　リズが、青ざめる。

「おねえ、ちゃ――」

　なんだ、あの魔物？

　口の感じは人間っぽいが……人面種、なのか？

「くっ……！」

　呆あつ気けに取られていたセラスが、意識を引き戻して剣に手をかける。

　が――それよりも速く、イヴが、流れるような動作で鞘さやから刃を抜き放った。

　剣を抜いた勢いそのままに、彼女が頭上に閃せんの弧を描く。

　居合いにも似た動作。

「！」

　俺は、制止の声をかけた。

「イヴっ、待っ――」

　綺き麗れいに速度の乗った斬撃が、魔物の身体からだを捉える。

　ズバンッ！

「ギょェ！」

　濁った悲鳴を吐き、魔物が血を噴き上げた。そしてそのまま落下し、魔物は地面に身を打ちつけた。魔物の血がイヴの足元に広がっていく。

　血は赤い……人じん面めん種しゆ、ではなかったのか。

　剣を振り切った体勢のイヴが、戸惑いを見せる。

「ど……どうした、トーカ？　我の攻撃を、制止しようとしたように見えたが……」

「……その魔物、まだ息はありそうか？」

「いや、息絶えているようだ。ピクリとも動かぬ……」

　イヴの判断は間違っていない。

　不意をつかれての接近。ましてや、あの超近距離。

　身の安全を考えればあれが最善手で間違いない。

　……しかし。

　仰あお向むけ（？）になった魔物の死体を見る。

　イヴの頭上に出現した魔物を見て咄とつ嗟さに思い出したのは、魂喰ぐいだった。

　今の魔物は、あの距離にいながらすぐ攻撃をしてこなかった。

　魂喰いの時もそうだ。俺が攻撃の意思を見せるまで石像のように動かなかった。

　攻撃の意思を見せた瞬間にカウンター型の攻撃がくるのではないか？

　俺の脳裏をよぎったのは、あの魂喰いのカウンターレーザーだった。

　人面種を連想させる紛らわしい外見もまずかった。

　そういった材料が重なり――反射的な状態異常スキル使用を、躊ちゆう躇ちよしてしまった。

「と、トーカ……何かまずかったか？」

「いや、今回は逆に俺が慎重になりすぎたらしい……だからイヴに落ち度は――」

　ピクッ

　魔物が動いた、ように見えた。

　と――次の瞬間、魔物が急速に光を発し始める。

「し、ィ、ぃ……、[image: ]――」

　俺はいち早く呼びかけた。

「全員、ここから離れろ！」

「ぃギぇェぃェぇエえエぃィぃィんェぇェえエえエえエろロろロろロぃヒぃィぃィぃイいイいイいィぇィえエえエえエ―――――――っ！」

　耳をつんざかんばかりの、金切り声さながらの大だい音おん声じよう。

　あまりの声の鋭い高さと大きさに、両耳を塞ぐ。

　――まさか、こいつ。

　フラッシュバックしたのは、五ご竜りゆう士しにまじっていたあの全身包帯男。

　シビトに強敵の存在を知らせるための術式。

　死後に、発動する術式。

　絶叫が止やむと、光も収まった。

　イヴが振り返りながら、耳から手を離す。

「な、なんだったのだ今のは……」

「今はもう力尽きているようですが……断末魔の叫び、でしょうか？」

「しかし、なんという音量の――」

　最初に〝それ〟に気づいたのは、最も耳がよいイヴ・スピードだった。

「――――これ、は」

　近づいて、きている。

　全方向から、ここを目指して。

　俺は膝をついて目を閉じ、気配に集中した。

　指先を地面に添える。

　幾重にも折り重なる耳障りな鳴き声。

　遠距離からでも地を揺るがすほどの絶え間ない微震動。

　拷問道具を現出させたような凶悪性。

　墨汁のように塗りつぶされたドス黒い悪意。

　ドロドロのコールタールのような、嗜し虐ぎやく心しん。

「……そうかよ」

　チッ、と舌打ちが出た。

　しっかり、まじってやがる。

「人面種ども」

　口内がすでに渇きを覚えている。唾を飲み込む余裕すら、剝ぎ取られて。

　確かに先日、魔群帯の人面種を攻略はしたが――

「これは……」

―――――――――――――あまりに数が、多すぎる。

　この一帯に魔物の気配がなかった理由。

　さっき殺した、あの魔物……。

　死ぬとあの叫び声に引き寄せられ、大量の魔物が凄すさまじい勢いで集まってくる。

　もたらすのは大移動による破壊と混乱……。

　魔群帯に巣くうモノたちですら避けたいレベルの〝大騒動〟ゆえに、魔物たちは〝事故〟を避けてここから離れていた。

　そう、あの大口お化けの棲せい息そく地ちから……。

　つまりあの大口お化けは何匹かいて、同じことが過去にあったと考えられる。

　仮説だが、ありえなくはない。

「ただ……」

　今はこの局面をどう乗り切るかが先決だ。

　魔物の生態考察などあとでいい。

　凶報を告げるがごとく、魔群帯の鳥たちが騒々しく木から飛び立っていく。

　意識を聴覚に集中させる。

　……到達までには、まだ距離がある。

　一方、俺はすでに数の予測をやめていた。もはや数の予想は無意味に等しい。

　馬鹿げた数が接近してきている――それだけわかれば、もういい。

「皆、聞いてくれ」

　と、イヴが俺たちと対たい峙じした。まるで自分だけが、向こう岸にいるかのように。

「我が囮おとりとなり魔物たちを引きつける。そなたたちは、その間に魔女のところへ行ゆけ」

　リズが、ハッとなった。

「意地でも、そなたたちを逃がす隙を作ってみせる」

　イヴは来た道の方角へ首を巡らせた。

「我は逆方向へ逃げ、魔物たちをやり過ごしたのちに合流する。地図は覚えているなトーカ？　ここまで来れば、地図なしでも目的地の見当はつけられるはずだ」

「おねえちゃ――」

「リズ」

　イヴのそれは、子どもに言い聞かせるような調子だった。

「これは我の不注意が招いた事態……ならばまず、我が対処のために動かねばならぬ」

　イヴは膝をつき優しくリズの肩に手を置くと、俺へ視線を向けた。

「我は豹人族だ。存外、この見た目ならば魔物と認識されてそのまま逃げ切れるかもしれん。知っての通り我は察知能力も高い。こういった地形における移動も、それなりに得意としている」

　セラスが、たまらずといった様子で前へ出た。

「でしたら、私も森林地帯には慣れていますっ」

「いや、そなたは目立ちすぎる……ふふ、色々な意味でな」

「お、ねえ……ちゃ、ん……」

　リズの肩は震えていた。

「足音から推測できる距離からして時間の余裕はそう多くない。リズ……我が戻るまで、しっかりトーカとセラスの言うことを――」

「わかった」

　俺は、言った。

「おまえがそこまで言うなら、連中を引きつける役はおまえに任せる……ただし、一つだけ言っておくぞ。これだけは絶対に守れ――必ず、生きて戻れ」

　イヴは朗らかに目を細めると、決意と覚悟を灯ともして微笑ほほえんだ。

「ああ、約束し――」




「とでも言うと思ったか？」




「トー、カ……？」

「小こ知ぢ恵えがついたのかずいぶん口が回るようになったな。けど、おまえじゃ生存確率が低すぎる」

「だ、だが我は……ッ」

　音の大きさで迫る群れとの距離を測りながら、俺は続ける。

「まずおまえが責任を感じる必要はない。おまえが斬った魔物だが、おそらく普段は気配を遮断していて、超至近距離まで来た時点で一気にその遮断を解除する……みたいな性質を持ってたんだろう。あの出現の仕方はそうとしか考えられない。だから、事前に気配を察知するのは難しかったはずだ」

「だとしても……ッ」

「もしあなたのいた位置に立っていたのが私でも、同じ行動を取っていたはずです」

　俺の意図をセラスが先んじて伝えてくれた。なかなかいい援護射撃だ。

　それに、立ち位置を考えるとイヴの最も近い位置にはリズがいた。

　反射的にリズを守ろうとしたと考えれば、あの躊躇のなさも頷うなずける。

「結果的に見れば俺も状態異常スキルをすぐ放つべきだった。つまり、今回は俺もミスをしてる。おまえだけが背負い込む必要はない」

「だが、トーカ――」

「いいか？　イヴ・スピードは魔女と会うために不可欠な存在だ。魔女は〝おまえたちの一族〟にその地図を託した。地図を託した者が訪れた方がとっかかりの交渉はしやすい。それは自明だ。つまり、ここでおまえを失う確率を上げるわけにはいかない」

　話しながら、俺は荷物から蠅はえ王おうのマスクを取り出した。

　次に、胸元のポケットから禁術製の拡かく声せい石せきを摘つまみ取る。

　……まだ固まり切っていないが、ひとまず固形状にはなっている。

　俺はすでにマスクに装着している声せい変へん石せきの近くに、それを嵌はめ込んだ。

　蠅王のマスクは時間を見つけてチクチク改造していた。

　拡声石は、声を増幅させる魔法の石である。禁術アイテムの中では作製難易度が低いと言える。何せ、移動しながら手元で作製できたのだから。

　ただ素材は『禁術大全』の記載とは違う人じん面めん種しゆ由来の素材を用いた。効果の関係上、拡声石を使用して大きな音を発すると魔物を引き寄せてしまう。なので、思うような効果が得られるかまでは実験していない。……機能してくれると、いいが。

　マスクを手に、俺は言った。

「今の状況、この中で最も生存確率が高いのは俺だ。いや、正しくは俺、ピギ丸、スレイ……」

　そう、

「この組み合わせが全員生存の最適解だろう。そして、現状――人面種に対して確実な致死ダメージを与えられるのは、俺の状態異常スキルだけだ」

「ぐっ……」

　イヴは、反論しなかった。

　理解したのだろう。合理的に考えれば、俺が連中を引きつけるのが最善だと。

　責任を感じているのはわかる。が、誰も責めてなどいない。

「責任感は大事だが、責任の所在自体はこの戦団をあずかる俺が決める。だから、俺が気にするなと言ったら気にするな。それが、俺の命令だ」

　イヴが俯うつむく。

「…………すまぬ」

「フン……おまえのその生真面目なところは、嫌いじゃないけどな」

　リズが少し涙ぐんで、一礼した。

「トーカ様、ありがとうございますっ」

「礼にはまだ早い。それは、全員無事に目的地へ辿たどり着いてからだ」

「――はいっ」

　力強い返事だった。セラスは、

「トーカ殿……」

　複雑そうな表情をしていた。俺が心配なのだろう。

　が、セラスはわかっている。

　これ以上、押し問答をしている猶予のないことを。

　これ以上、互いを気遣う会話などできないことを。

　いくつかの感情を押し殺した顔で、セラスは膝をついた。

　白く小さなその額は汗ばんでいる。ひと言だけ、彼女は紡いだ。

「ご武運を」

　つくづく、騎士のイメージに忠実なハイエルフだ。

「あとを任せる」

「はっ」

　俺はセラスに〝最悪の事態〟に陥った場合の行動を伝えた。

　最悪の事態――それはもちろん、俺が戻らなかった場合のことだ。

　あらゆる事態は想定しておかねばならない。

　セラスが、立ち上がる。

「縁起でもないことを言わないでください、と返したいところですが……今は〝承知しました〟とだけ、返しておきます」

「物分かりのいい副長で助かるよ。さて……おまえはイヴとリズを連れてあの岩山の横穴に身を隠せ。どこの話をしてるかは、わかるな？」

　崖の壁にぶち当たった時に見つけたあの横穴。

　穴の狭さを考えても身を隠すにはもってこいだ。距離も、ここから遠くない。

「あの穴へ移動するタイミングはおまえに任せる。そのうち魔物が大規模な群れで移動し始める瞬間が来る……それをイヴと二人で見極めろ。その時が、動く機だ」

「わかりました」

「よし」

　俺は、セラスたちを一時的に繁しげみに隠れさせた。三人とも何か言いたそうだった。

　しかし皆、もう会話を交わす時間などないとわかっている。

　再び、俺は意識を深く集中させた。

「近いな……そろそろ、か」

　頃合いだ。

　俺はスレイに魔素を送った。突起状のピギ丸が「ピギッ」と顔を出す。

「行くぞ」

　第三形態の黒馬と化したスレイに乗り、移動を開始。

「この辺で、いいだろう」

　少し移動した後、蠅王のマスクを取り出して拡声石へ魔素を送り込む。

　これで、声を拡大できる。俺はマスクをピギ丸に近づけた。

「開戦の狼煙のろしを上げるのはおまえだ、ピギ丸」

「ピ」

「やれ」

　力むみたいに、ピギ丸が膨らむ。そして、

「ピッ、ギィィィィイイイイイイイイィィイイイイィィィィイイイイイイイイ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ―――――――――――――！！！」

　数秒が、経たって。

「よし……動いた」

　地を震動させる大量の移動音。群れを成す、魔物の気配。

　方向転換し、こちらへ向かっている。

「カカカ、馬鹿どもが……耳のいい連中で助かるぜ。馬鹿正直に、引き寄せられていやがる……」

　ここまでは、目もく論ろみ通り。

　蠅王のマスクを、被かぶる。

　マスクを被ると視界は狭くなるが、これからハイスピードで駆け続けることになるだろう。なのでこのマスクは、枝から目を保護するために必要と判断した。

　それに枝避よけに意識を割かない分、他へ意識のリソースを回せる。

　俺は、再びスレイを走らせる。

　スレイは身体からだの一部を変化させ、俺の足を上う手まく固定してくれていた。第三形態ならではの能力のようだが、これなら心得のない俺でも乗馬の問題をクリアできそうだ。

　魔物どもは――よし、追ってきている。しかし、先頭集団がいやに速い。

　……少なくとも先頭の連中にはいずれ追いつかれる、か。

　俺は、一つ深呼吸した。

　実を言うと気持ちにそこまでの余裕はなかった。正直、生き残れるかどうかの確信はない。集まった人面種の強さ次第では、あっさり詰む。

　敵のサンプルはあまりに少ない。相手のスペックも、ほぼ不明に等しいときている。

　数も尋常ではない。

　ただ、さっきのあの時点でセラスたちを不安がらせるのは避ける必要があった。

　少しでも不安を覗のぞかせたなら、皆、俺が一人で行くのを止めにきただろう。

　ゆえに、余裕や平静さを示し続ける必要があった。

　が、実際は違う。

「…………」

　もちろん生きて戻る意志はあるが、五体満足でセラスたちのもとへ帰れるかどうかまではわからない。この戦いで何を失うのかまでは――俺も、わからない。

「悪い、二人とも」

　迫る夥おびただしい魔ま性せいを背後に感じながら、俺は声をかける。

「ピ？」

「ブルル……？」

「俺に、命をあずけてくれるか」

　ピギ丸が示したのは、拒否の赤色。スレイは首を振った。

　ん？

　と、俺は気づく。

　ああ、そうか。こいつらは、もう――

「悪い、言い直す」

　俺は、言い直した。

「俺とあいつらのために、命をあずけてくれるか」

　返ってきたのは、

「ピギーッ！」

　出会った頃は気が弱かったスライムの肯定の緑と、

「ブルルルルゥ！」

　闘志をみなぎらせる黒き魔獣の気炎。

　――ミシッ――

　ピギ丸も、スレイも、万全ではない。

　消耗、している。

　それでも、やると言ってくれている。仲間のために。

　――ミシッ――

　根を張る感覚が、首から、顔面へ迫ってくる。

　残酷なほどに〝無数〟と言わざるをえない背後の大魔群。

　ゾクリ、と、鋭い魔性に背筋があてられる。

　ふと、金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいそのものと対たい峙じしているような、そんな強い錯覚に襲われる。

　――ミシィッ――

　鼓動が速度を増し、冷たい汗が首筋を伝っていく。

「ステータス、オープン」

　ＭＰ残量を、表示。

　黒馬の八本の脚が、泥を巻き上げながら、激しく、大地を蹴る。

「さあ――」

　スレイの速度を上げ、背後を振り返る。

「全面戦争と、いこうか」







３．あとはもう、




　大口お化けの時は慎重さからくる躊ちゆう躇ちよが逆に仇あだとなった。

　それに、

「…………」

　あの数相手では一匹一匹観察して性質を把握している余裕もない。

　どうせ撃てば、どれかには命中する。

　ゆえに初手は――ばら撒まき。

　後方から迫り来る魔物の群れ。

　その先頭集団にピギ丸の触手をばら撒く。

　振り向いた姿勢のまま、群れを視界に捉える。

「やれ」

　バシュゥゥ――――ッ！

　変形したピギ丸の突起が中空で花開く。

　宙に躍る大量の細い触手は、さながら無数に発射されたミサイルのようでもある。

　地を鳴らす後方の魔物目がけ、放射された触手が乱雑な強襲をかけた。

「【バーサク暴性付与】」

「ゴぉォんォぉォぉォぉオお[image: ][image: ]――ッ！　ぅ！　ウぃ！　ウぃ！　ゴぉォぉォ！」

　吠ほえ猛たける人じん面めん種しゆが、その口から燃え盛る炎を吐いた。

　何本かのこちらの触手がまとめて〝消滅〟させられるが、

「ウるグぁ!?」

「ギがルぇアるァあアあ――――ッ!?」

　背後の群れにも、変化が起きていた。

　そう、何匹かには【バーサク】付与が成功していた。

　暴性を付与された魔物たちが見境なく周囲の魔物を襲い始める。

　スレイの身体を通して響く地を蹴る振動をどこか心地よく感じながら、呟つぶやく。

「さあ、潰し合え」

　ちなみに拡かく声せい石せきの効果はもう切れている。

　今放った言葉は残念ながら魔物たちには届かない。

　視界に浮かぶ半透過のステータス表示を確認。ＭＰには、まだ余裕がある。

「初手はまず、上々か」

　しかし当然これで攻略完了とはいかない。

　後続の魔物が【バーサク】にかかった魔物を容赦なく蹂じゆう躙りんしていく。

　食い千切り、ねじ切り、粉砕し、寸断していく。

　戸惑いも、躊躇も、情もなく。

　耳をつんざく魔物の悲鳴が辺りに四散した。その光景はまるで、怪獣同士の決戦模様でも見ているようだった。俺はさらに生み出した触手を、鞭むちのごとく乱れ打ちにする。

　暴性付与、第二波。

「【バーサク】」

　再び【バーサク】状態に陥った魔物たちが同士討ちを始める。

「グるォぁァあアあアあアあア――――っ！」

「ギ、ぎ、ギょェぇェえエえエえエ――――っ!?」

　前を走っていた〝同類〟が急に正気を失い襲いかかってくる。

　一部の魔物はそれによって混乱をきたしていた。

　しかし連中はすぐさま生存のための戦いへと移行していく。

　殺されるよりも、殺す。それが、あいつらの生存本能なのだ。

　後方で激闘を繰り広げる魔物たちを、指差す。

「そうだ――生き残るため、存分に、殺し合え」

　スレイの速度を上げて後方を凝視する。

　硬こう土どを蹴る八の馬ば蹄ていが、踏とう音おんの激しさを増す。

「とはいえ――簡単には、いかねぇか」

　抜けてくる。何匹も、何匹も、何匹も。

　俺の【バーサク】にかかった魔物など、ものともせず。

　特に顕著なのは人面種だった。迫る触手をそれぞれの攻撃方法で、ことごとく潰している。周囲の魔物を当然のごとく、巻き添えにしながら。

「ウぃ！　ウぃ、ィ、[image: ]！　ゴぉォぉオおオおオお――ッ！」

　先頭集団にいる炎を吐く人面種も、近くの魔物を巻き添えにするのをまるで厭いとわず、触手を焼き払っていた。

「チッ……先頭の何匹かはもう、こっちの射程距離まで見破っていやがる」

　どのタイミングで、いつあの触手を潰せばいいのか。

　もうそれを理解しているのが人面種に何匹かいる。

　人面種にも賢いのがまじってる。しかも一部の人面種は、あえて人面種でない金きん眼がんの魔物を守っていた。しかし、おそらく仲間意識からくる情ゆえではない。

　盾にするための捨て駒か、俺への目くらまし。

　使えるものは使っておく――そんな無情の算段が、伝わってくる。

「まあ――」

　マスクの中で自然と、口端が歪ゆがむ。

「テメェらの立場なら、俺もそうする」

　さて、次だ。

　触手と【バーサク】の合わせ技の効果は薄くなってきている。

　同じ方法では、戦い続けられない。

　俺は三度、新たな触手を生み出して放射した。

　後方を確認する。

　先頭集団の数にさほど変化はない。後続が次々と先頭に加わってくるためだ。

　まあいい……今、左右へ大きく広がっているヤツらにヒットすればいい。

　そいつらは、後続から先頭へ来たばかりの初見組だった。

「【パラライズ麻痺性付与】」

「ヒ！　ひェ!?　ひェぇエえエえッ!?」

　と、そこで悲鳴（？）と共に先頭集団で一つの変化が起こった。

〝あの触手に接近されると、仲間が襲ってくる〟

　これまで連中に刷り込まれていたのはこういう理解だろう。

　けれど今度は、いきなり何匹かの動きが〝停止〟した。

　魔物たちは〝……え？　襲って、こない？〟みたいな反応をしている。

　その〝予想外〟が、一時的に魔物たちの足を止めたのである。

　定型パターン後の定型パターン外し。

　積み重ねが活いきるやり方。

　格闘技やスポーツ、果てには漫才なんかでも似た手法が散見される。

　不意をつくには効果的な手段だ。

　しかし、いついかなる時もすぐ獰どう猛もうな攻撃性を取り戻すのが金眼の魔物である。

　不意打ちの足止めもほんの数秒しか時間を稼げなかった。

　麻ま痺ひした魔物の一部は、無惨にも、なすすべなく後続に押し潰されていく……。

　何より先頭中央の触手攻撃対策済みの人面種――




　いまだ、健在。




　前方を見る。

　まだ景色は変わらない。

　木、林、森……しばらくはまだこの景色が続きそうだ。

　頭に現在位置を思い浮かべる。

　セラスたちから引き離すのはそれなりに成功したはずだ。

　細い枝をペキペキ折りながら、俺は直進を続ける。そして、

「この魔物の大移動に、釣られてきやがったか」

　もう、後方からだけじゃない。

　他の方角からも俺の方へ魔物が集まり始めている。

　せっかく群れをひとまとめにしたが、またも全方位からの包囲が始まっているのだ。

　当初の方針にもズレが出てきた。

　後方へスキルをばら撒いて動きを止めつつ、引き離す。

　そして、たっぷり距離を取ったところで一度身を隠す。

　やり過ごしたのち、セラスたちのところへ戻って合流する。

　この案は水泡に帰そうとしていた。

　中～近距離での群れとの衝突はできれば避けたい。

　しかしこの状況、そうも言っていられない。

　あるいは、一点突破でどこかの群れを突き破る必要がある……。

「ピギ丸、スレイ……まだ、いけるか？」

　両者、短く呼びかけに応える。そして、両者が示したのは肯定の意。

　が、多少無理をしているのも伝わってくる。……果たして、どこまでもつか。

「ん？」

　視界前方に浮かぶステータス表示。

　――まずい。

　ＭＰ残量が減ってきている。

　ポツ、ポツ……

　小雨が、降り始めた。

　怪しかった空模様だが、ここにきていよいよ機嫌が悪くなってきたらしい。

　サァァアアアア……、――――

　雨足はそのまま強さを増していく。雨粒の重みも、増していく。

　槍やりのごとく直ちよく落らくする雨粒が、葉を打ちつけている。

　音は耳による察知を阻害し、距離感覚を、鈍らせていく。

　俺はスレイを停止させた。身体からだを振り、スレイが水滴を弾はじき飛ばす。

　マスクの触角部分からポタポタと雫しずくが垂れている……。

　地を鳴らす大量の足音が、四方八方から近づいてくる。

　雨のカーテンでかすむ視界の向こうで、土つち埃ぼこりがけぶっていた。

　蠅はえのマスクに映る視界。

　目の部分の表面で次々と結合していく雨雫が、とめどなく伝い落ちていく。

　経験値ＥＸＰの取得によるレベルアップ。

　現在、睡眠以外でＭＰ回復の手段はそれしかない。

　現状、この戦いでピギ丸との合体技は欠かせない。

　結合中、ＭＰは猛スピードで目減りしていく。

　いくらＭＰが豊富な俺でもこの減り方だと戦闘を三十分も継続できない。

　継続には――レベルアップしかない。

　大量の経験値を持つ人面種。

　そいつらを殺し続け、そして、レベルアップし続ければ――

「いや……それはさすがに、無茶がすぎるだろ」

　思いついた直後、口をついて出たのは否定だった。

　その策は同時にこの身を危険に晒さらすことでもある。

　ここまでみたいに魔物との安全距離マージンも取れなくなる。

　なぜか？

〝一定の距離内にいないと、魔物死亡時に経験値が入らない〟

　これは廃棄遺跡で調べてわかったことだ。背後を、振り向く。

　だから、

「もしそうなれば、来た道を少し戻る必要がある……」

　経験値を取得できるギリギリの距離を見極めながらの〝半局地戦〟が必要となる。

「…………俺がやると言ったら、ついてきてくれるか？」

　触手の動きが一瞬、勢いを増す。スレイが前脚で勢いよく地面を蹴る。

「ピギィ！」

「ブルルルルルルッ！」

　両者、やはり返事に迷いはない。

　首を、斜めに曲げる。

　コキッ

　つくづく……、

「つくづく、仲間に恵まれた」

　駆けてきた方角から猛追してくる禍まが々まがしき魔の群ぐん勢ぜい。

　そいつらへ向き直り、対たい峙じする。

　見ると手に撥はねた泥が付着していた。腕を横に振り、てのひらの泥を振り払う。

　迫る魔物の群れを、見据える。




「行くぞ」




　泥が激しく、舞い上がる。

　けれど、泥を突き破り、地を蹴る黒馬の蹄ひづめの音は、頼もしいほど硬い。

　気温が低下してきたのか、スレイの口から漏れる息が、白く、後ろへ流れる。

　反転し直進してくる俺たちに魔物たちは、一瞬、当惑を見せた。しかし今はもう、

〝あの獲物も、いよいよ進退窮まったか〟

　そう言わんばかりに歓喜し、押し寄せている。

　スレイの舵かじを、左へ切る――状態異常スキルを伴うピギ丸の触手を、斜め右にばら撒まきながら。魔物の群れが、方向転換につられて押し寄せてくる。

　中には泥でスリップして盛大にすっ転んでいる魔物もいた。

　魔物が横転するたび、砲弾でも直撃したかのように泥が宙へ巻き上がる。

　しかし滑って転ぶ魔物の割合など微々たるもの。脱落者は少ない。

　……たった一人に、ご苦労なことだ。

「そんなに人間で遊ぶのが好きか、テメェらは」

　おそらく金眼の魔物は本当に好きなのだ――人間が。

　金眼の魔物や人じん面めん種しゆにとって〝人間〟は垂すい涎ぜんのオモチャ。

　高い知性を持った生き物。

　時に、尊く気高い意志を持ち。

　時に、醜悪な感情を発露する。

　壊すには、損なうには、遊ぶには――絶好の、玩がん具ぐ。

　その対象には、エルフ族や豹ひよう人じん族も含まれるのかもしれない。

「ま、人間でも人間をオモチャにしたがる連中はいるけどな……、――【ダーク闇性付与】」

　視界を失った魔物が泥に足をとられて横に倒れる。

　ドチャッ！

　状態異常スキルの〝射程〟と〝効果〟。

　この二点において最も使いやすいのは【パラライズ】である。

　スキル中では最大射程。

　麻痺させたあとにどう料理するか？　その選択の幅も広い。

　ただ、このスキルは時に致命的と化す弱点もある。

　スキル発動には一定以上の声量でスキル名を口にする必要がある。

　そして、スキルの中で【パラライズ】は唯一の〝五文字スキル〟。

　つまり――言い終えるまで他スキルより時間がかかる。

　なお、早口で発動可能かは過去に試してみたが、発動しなかった。

　スキル名を口にする際は、ある程度の速度調整が必要となる。

　要するに〝早口でさっさと速射発動〟はできない。そしてその〝一文字〟にかかるわずかな〝秒差〟が、対強敵において明暗を分ける。だからこそ、

「【ダーク】」

　効果はともかく発動最速は三文字スキルの【ダーク】。

　事実、方向転換後で人面種に唯一ヒットしているのは【ダーク】のみ。

　連中は【パラライズ五文字】や【バーサク四文字】を想定して構えていたが、そこへ急に〝三文字〟がまじってきた。

　当然、対処が遅れる。

　結果、視界を奪われる。

　混乱し、周りを巻き込んですっ転ぶ。

　これも――定型崩し。

　五文字遅めと四文字遅めに慣れさせたのち、三文字速めで攻める。

　ここまで【ダーク】を温存してきたのは、これを考えてのことだった。

　ただし【ダーク】は視界を奪うのみ――殺すには、至らない。

　俺は現状持てる限りの攻撃を、走り、駆け、疾走し、疾駆しながら――放つ。

　しかし、魔物の数が目に見えて減った感触はない。

　いよいよ魔物の群れとの距離が、詰まってくる。

　……けれど、もう少し。

　辺りに、なぎ倒された木々の数が多く目につき始めていた。

　そう、これまで通過してきたエリアに戻ってきている。

　疲労を見せ始めていたスレイが、絞り出すように気を吐き、速度を上げる。

　――もう、少し。

　そして、

「入った」

　射程、圏内。

　そこは少し前に麻ま痺ひをばら撒いた地点だった。

　そこでは〝麻痺状態の十数匹の魔物〟が固まっている。

　――ドクンッ――

　鼓動が、一つ、激しく、鳴る。

　いやがった。

　麻痺状態と思おぼしき人面種を一匹、視界が捉えた。

　周りの魔物が邪魔で、迎撃が遅れたのか。

　今までのヤツよりも、能力が低かったのか。

　いや、それはどうでもいい。理由など、どうだっていい。

　大事なのは目の前の事実だ。

　麻痺状態の人面種がそこにいるという、その事実のみ。

　一応その人面種を観察する。

　発される怒り、満ちる悔しさ、溢あふれる憎悪。擬態の確率は低いと判断。

　つまり、麻痺にかかったふりをしているわけではない。なら、

「【バーサク暴性付与】」

　そのまま、遠慮なく死ね。

　その人面種を筆頭に、麻痺中の魔物へまとめて暴性を付与。

　耳障りな濁った悲鳴が巻き起こった。

　天へ向かって噴射する血の間欠泉。噴き上がった血が雨とまじり合い、辺りに魔ま血けつの雨を降らせる。
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ１９０３→ＬＶ１９２１】
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　黒の弾丸と化して血ち雨さめを浴びながら、駆ける。

　ステータス表示を一いち瞥べつ――ＭＰが、全快している。

　……スレイの首の後ろにある半球体の光が、やや弱まっている。

　さっきからそれが気になっていた。

　おそらく第三形態は、次第に魔素を消費していく。

　形態維持にも継続的な魔素が必要となるのだ。

　ピギ丸との合体技だけじゃない。スレイの方にも、魔素補給が必要になる。

　俺は半球体に魔素を送った。すると、走る速度がわずかに向上した。

　姿勢を低くしてスレイの耳に顔を寄せ、指示を送る。

　指示を送り終えたあと、俺は言った。

「ここからが本番だ。もう少し、辛抱してくれるか？」

「ブルルルルッ！」

　任せて！　とでも言いたげな鳴き声。スレイの首筋を、軽く撫なでる。

「…………」

　覚悟はできているか、と。

　ピギ丸とスレイに、そう聞きはした。

　だが、ピギ丸とスレイはいざとなれば逃がせる。

　魔物と、魔獣。

　俺と切り離せば、こいつらは上う手まく魔物に紛れて逃げられるかもしれない。

　コツッ、と、少し硬くなったピギ丸の触手に肩を小突かれた。

「ん？」

「ピッ！」

　窘たしなめるような鳴き方。

　まさか、俺の思考を察したのか？

　最悪、ピギ丸とスレイだけでも逃がす算段を……。

　ピギ丸の突起を緩く摑つかむ。安心させるように、三本の指で撫でてやる。

「よく知ってるだろ？　俺はな、優しいんだよ……イジメられてたおまえも助けたしな」

「プュ～……」

　フン、と鼻を鳴らす。

「馬鹿。なんで俺が死ぬ前提で考えてるんだ、おまえは」

「プィ？」

「あくまで案の一つを考えてただけだ。それに……あのクソ女神に吠ほえ面づらかかせるまでは、死ぬに死ねねぇからな……」

「――プィィッ！」

　と、ハッとなったピギ丸が合図をした。

　ピギ丸の〝根〟は俺の背にも張っている。

　今まで、根が俺の背を叩たたく位置で魔物の距離や方角を教えてもらっていた。

「……近いな」

　避けられない。もう、逃げられない。

　空を仰ぐ。

　この強い雨は俺たちにとっては幸運かもしれない。

　雨がニオイを洗い流すため、ニオイによる追跡を避けやすくなる。

　やり方によっては気配も消しやすくなる。

　ここから取る戦法は、強襲と、離脱の繰り返しになるだろう。

　離脱しながら少しずつ敵を分散させ、機を見て孤立した敵に強襲をかける。

　各個撃破に近い戦法。

　スレイを、反転させる。

　キレのある見事な反転だ。八本脚の性能は目を瞠みはるものがある。

　四脚では不可能な動きを多脚が可能にしていた。八本の脚が、互いに互いを補助し合っているのだ。特筆すべきはその小回りである。おかげで、細やかな移動が可能となる。

　ゆえに、回避性能も高い。

「……ふぅ」

　呼吸を、整える。魔素を練り込むのには負荷もかかる。

　が、疲労など気にしている場合ではない。

「ＭＰ量は、十分……」

　あとはもう、

「殺し合いだ」







「ぎョるェぐエぐギょルあァぁアあァぁァぁアあアあ――――ッ！」

　泥を吸った雨水が連弾のごとく撥はね飛ぶ中、魔物の悲鳴が続けざまに響き渡る。

　横殴りの雨のカーテンを突き破りながら疾駆するスレイ。

　飛んできた葉がマスクに張りつく。それを手で払う。

　一帯は今や、半乱戦状態と化していた。

　強襲と離脱を繰り返した結果、魔物の群れも大分散り散りとなっている。

　俺が姿を現したり消したりするせいだろうか？　魔物側がわずかに混乱をきたし始めたようだ。逃げながらばら撒まいた攻撃も牽けん制せいとして機能したらしい。

　強そうな気配を放つ魔物ほど、以前より安易に接近してこなくなった。

　が、包囲されているのは変わっていない。

　雨がひどいので、こちらも魔物の分布状況をいよいよ感知できなくなっていた。

　移動中、繁しげみの多い一帯を発見。ここなら、身を隠しやすいか……。

　とはいえ、魔物をやり過ごせるほどの隠れ場所にはならない。

　ボタボタと雨粒が葉を鳴らす。雨が止やむ兆しはない。

「は、ぁっ――、……はぁ……はぁ……、――ふぅ」

　俺も少し息が上がってきていた。手の甲には小さな裂傷が走っている。

　移動中、枝で引っかいてできたものだ。この繁みの中だと特に細かな傷がひどい。

「……背後から二匹、でかいのが追ってきてやがるな」

　この感じは人じん面めん種しゆだろうか？　と、

「グるアぁァ！」

　繁みの前方から、突然、魔物が飛び出してきた。

「――ッ!?　チッ！」

　後方の二匹に気を取られすぎたせいか、反応が遅れる。

「ヒヒィィイイイインッ！」

　瞬間、スレイが大きく前足を振り上げた。そしてその巨大な蹄ひづめで魔物の顔面を蹴りつけると、スレイはそのまま魔物の頭部を圧おし潰した。

　グチャァ！

　前足が接地するなり、スレイは、再び走る速度を上げる。

「よくやった」

「ブルルルルッ！」







　バサッ！

　スレイが繁みから、勢いよく飛び出した。

　やや遅れて二匹の中型人面種も繁みから飛び出し、スレイを猛追し始める。

「――後ろだ」

　その人面種の背後から、一つにまとめたピギ丸の突起を飛ばす。

　中型人面種は、背後から不意をつかれた形になった。

　射程内に入った。俺の方が――速い。

　俺はそこで、ピギ丸の突起を二つに分離させた。

「【パラライズ麻痺性付与】」

　攻撃前、俺は地面に膝をついて繁みの中に身を隠していた。

　人面種の中には単純なヤツもいるらしい。

　スレイに俺が乗っていないのにも、すぐには気づかなかったようだ。

　雨の向こうで駆ける黒馬を、なんの疑問も持たず追いかけようとしていた。

　それが――隙となった。

　眠らせた人面種のところへ行き、暴性付与でとどめをさす。
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ１９２１→ＬＶ１９２９】
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　半分以下になっていたＭＰが回復する。

　……途中で一部の殺し切れなかった魔物に【ポイズン毒性付与】をばらまいたりもしたが、時間をかけず殺すなら麻ま痺ひ＆暴性のコンボしかない。

　戻ってきたスレイに、騎乗する。

　正確な距離まではわからないが、

「まだ様子見しながら、ジリジリ詰めてくる連中がいるな……」

　息を、細く吐く。

　身体からだが熱い。汗をかいているせいだ。

　実は、乱戦に入ってから紙一重なシーンもわずかにあった。

　相手は金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいの誇るバケモノたち。気を抜けば、あっさり喰くわれる。

　俺はすぐさま、スレイを走らせた。

　感じていた魔物の気配が遠くなる。まず、この包囲網をどう突破するかだが――

　――ゾクッ――

「――ッ！　スレイ、頭を低くおろせ！」

　言いながら、俺も身体を限りなく真横に倒す。

　ブォンッ！

「――――あ？」

　何かが、通り、抜け、た？

　たとえばそう、それは――巨大な鎌。

　見ると、辺りの木々が寸断されていた。支えがなくなりバランスを失った木々が続々と横倒しになっていく。スレイは地面に倒れる木を避け、跳びながら進む。

　何かが、刈り取った。

「ギょルるルるルるルぃィぃィイいイい――――ッ！」

　声の方へ視線を向けると、両手が鎌の刃のようになった巨大な魔物が、遠くで吠えていた。触手の先に鎌がついているようなフォルム……。

　雨の向こうなので、本体はほぼシルエットしか見えないが。

「クソが……あの距離から、届いたってのかよ」

　今いる辺りには、真っ二つになった魔物の死体が散乱している。

　雨が、死体の血を洗い流している。首から上を失った状態でペタペタ歩く人型の魔物が見えた。その切断面から、とめどなく血が流れていた。

「ピギッ！」

「ああ、わかってる……ッ」

　鎌が一つ、こちら目がけて飛んできた。

　今度は、察知できた。

　先ほどと同じく上体を横に倒して回避。

　回り込むように移動しながら、両鎌の魔物の方を再び視認した時――

　ドシィン！

　突如、巨大な人面種が現れた。

　人型の人面種。妙に厚い唇の大口で、泣き喚わめいているような造りの顔をしている。

　体毛は異様に濃い。髪と思おぼしき部分は無数のミミズになっていた。

　……セラスが見たら、卒倒しそうだ。

　無骨な手の爪は大きく、鋭い。

「チッ……もう一匹、増えやがったか」

　が、

「ウぐルぎェがァぁアあアあアあアあ[image: ][image: ]――――ッ！」

「ギょルるルるルるルぃ――――ッ!?　ギょルぅ!?　ギょ……ッ」

　そいつは――なんと、両鎌の魔物を襲い始めた。人面種が巨大な魔物の肩にガブリと嚙かみつく。よく見ると、襲いかかった人面種はわき腹から出血していた。

「ああ、そうか……あの人面種、さっきの大鎌で傷を負って怒り狂ってやがるのか」

「カぶルぅアっ！　がブぅ！　ブちィ！」

　次々と身体を食い千切られていく両鎌の魔物。

「ごッ……ぎョるェぇ……ッ」

　両鎌の魔物の声が、弱っていく。

　ふぅぅぅ、と俺は息を吐いた。

「好機」







「――【パラライズ】――」

　二匹とも、気配を消しつつ回り込んで近づく俺の接近に気づいていなかった。

「ひギぇッ!?」

「ギょルぅ……ッ!?」

　漁夫の利。

　人面種と、両鎌の魔物。

「悪いな。まとめて、経験値エサになってもらう」

　暴性付与。

　盛大な花火のように上がった血しぶきの横を、そのまま通り過ぎる。
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ１９２９→ＬＶ１９６６】
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「はぁっ……はぁっ……は、ぁ……」

　レベルが上がっても、疲労が消え去るわけではない。

　無茶がある。本来なら超短期決戦用のピギ丸との合体技……。

　身体にのしかかる負荷がキツくなるのは、火を見るより明らかだ。

「……ん？」

　斬り倒された林の向こう側に魔物の群れの影が見えた。

　さっき殺した魔物の鳴き声に、引き寄せられたか。

　凄惨に上がった血のしぶきに、引きつけられたか。

　あるいは、俺が弱るのを舌なめずりして待っていた連中か。

　獲物を追いつめた時の嗜し虐ぎやく的な空気が、ここまで伝わってきている。

「はぁっ……はぁっ……はぁ、はぁ……」

　気温が低いせいか、吐く息が白い。

　理由はない。

　なんとなく、俺はステータス表示を切り替えた。
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【トーカ・ミモリ】

　ＬＶ１９６６

　ＨＰ：＋５８９８　ＭＰ：＋６４４７８／６４８７８

　攻撃：＋５８９８　防御：＋５８９８　体力：＋５８９８

　速さ：＋５８９８　賢さ：＋５８９８

【称号：Ｅ級勇者】
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　Ｅ級勇者。

　このふざけた称号から、すべてが始まった。

　スレイの速度を上げる。

　ピギ丸を大きく散開させる。

　魔物の群れ目がけて、突進を開始。

　だからこれからも、このふざけた力で――

「すべてを、蹂じゆう躙りんしてやる」

　皆殺しだ。




「皆殺しだ」







　◇【十河綾香】◇




　突然、それは起こった。

　大量の魔物の鳴き声、咆ほう哮こう。

　それらがけたたましく押し寄せ、重なり合い、近づいてくる。

　地を踏みしめ、土の上を間断なく這はいずる音。

　足裏を揺らす微震動。

「ィぃイいギぃィぃィいイいイぇェえエ[image: ][image: ]――――っ！」

　木々をなぎ倒し、巨大な魔物が姿を現した。そこに中型、小型の魔物が追随している。

　十そ河ごう綾あや香かは把握する。

　自分たちが今いる場所だけではない。

　離れた場所でも、魔物の群れが勢いよく移動しているらしい。

　何が起こっているのだろうか？

　現れた魔物はどこかを目指している――ように見えた。

　中には綾香たちを認識して立ち止まる魔物もいた。けれど、その大半は〝何か〟に引き寄せられているようだった。こちらには目もくれず、一心不乱に〝どこか〟を目指している。そう、まるで何かに呼び寄せられているみたいに……。

　ならば――隠れてやり過ごせるのではないか？

　綾香はある方角を指し示した。

「みんな急いであっちへ移動して！　周防すおうさん！　先導をお願い！」

　仲間に指示を飛ばす。

　今はあの魔物の群れから離れるのが先決だ。気づかれると危ない。

　結果、綾香の判断は功を奏した。

　一部こちらに気づいて襲ってきた魔物もいたが、それらは綾香が難なくねじ伏せた。

　そうして、嵐のような大行進は過ぎ去った。

　綾香のグループは全員無事だった。が、

「――――、噓うそ」

　綾香はぽつりと、虚うつろな声を漏らした。

　二名、死亡。

　死亡したのは、二人とも２‐Ｃの男子生徒だった。一人は巨大サイズの魔物に踏み潰された。もう一人は、存在に気づいて襲ってきた中型の魔物に殺された。

　死んだ二人は安やす智とも弘ひろのグループだった。

　綾香は唇を嚙み、死体の傍そばに立つ安のところへ駆け寄る。

「安君っ……」

「ん？　ああ、綾香か」

　安は平然としていた。

　死体は並べられ、布を掛けられている。顔を確認する勇気は――なかった。

　確認すれば……重すぎる現実感に耐えられないかもしれない。

　クラスメイトの死。どこかまだ感覚がフワフワとしている。

　三み森もり灯とう河かの時はもっと現実味がなかった。転送される瞬間すら綾香は目にしていない。

　ただ――死んだのだ。

　綾香は動揺を抑え、言った。

「広ひろ岡おか君と佐さ久く間ま君は……逃げ、遅れたの？」

「そうなのかもしれんな」

「――え？　安君は……二人と一緒にいなかったの？」

「自分の身は自分で守る。優先すべきはまず上級勇者であるこの僕の身の安全。とりあえず僕は最善の判断をした。今後を考えれば、数少ない上級勇者がこんなところでいらんダメージを負うわけにもいかぬ」

　クラスメイト二人の死体を見下ろす安。やれやれ、と彼は首を振った。

「逃げ遅れた二人が悪いのは、言うまでもなかろう」

　死が響いていない。

　二人の死に対する反応があまりに薄すぎる。

　他の安グループの勇者を窺うかがう。皆、大なり小なりショックを受けているのがわかる。

　しかしリーダーの安は、まるで他ひ人と事ごとで――

「い、言うまでもなかろうってっ……二人とも安君のグループだったわよね？　あなたは魔物の群れが現れた時、何もしなかったの!?」

「…………綾香は何が言いたいのか？」

「あ、あなたはＡ級でっ……」

「そうだが？」

　綾香は安に詰め寄る。

「自分のグループのクラスメイトを守る義務があると、あなたはそう思わないの!?」

　言ってから〝いかにも優等生な言いようだ〟と思った。なぜか不思議と込み上がってきたのは悔しさに似た感情。しかし綾香は、溢あふれてくる言葉の本流を抑えられなかった。

「あなたのグループの子たちは安君を頼って一緒にいる……だから、あなたが守ってあげないとっ……」

　桐きり原はらグループにも浅あさ葱ぎグループにも入れなかった生徒たち。

　十河綾香のグループだと女神や桐原たちから目の仇かたきにされる。

　これを恐れた生徒たちは、安グループに入らざるをえなかった。

　ただ――ここで安智弘を責めるのは正しいのか？

　頭の中で自問自答する。望んでではなく、消去法で安智弘に寄った生徒たち。

　ここで安智弘をこんな風に責めるのは、ちぐはぐにも思えた。

　しかしそれでも――守ってあげて、欲しかった。

　自分が呼びかけても、彼らは離れていってしまった。だから、

「安君しか、守れる人はいなかったの……っ」

　そう、言うしかなかった。

　と、安が不意に綾香の両肩を摑つかんだ。彼は俯うつむきながら口を開いた。

「だだだっ」

「安、君……？」

　その手には、痛いほどの力が籠っていた。

「だまれぇぇぇええええええ！　黙れ黙れ黙れぇええ！　だ、ま、れぇぇええええ綾香ぁぁああ[image: ][image: ]！」

（……え？）

「な、なんなんだよ!?　あぁあ[image: ]!?　なぜおまえはいまだにこの僕に対してその上から目線なんだ!?　なぜ上からくる!?　なんだその序列意識!?　気づけよ！」

　安が鬼気迫る形相で面を上げる。

「もう、僅差なんだって！」

「な、何を――何を言ってるの……っ？」

　綾香は当惑する。

「出た出た出た！　これだこれ！　十河綾香はこうくる！　自分は普段からそんなのゼンゼン意識してませんって感じでさぁ！　ナチュラルに人を、見下してくる！　十河綾香って人間わぁ！」

「待って？　ほ、本当になんの話をしてるの？　私は、さっきはあなたが彼らを守るべきだったんじゃないかって話を――」

「そんなん知るかぁぁああああ！　広岡と佐久間の生き死になんて僕が知ったことかよぁああ！　はぁ!?　そもそもなんでこいつらを僕が助けなくちゃならないんだよ!?　僕は強いから生き残った！　こいつらは弱いから死んだ！　シンプルな話でしょーが！」

「持つ者は、持たざる者を守る義務が――」

「あぁぁああ[image: ][image: ]！　この世界のどこの法律で決まってんだそんなことぉぉおおおお!?　……あ、ほら見ろ！　綾香は今、ナチュラルに自分を〝持ってる側〟に据えて発言している！　そういうとこなんだよ綾香は！　無意識に聖人づらで見下してくる！　嫌みっぽくなくステージの違いを見せつけてくる！　ナチュラルにそういう接し方するの……いい加減、やめろぉ！」

「わ、私は別に聖人でもないし安君を見下してもいないっ……それに安君は勘違いしてる！　私だって持っていないものがあるわ！　だから……そういう私が持っていないものを持っている誰かが、足りない部分を埋めてくれて……そうやって、支え合って……」

　綾香は真摯に訴える。

「私だからできること、安君だからできること……他の誰かだからできることがある！　そしてさっきは上位勇者だからできることが、あったはずだからっ……だからっ……」

「そそそ――そもそも広岡も佐久間も死んでいいんだよこんなやつら！　女神にのされて退場した貴様は知らんだろうがなっ……クソザコ三森が地獄送りになった時もこいつらノリノリで罵倒してたんだぞ!?　僕のことだって、普段からコソコソコソコソ小馬鹿にしてたしなぁ！　因果応報――ふはははは、これぞ因果応報なる世界だ！　それとも何か!?　生まれつき金持ちの家で育った遺伝的にも環境的にも恵まれたクラス委員長のお嬢様は、そんなやつらにすらも慈悲を持つってぇ!?」

「安君には、何か思うところがあるのかもしれない……だけど……私はそれでも、死んでいい人間がいるなんて思わない。だって、私は――」

　誰も死なせないと……守ってみせると、自分に誓った。

　それこそが、力を持つ者の義務だから。

　と、

「ザコすぎる」

　割り入ってきたのは――桐原拓たく斗と。

「き、桐原っ……」

　若干桐原には苦手意識があるのか。安が、少しばかり狼ろう狽ばいを見せる。

「安おまえ……器の話、知ってるか？」

　桐原の視線が綾香と安を一往復する。

　反応を観察する目だった。何かを、推し量るような。

「父親のダチがよくウチの週末のホームパーティーに来るんだが……その客の中に仮想通貨で大おお儲もうけしたすごい人がいて、このオレに器の話を語った」

　一体なんの話が始まったのか。話の筋が、いまいち綾香には見えない。

「人間の器には大きさがあって、成功したあとにそいつがふさわしい器だったかどうかがわかるって話でな？　王の器がないと、見せかけの一時的な成功だけで終わるらしい」

　髪を額から後頭部にかけて撫なでつける桐原。

「話……ついてこれてるか？　まあつまり運だけで成功した人間ってのは、上のステージに行っても元々のザコ臭が消えねーって話だ」

　ため息をつく桐原。

「身の丈以上の成功をそいつのショボい器で受け止め切れないザコは、溢れそうな器にヒビが入った状態で生きてる感じのブザマさらしい……けど、本人だけがそのブザマな醜態に気づかない。上のステージの仲間入りしたつもりになってるのは本人だけで、でかい器の強者から見ると勘違いザコがイキってるようにしか見えねーって話なんだよな……ビジネスパーソンが集まる財テク系のパーティーに、たまにそーゆーザコがまじってるんだと」

　安が歯は嚙がみした。

「何がぁ……言いたいんだよ？」

「反応までザコいぜ、安。わかれよ……オレとおまえじゃ遥はるかに器が違うって意味しか、ありえねーだろ」

　瞬間、桐原が手元で器用に刀をクルッと回転させた。

　そのまま彼は刀の切っ先を安の鼻先へ向ける。安が一歩、後ずさった。

「――うっ」

「オレのこの刃の先にいるクラスメイト……そいつがその勘違いザコだって話しか、ありえるはずがない。そろそろ自分の身の丈を自覚する時期に突入しろよ、安」

　緊張のせいか、安の額や頰は汗ばんでいた。畳みかけるように、桐原が続ける。

「おまえのザコ感は、薄っぺらいキャラづけを忘れて十そ河ごうの前で喚わめいたさっきの行動が証明している。擁護できないくらい、ザコすぎた」

　突然、桐原の後方にいた小お山やま田だ翔しよう吾ごが噴き出した。

「ぶほっ！　ぶふーっ！　こ、ここにきての株価ストップ安はマジでウケるわ！　このまましばらく勘違いザコムーブ晒さらさせたかったんだけどなぁ～！　調子乗りすぎて拓斗に封殺されてやんの！　え～とナニ？　なんかキャラ変えてカッコつけてましたが～……安やすセンパイ、ぜぜぜ、ぜんっぜんブザマに浮いてたからよーっ！　ぷふーっ！」

　呆あきれの息をつく桐原。

「翔吾……おまえもザコっぽいジャブばっか打ってるとランク下がるぜ」

「へいへい気をつけやーす。うひー、マジ拓斗は評価シビアだわー」

　もう一度、刀を手首で器用に回転させる桐原。

「よく自覚しておくといいぜ、安」

　刃が音を立てて、鞘さやに収まる。

「器以上の力を手に入れても……器がザコだと、無自覚なブザマを晒すしかなくなる。凄すさまじい力は、オレのような王の器がないとまずい」

　安は俯き、プルプル震えていた。彼はこぶしを強く握っていた。息も荒い。

　ふーっ、ふーっ、と呼吸が肩の動きと連動している。

　しかし、桐原は安の様子を気にする風ではない。前髪を指先で整えながら、続ける。

「Ａ級判定で勘違いしちまったのには、まあ、同情の余地もあるかもし――」

「ほざけよ、桐原ぁ」

　なんと――安が、食い下がった。彼の表情は、形容しがたいほどに歪ゆがんでいた。

「【剣眼ノ黒炎レーヴアテイン】」

　安の背後に黒き炎が巻き起こった。綾あや香かは反射的に後退する。

　威圧するがごとく安の背で燃え盛る黒こく炎えんの渦。小山田の目が、不快げに据わった。

「は？　なんだてめぇ、やんのか安？　つーか……ナニいきなりテンパってぶちキレてんだよ。うっざ……本気、そーゆーのうっざ……」

　片や桐原は微動だにしない。刀を抜くこともなく無表情で沈黙している。

　安は前に出ると、桐原の顔面に自分の顔を近づけた。まるで、挑みかかるように。

「今の勘違いした絡み方はなんだよ桐原ぁ？　さっき僕に獲物を取られたのがそんなに悔しかったのか？　あ～？　それで、絡んできたのかぁ？」

　桐原が目を伏せる。

「――救えないレベルのザコだったか、安智とも弘ひろ」

「ふっ……貴様こそＳ級だからと勘違いせぬことだ。貴様こそ気づかねばならんな、桐原拓斗……っ」

　安が指を横へ向けた。なぜか安の指先は、綾香を示していた。

（……え？　わた、し？）

「Ｓ級なのに固有スキルを覚えられない勇者の存在……他のＳ級は全員固有スキルを習得してるにもかかわらず、だ。ほら、綾香の存在がその証明と言えよう？　一方、Ｂ級なのに小山田の平凡固有スキルを凌しのぐ固有スキルを覚えた浅あさ葱ぎ。もう、僕が何を言いたいかわかるであろう？」

　桐きり原はらは答えない。彼は横目で綾香を無感動に見ていた。

　安が口端の肉を醜く捻ねじれさせ、歯を覗のぞかせる。

「つまりぃ、勇者のランクがすべてではないのだなぁ。で、あるからしてＳ級というだけで上だと思うのは……それこそ勘違いザコの思考でしかない！　さっき隙だらけだった貴様が僕に魔物のとどめを献上したみたいになぁああ？　クキキ！　どっちが王の器にふさわしいか――」

　宣告でもするみたいに、安が、桐原の眼前へ再接近する。

「いずれこの僕がわからせてやるよ、勘違い野郎ぉぉ」

　小山田が冷酷な目になって、前へ踏み出す。

「拓斗、マジでこいつ【赤の拳弾バレツト】で潰すわ。調子コキすぎだろいい加減。温厚なおれも、さすがに気持ち冷えてきたわ」

　安は踵きびすを返すと、

「勝手に冷えているがよい」

　そう言い捨てて、その場から立ち去る動きを見せた。

「て、めっ――」

「やめとけ、翔吾」

　突っかかろうとした小山田を、桐原が制止する。

「あぁ!?　んでだよ!?　まさか、ビビってるとか言わねーよな!?」

「……………………は？」

「あ――いや、その……悪ぃ……、――うっ！」

　桐原が、肘で小山田の腹をつついた。

「安い挑発に乗ったらザコと同レベルだろーが。弱い犬ほど、よく吠ほえざるをえない。ただ――」

　桐原が綾香を一いち瞥べつ。

「Ｓ級の足を引っ張る人間がいるって話だけは認めざるをえねーかもな……分不相応なＳ級となると、これは全体の士気にもかかわる問題だ。いい加減立場を弁わきまえないとそろそろまずいぜ、十河」

　どう答えるべきか、綾香にはわからなかった。

（だけど……まだまだ、私が力不足なのは事実……）

　二人のクラスメイトの死体を見おろす。







[image: ]







　重く垂れこめた空がゴロゴロと鳴り出した。

　黙り込む綾香の横を桐原が通り過ぎる。小山田がそれに続いた。

　桐原はもう今の綾香に興味がなさそうだった。

　彼は、ブツブツと独り言を口にしていた。

「にしても、安のような勘違い野郎が出てくるとなると――」

　髪を力強く撫でつける桐原。

「鈍い馬鹿どもにも、もっとキリハラ王の器をわかりやすい形で見せていかねーとか……」







　南みなみ野の萌も絵えが、おずおずと綾香に近づいてきた。

「ご、ごめんね綾香ちゃん……わたしたち、まるで助けてあげられなくて……」

　綾香に激しい言葉を浴びせる安に対して助け船を出せなかった。

　彼女はそれを申し訳なく思っているようだ。綾香は努めて平気そうに微笑ほほえむ。

「大丈夫。それに、心の中で助けようと思ってくれてただけで嬉うれしいから」

「綾香ちゃん……」

　その時、

「いやーなんかそろそろ空気ヤバいよねー桐原も安くんも。やっぱアタシの読み通り仲良しこよしは無理かにゃ～ん」

「あ、浅葱さんっ……」

　ひょっこり会話に入ってきたのは、Ｂ級ながら優秀な固有スキルを持つ戦いくさ場ば浅葱だった。

　彼女は苗みよう字じで呼ばれるのを嫌うので、名前で呼ばねばならない。

　と、浅葱グループの一人が茂みから出てきた。

「浅葱ー、やっぱポッポいないわ」

「え～マジか～」

「マジマジ」

　浅葱たちのグループをよく確認する。

　……いない。鹿か島しま小こ鳩ばとの姿が、見当たらない。

「浅葱さん！　鹿島さんは、どうしたの!?」

　思わず、問い詰めるような形になってしまった。

　浅葱が間ま宮みや誠せい子こへ視線をやる。説明を促すような視線。

　唇を少し尖とがらせ、間宮がだるそうに口を開く。

「さっきのカイジュー大行進でウチらのグループ何人かはぐれちゃってさー……で、小鳩がはぐれた子を捜すって言って追っかけてったんだけど……」

　間宮が仲間の叶かのう五い十す鈴ずに視線をやった。

　まるでバケツリレーのように話が振られていく。話を振られた叶は、軽妙に笑った。

「あー、なんかね？　私の名前を大声でピーピー呼んでたから、ちょうどいいと思って……ポッポ囮おとりにして、そのままコッソリ逃げてきちった♪　てへ♪」

　ぺろっと舌を出す叶。

「なっ――」

　クラスメイトの叶を捜しに行った鹿島小鳩。

　叶はその小鳩を無視して置いてきたと言った。しかも、自分が助かるための囮として。

　綾香が言葉を口にするより速く、叶は表情を変貌させた。

「だ、だって魔物とか怖いじゃん！　デカいのとかうろついてたし！　え!?　何!?　いいんちょっ……ここで私責めるわけ!?　なんなの、そのイヤな感じ!?　ひどいよ！　うぇぇ……ぐすっ……ひどぃょぉ……綾香、ひどぉぃ……ひぃ～ん誠子ぉ……」

　泣いて間宮の胸に飛び込む叶。浅葱グループに、綾香を責める空気が流れる。

「ちょっと、綾香ひどくない？」「誰だって自分の命がイチバンに決まってるじゃん！」「五十鈴っちの判断、間違ってないって！」「みんな待った！　聞いて！　生まれた時からすごい恵まれてる綾香にはわかんないって、あたしらの気持ちなんか！」

　綾香はぐっと堪こらえる。今は、過ぎたことにこだわっている時ではない。

「浅葱さん」

「ほい？」

　話を通すなら、まとめ役の浅葱だ。

「鹿島さんを、捜しに行きましょう」

「うっしわかった。がんばれ～」

「え？　いえ、その……浅葱さんたちも一緒に……」

「え？　いや～ほら、さっき捜索に出てった四し恭きよう聖せいさんたちも戻ってきてるしさ～。これ以上の深入りはやっぱり危なくないかい？　現実的に考えて」

「だ、だけど鹿島さんは――浅葱さんたちの仲間でしょ!?」

「あっそ死ねば？」

　唐突な、突き放した目。無情に、冷然に――ひと言だけ、浅葱はそう口にした。

　が、すぐ彼女は飄ひよう々ひようとした空気に戻る。

「にゃはは～今のはジョーク！　マジにしないでよ～ごめんごめん！　あ、今の機嫌悪い時の女神ちゃんっぽかった？　な～んか女神ちゃん綾香にだけ妙にあたりきっついよね～！　女神ちゃん関係でなんか辛つらかったらアタシんとこ相談来てよ？　愚痴くらいなら聞くよ～？」

「そ、それより鹿島さんを捜しに――」

「いや～現実的に考えてそれはキツイっしょ。アタシも小鳩失うのは正直キツイけどさ～。ほら、遭難とかあるじゃん？　あれとかもさ、深入りすると救助隊の人たちまで危険になったりするじゃん？」

「でも、今ならまだ助か――」

「小鳩一人と他の大多数の危険を天てん秤びんにかけると……ま、捜しに行くのは諦めざるをえないかな～。あ、気持ちとしては個人的に助けに行きたいんだよ？　けど……ちょいと冷静に考えてみるとさ、ここは、この世界のことをアタシらより知ってて、アタシらより強い四恭聖とかニャンタンに任せるべきじゃないかな～？　あ、でもこれあくまでアタシの意見ね？　大丈夫、意見を押しつけるつもりはないから。押しつけるのって、悪いことだし」

「……っ」

　反論、できない。

　結局、綾香はそこで二の句が継げなくなってしまった。

（だったら、私だけでも捜しに……っ）

　が、四恭聖に却下されてしまった。

　聞けば高たか雄お姉妹もいないらしいが……いや、あの姉妹はもっと前から姿が見えなかった気がする。彼女たちはそういえば、どこにいたのだろうか？

　鹿島小鳩と高雄姉妹。

　四恭聖とニャンタンの捜索によって、この三名以外は合流した。

〝日が落ちる前にもう一度だけ四恭聖が捜索を行う〟

　四恭聖のまとめ役であるアギトが皆にそう告げた。

　ただし、今日は魔群帯の様子が何かおかしい。そのため今回の遠征は今日で打ち切る。

　ニャンタンがそうつけ加えた。

　綾あや香かは思い切って捜索隊に志願してみた。しかし、やはり却下された。

　今しがた四恭聖の長女から言われた言葉を、反はん芻すうする。

『あんたより単純にアタシらの方が強いからなー。あー……悪いけど、はっきり言うよ？　今のあんたじゃ足手まとい。あんたはまだまだ伸びるだろうし……命は大事にしな』

　もどかしさを覚えながら、綾香は木の幹に背をあずけた。

　雲が低い唸うなりを発する。雨が、降り始めた。

「……ステータス、オープン」
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【アヤカ・ソゴウ】

　ＬＶ１４３

　ＨＰ：＋１９３５　ＭＰ：＋３１７８

　攻撃：＋２０４８３　防御：＋２８６２　体力：＋３３３１

　速さ：＋１６１１【＋５００】　賢さ：＋１７１２

【称号：Ｓ級勇者】
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　雨の中でもくっきり表示されるステータス。

　それを、ぼんやり眺める。

（まだまだ、私は弱い……だから……）

　項うな垂だれ、槍やりを強くかき抱いだく。

　力なき者の言葉など誰にも届かない。

　そう、届かないのだ。

（強く、なる……誰よりも……もっと、もっと、もっと、もっと、もっと、もっと、もっと……みんなを……みんなを守る、ために……強く……、――――）







　◇【鹿島小鳩】◇




「――ぁ、はぁっ……はぁ……っ！」

　暴力的に降りしきる雨の中、鹿島小鳩は走っていた。

　強きよう雨うと枝葉が衝突し、激音が耳を打つ。今はその音すらも小鳩の心を恐怖で打ち据えてくる。立ち止まって膝に両手をあて、彼女は振り返った。

「は、ぁっ――はぁっ、はぁっ……！」

（逃げ切れた、かな……っ!?）

　途中で魔物と何度か遭遇したが、どうにか逃げ切れた。しかし、逃げるのに集中しすぎて戻る道を見失ってしまった。腰の短剣に視線を落とす。

（途中までは、目印をつけてきてたんだけど……）

　最初は木の幹に×印をつけながら捜索していたのだが、魔物と遭遇したあとはそんな余裕がなかった。

（叶さん、無事かな……）

　みんなを無事に元の世界に帰したい。十そ河ごう綾香が、そう言っていた。

　小鳩も、綾香に協力したかった。

（佐さ倉くらさんの手首も女神様のおかげで繫つながったみたいだし……まだクラスの人たちは誰も死んでない……誰も、死んでないんだっ……だから――）

　反射的に、あっ、と口もとに手をあてる。

「違、う……」

　そうだ。すでに死亡者は出ている。

　三み森もり灯とう河か。

　ただ、彼の死はひどく印象が薄い。理由はおそらく普段の印象の薄さだけではない。

　やはり死ぬところを誰も見ていないからだろう。皆、廃棄遺跡に転送されたのを見ただけなのだ。だから多分、彼の死には現実感がない……。

「…………」

　叶五十鈴を反射的に追いかけた理由。小鳩は、それについて考えた。

（三森君が廃棄遺跡に送り込まれる時、わたしは何もできなかった……怯おびえて、縮こまっていただけだった……）

　日に日に小鳩は罪の意識に苛さいなまれるようになっていた。

　許せない。弱い自分自身が。

（でも、だけどっ……）

　今この胸を満たすのは、恐怖と焦燥。

　早く、戻らないと。

　早く、帰らないと。

　死ぬ。

（死んじゃう……っ！）

　死の恐怖は、否いや応おうなく小こ鳩ばとの意思を挫くじきにきていた。

　金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいの魔物たちを間近で目にして、鮮烈な衝撃を受けた。

　嵐のごとく行進する群れの絶望感。

　獰どう猛もうな唸りと共に姿を現す威圧感。

　正直、耳を塞いでその場に座り込んでしまいたかった。

　が、その場に留とどまれば死ぬ。

　大行進していた魔物の多くはどこかへ消え去ったが、大行進から外れた魔物もいた。

　今も、そういった魔物がうろついているようだ。

（誰か、捜しに来てくれてるのかな……こういう時は、動かない方がいいのかなっ……わたしって、やっぱりだめなのかなっ……）

　散り散りになり、弱っていく思考。

（わかってる……わたしは十河さんとは違うっ……でも、役に立ちたいんだっ……こんなひどい時でも、人を思いやれる十河さんの役に――）

　低く、くぐもった唸り声が、聞こえた気が、した。

　――――――――ゾクッ

　身体からだがガタガタと震え出す。足が竦すくんで、動けない。

　今のは明らかに人の唸り声ではなかった。

　そう、たとえば――獣……。

　なんて、恐ろしい唸りだろう。しかもこんな、すべてを洗い流しそうな雨の中なのに……血の、ニオイ、が、臭ってきて、いて――

（！　か、隠れなきゃ……っ！　急いで――）

　血ち塗まみれのそれが、茂みから姿を現した。

「グルルルルルルゥゥゥゥ……ッ」

　もうこんな近くに、来ていたなんて。気配をまるで、感じ取れなかった。

　小鳩はその場にへたり込み、膝をつく。ゆっくりと、恐る恐る、顔を上げる。

「――――あ」

　現実を直視し襲ってきたのは、直ちよく落らくの絶望感。

　そこに立っていたのは、

「……何？　こんなところに――人間、だと？」

　言葉を喋しやべる、豹ひようの頭をした、人型の魔物だった。







　◇【イヴ・スピード】◇




　それはイヴ・スピードが小柄な人間の少女と遭遇するより、少し前――
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「イヴ――今、なんと？」

　トーカに身を隠すようにと指示された洞穴。イヴたちは指示通りそこに隠れていた。

　穴の外では雨が激しく降っている。

　入り口の方では、滂ぼう沱だと雨あめ雫しずくが岩肌を打ちつけていた。

「我がトーカを追う」

　リズは口を挟まず、不安げにイヴの顔を見上げた。

　真意を測りかねる顔をするセラス・アシュレイン。

「ですが、トーカ殿はここで待てと」

「行かせてくれぬか、セラス」

　白い美脚を綺き麗れいに揃そろえて座るセラスが、面持ちを硬くする。

「あなたの意思を、聞かせてください」

　ふむ、とイヴは唸る。

「――意外だ。そなたはもっと頑なかと思っていた。トーカの指示なのだから絶対に守れと、そう窘たしなめられるものかと」

「これでもかつては騎士団を一つあずかっていた身です。仲間の意見に耳を傾けず頭ごなしに否定するようでは騎士団長など務まりません。検討は、すべきです」

「ふっ、なるほど。では我の意思を話そう」

　イヴは風雨で荒れる外に視線を飛ばした。

「単刀直入に言えば、相手の数が多すぎる。人じん面めん種しゆも一匹や二匹ではないはずだ」

「トーカ殿の力をもってしても生還は難しいと？」

「生き残りはするかもしれん。勝算なく戦いへ赴く男ではない……が、あの数を相手に無傷で帰還できるとも思えん」

　この時点でセラスは反論を挟まない。イヴは双そう眸ぼうを細めた。

「何より今、トーカの状態は万全とは言い難い」

「レベル補正があるから問題ない、と彼はおっしゃっていましたが……」

　そう口にしながら、しかし、セラスも心当たりがあるようだった。

「そなたも気づいているようだな。たとえばトーカは、魔群帯入りしてからここにいる誰よりも睡眠を取っていない」

「……はい」

「禁術道具作りやピギ丸の力を引き出すための試行錯誤のついでと言って、自分が見張りをする時間をかなり多く取っていた。それと……おそらくだが、トーカは定期的に我らへ【スリープ眠性付与】をかけていたと思われる」

　セラスが、ハッとして桜色の唇に細い指をあてる。

「私たちが寝ている時、さらに【スリープ】をかけて……？」

「うむ。我らが深い眠りを取れるように、な」

「トーカ殿は、私たちが精神的に疲弊しているのをずっと気にかけている様子でした……」

「魔物ひしめくこの金棲魔群帯での安眠は困難……仮に寝付いたとしても、眠りが浅くなるのは否めまい。そこでトーカは、深い眠りを得られるよう我らへ時々【スリープ】をかけていたに違いない。まあ……多少慣れてからは、魔群帯で眠るのにも馴な染じんだ感はあるが」

　しかし、魔群帯入りした初期の頃も熟睡できていたのはなぜか？

　そこは説明がつかない。

「私たちを〝もたせる〟ために、トーカ殿は魔群帯入りした頃からご自分の睡眠時間を削って……」

「我はそう読んでいる。そして事実、我らはこの奥地まで持ちこたえることができた」

　たとえばリズ。この中で最も魔群帯に不適合なのは言うまでもない。

　そのリズですら睡眠不足には陥っていない。

　やはりこっそり【スリープ】をかけていたと考えるのが、妥当だろう。

「それに、トーカ殿は……、――」

　セラスが何か言いかけた。が、続きは口にしなかった。

「む？　どうしたのだ？」

「……いえ、なんでもありません。それより今はあなたの話です。決めるのなら、時間をかけない方がよいかと」

「――うむ」

　セラスの冷静沈着さをありがたく思い、イヴは続けた。

「というわけで、ステータス補正とやらがあっても今のトーカは万全とは言い難いはずだ。あのトーカとて絶対はあるまい。重傷を負って動けぬ状態となるのも、考えられる」

　ここでもセラスは反論の言を述べなかった。反論しかけた気配こそ、少しあったが。

「あなた一人で行くつもりですか」

「我がトーカに食い下がった時の言葉は虚勢ではない。我なら魔物と認識されてここの魔物どもに看過される可能性も十分ある。気配を消すのも、こういった地形での移動も、我にとっては領分だ」

　再び外へ視線を滑らせる。

「いずれ暗くなるだろうが、我なら夜目もきく。ゆえに灯あかりで魔物に位置を知らせる心配もない。耳もよいしな」

「説得するための根拠なき噓うそでは、ありませんね」

　断言するセラス。そう、彼女は噓の有無を判断できる。

（〝逆に言えば、真実の言葉で攻め続ければ説得しやすいとも言える〟……か。なるほど、トーカの言っていた通りらしい）

　心の中で感心し、イヴは話を続ける。

「そして……トーカやスレイが重い傷を負っていた場合、両肩に担いで移動できるのは我だけだ」

　腕力。こればかりは種族として非力なハイエルフにはできない芸当。

　長いまつ毛を伏せ、セラスはしばし黙考した。

　黙考するその面差しすら切り取られた名画めいている。イヴはそう感じた。

　やがて、セラスのまつ毛がパチッと上がった。

　快晴な朝の青空めいたその瞳には、リズが映っている。

「リズを一人にはできません。トーカ殿もそれを許さないでしょう。ですから――私はリズと、ここに残って待ちます」

「セラス」

　名を呼んだイヴの声音には、感謝が含まれていた。

「しかしイヴ、トーカ殿を追えますか？」

「森は様々な〝印〟を残してくれる。ハイエルフのそなたなら知っていよう？」

　獣が通った痕跡、傷ついた幹、千切れた葉、折れた枝、飛び散った土、欠けた石……。

　つぶさに観察すれば、森は〝印〟を示してくれる。

「あれほどの大移動だ。この雨でも必ず痕跡は残る。もしトーカが魔物の群れと乱戦を行っていれば、さらに追跡は容易になるはずだ」

「トーカ殿はスレイ殿に私たちのニオイを覚えさせて、それを戻る道しるべとしました。あなたは、戻ってこられますか？」

　イヴはこめかみを指差す。

「地図とおおよその距離はこの中に入っている。道中、目印も作るつもりだ」

　セラスが若干、そこで表情を弛し緩かんさせた。

「わかりました。逸はやる気持ちだけで行動を決めていないのは、理解しました」

「恩に着る」

「……すみません」

「む？」

「これでも〝副長〟を任された身です。トーカ殿が不在の今、仲間の安全について判断するのは私の役目と思っています。……試すような真ま似ねをして、すみませんでした」

　イヴは喉の奥で小さく笑った。

「ふっ……そなたは本当に、あの男を好いているのだな」

「――ええ。この身を、捧ささげた相手ですから」

　どういう意味かまでは、あえて問い詰めなかった。いずれにせよ、

「あれは、ここで失うわけにはいかん男だ」

　失う確率すら上げるべきではない。

　その考えに無欠の根拠はない。けれど、本能がそう告げている。

　黙って会話を聞いていたリズの小さな頭に、イヴは手を乗せた。

「セラスの言うことをよく聞くのだぞ」

「おねえちゃん……」

　頭上の手をリズは両手で取り、握りしめた。小さな手が力強く握り込んでくる。

　その手は微弱に震えていた。

　不安を覆い切れていない表情。失うことを、恐れている顔だ。

〝行かないで〟

　リズのそんな心の声が、聞こえてくるようだった。

「トーカ様を、お願いします」

「―――――――リズ」

　心の中では、引き留めたがっている。

　しかしリズはひと言、あえてイヴを送り出す言葉を口にした。

　イヴを引き留めたい気持ちと、トーカの身を案じる気持ち。

　せめぎ合う二つの気持ちの中、リズは〝イヴの気持ち〟の方を汲くんだ。

　さらに言えば――トーカの身を案じる、セラスの気持ちも。

　大人の気持ちを汲ませてしまったことを、イヴは申し訳なく感じた。

「……すまぬ、リズ」

　リズはすべてを理解している表情で一つ頷うなずき、イヴの謝罪に応えた。

　イヴは決意をみなぎらせると、予備を含めた二本の剣を手に立ち上がった。

　居住まいを正し、セラスが真っ直すぐ見つめてくる。

「約束してください。必ず生きて戻ると」

「――承知。改めてリズを頼むぞ、セラス」

「どんな手を使ってでも、守り抜きます」

　イヴは少し意外さを覚えた。

　セラスなら〝この命に代えてでも〟と言いそうな印象があった。だが、

（〝どんな手を使ってでも〟か……これも、トーカの影響なのかもしれんな）
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　叩たたきつける雨の中、イヴ・スピードは洞穴の外へ踏み出した。

　近くではないが、残忍な獣性を備えたモノたちが近辺を跋ばつ扈こしているのがわかる。

　あらゆる感覚を研ぎ澄まし、雨音の帳とばりの向こう側で起こる音を拾う。

　ミシッ、と脚部の筋肉が呼びかけに応じる。熱い血液が、全身を駆け巡っていく。

　意思が、身体からだが、戦闘状態へと移行していく。

「……グルルルルルゥゥゥゥ」

　自らの唸うなり声。己の内に宿る残虐な獣の〝それ〟が、久方ぶりに顔を出す。

（血けつ闘とう士し時代を、思い出す）

　あそこにも〝獣〟と呼ぶべきモノたちがひしめいていた。

（ならば、今一度……）

　何かを洗い流すように、雨を吸った体毛から、雨粒が滑り落ちていく。

　両手の剣の柄つかを、固く握り締める。

「今一度――獣へと、戻ろうではないか」







　片手で握った大剣を、力の限り振り切る。

　魔物の身体が真っ二つに断裂し、絶命した魔物の死体は錐きりもみ状態で宙を舞った。

　くるくる回る血ち独ご楽まにはそれ以上の注意を向けず、イヴは踵かかとに力を入れて跳躍した。すぐさま動いたのは、他に突進してきた魔物がいたためだ。

　今、イヴはその魔物の頭上へと跳んでいた。手首で柄をくるっと返し、大剣の刃を下方へ向ける。そのまま落下し、目下の魔物の脳天を刃で貫く。

　ザクッ！

　脳天に深々と突き刺さった刃。そのまま足裏で魔物の頭を押さえつけ、その刃を勢いよく引き抜く。イヴは、血ち塗まみれの魔物の死体を片手で引っ摑つかんだ。

　ブンッ！

　その死体を、思い切り投げ飛ばす。死体は、やや遠くの木の幹に激突した。

　激突音と血のニオイ。それを、他の魔物に対する囮おとりとする。

　小こ賢ざかしい時間稼ぎだが、やらないよりはマシだろう。

　イヴは何一つ見逃すまいと、忙せわしなく視線を移動させた。

　想像以上に辺りに魔物が増えている。トーカの追跡を断念した魔物たちであろう。

　この数となるとすべてを隠れてやり過ごすことはできない。

　想定してはいたが、いくつかの交戦は避けられなかった。ただし、これまで遭遇したのはせいぜいが中型程度。大型とは今のところ遭遇していない。

　遠目で確認しても、大型との接近は避けられている。

（休む間はない）

　イヴは身を低くすると、四足歩行に近い体勢で素早く移動を開始した。

　トーカを追うのは難しくない。

　激戦の爪痕――それらが、トーカへと通ずる道しるべを作ってくれている。

　痕跡は直線的ではなかった。通り過ぎる戦せん場じよう痕こんを見るに、すんなり勝利を重ねてはいない。痕跡も途中から、方角がバラけている。

　が、いずれは辿たどり着く。

（痕跡を辿る中で音や気配が増幅する機が、必ずどこかであるはずだ）

　先ほどから近づいてきている気配へ意識を向ける。

　トーカではなく――魔物の気配。

　予想通りの機で茂みから魔物が飛び出してくる。

　飛び出しに合わせて刃を振ると、魔物は、そのひと振りで真っ二つになった。

　イヴはそのまま振り切った勢いを利用し、もう一本の予備の剣を投とう擲てきする。

　ヒュッ！

「――ゥげ!?　ぅ、ゲ……」

　茂みの向こう側に潜んでいたもう一匹に、投げた剣が命中した。

　間を置かず、悲鳴のした方へ疾駆。走り抜けざま、イヴは息絶えた魔物から刃を引き抜いて予備の剣を回収した。泥を飛ばしながら、そのまま駆ける。

　横殴りの雨でもイヴは失速しない。

　前方――太い木の枝の上に、蜘く蛛も型の魔物が見えた。

　再び予備の剣を投げる。

　と、横合いから別の魔物が飛び出してくる。

　速度を落とさず一刀にて、切り伏せる。

　続き、跳躍。

　目指すは前方の太い枝。

　そして、刃の刺さった蜘蛛型の魔物から刃を引き抜き――着地。

　ズザァァァァッ！

　そして泥の上をそのまま滑りながら、

　ガッ！

　泥でい下かの硬地を踵で踏み、再び速度に勢いをつける。

　人じん面めん種しゆや大型でなければ、やれる。かつて逃げ帰った時より戦えるようになっている。

　血闘士としての日々は、戦士としての成長を促してくれた。

「――――――――？」

　またも、魔物の気配。が、

（……なんだ？）

　一つ〝何か〟が違う気配がある……。

（トーカ？　しかし……気配を感じ取りづらいピギ丸はともかく、スレイの気配がまるで感じ取れぬが……）

　確かめねばなるまい。

　速度をさらに上げる。

　途中、羽を広げかけた甲虫に似た魔物を一いつ閃せんにて処理する。

　問題は、この先。

　あごを低くし、極力気配を消す。

（なんなのだ、この気配は？　魔物とは違う……が、トーカとも何か――）

　伝わってくるのは怯おびえの気配だった。

　非金きん眼がんの魔物だろうか。とすれば、珍しい。

　ここだと普通の魔物とは滅多に出遭わないが、いないわけではない。

（この怯えぶり……我の姿を晒さらして攻撃的な唸りで威圧すれば、去るかもしれん）

　イヴは茂みから、ガサッ、と姿を現す。

「グルルルルルルゥゥゥゥ……ッ」

「――――あ」

　目を、瞠みはる。

「……何？　こんなところに――人間、だと？」

　怯ひるみ切った目で見上げてきたのはなんと、小柄な人間の少女だった。

　縮こまるその姿が――――ふと、リズと重なった。

　リズを落ち着かせる時、頭や肩に手を置く。

　気づくとイヴは、反射的に手を伸ばしていた。濡ぬれ鼠ねずみとなったその少女はとても弱々しかった。だからその動作は、まるで、習慣のように――




「【雷撃ここライトニンに巡る者グシフター】――【壱號解錠アンロツクワン】」




　火花散らす電撃が、刹那を奔はしった。

　絡み合う雷撃の路みちが、一瞬にして敷かれる。

　ひと呼吸にすら満たぬ間による肉薄。

　瞬く間に現れた〝それ〟が繰り出したのは――蜂の針がごとき、刺突。

　しかし、かろうじてイヴは刃で刺撃をいなす。両者の刃が交わった直後、帯電する〝それ〟が、短い驚きよう息そくを漏らした。

「――こいつ、反応しただけじゃなく防ぎやがったのかッ!?　なんだ、こいつ……ッ!?　姉貴の話じゃアタシのコレに反応できそうなのって、女神か、他の国の名の知れたやつらか、Ｓ級勇者くらいだろうって話じゃなかったか……ッ!?　けど、この距離じゃ――」

「ぐっ、そなた――」

「【弐號、解放アンロツクツー】」

　――ビリッ、バチチッ――

「ぐぉ、ぉっ!?」

「アタシの雷撃からはもう、逃げられない」

　イヴの全身を暴性の雷撃が駆け巡る。

「ぐ、が……ぁっ、……、――ッ!?」

　喉が反応しない。

　言葉が、出ない。

「悪わりぃーな……姉貴の言いつけで、鹿か島しまを殺やらせるわけにはいかねーんだ」

　雷撃を発する少女の瞳は、攻撃性こそ強いが、理性の色は確認できた。

　ようやく絞り出したように、怯えていた少女が声を発する。

「――、……樹いつき、さん」

（イツキ？　雷撃少女の名か？）

　瞼まぶたに痙けい攣れんを覚えながらイヴは視線を動かす。

　爆はぜ躍る電撃は、目の前の少女に影響を及ぼしていない。雷も鳴っていない。

（つまり、自然発生の雷ではない……？）

　ならば、電撃の正体は何か？　魔術？　詠唱呪文？

　――いや、違う。

　真実と思おぼしき記憶の糸を、イヴは手繰り寄せた。

　レイピアを手にした少女の能力。

（そうか、この者たちは――）

　トーカから聞いていた。

　根源なる邪悪を倒すべく、女神に召喚されし者たち。

（異界の、勇者か……ッ）

　と、雷撃少女のレイピアが喉元目がけて伸びてきた。

　痺しびれの走る身体を叱しつ咤たし、イヴは飛び退のいてどうにか躱かわす。

　攻撃を外した少女の周囲では、雷華が躍っていた。

（ある範囲を超えると、雷が綺き麗れいに途切れている……？）

　つまり――強い痺れを及ぼす範囲は決まっていて、その射程は無限ではない。

（距離を取り続ければ、あの雷撃の影響も弱まっていくやもしれぬ……ッ）

　イヴは距離を取るべく、構えは維持したままステップを踏んだ。

　雷撃少女が驚きの相を浮かべる。

「噓うそだろッ!?　こいつ、アタシの弐號ツーを受けてもまだこんな動けんのかよ……ッ!?　――ちっ、逃がすか！」

　雷撃少女には焦りが見て取れたが、その攻撃は焦りでブレるどころか、加速していく。

　開けた距離を、一瞬で詰められた。それは血けつ闘とう場じようでも未経験の速度だった。

　少女が針山めいた刺突を放つ。両手の剣を巧みに操り、イヴは必死に針の嵐を打ち払った。纏まとわりつく雷撃のせいで本調子の動きには至らない。

（ぐっ！　速度が、出ぬのならっ――）

　相手の次の動きを予測し、一手早く迎撃を行う。

　いわゆる先読みの技術である。戦士として得てきた経験値、鋭い観察眼、刹那の判断力、そして獣の本能によって、イヴ・スピードはそれを可能にする。

　が、雷撃少女の強みは速度だけにとどまらない。

　戦才自体がずば抜けている。

　野性的な攻撃性と理性的な技量が、理想的な形で融合している。

　型は、あるようでない。少女の個性に適した窮屈でない型、とも表現できるか。場が場なら〝よくぞその戦い方を作り上げた〟と称賛を送りたいほどだった。しかも、成長途上と思われるから末恐ろしい。仮に血けつ闘とう士しにでもなれば、瞬く間に頂点へと駆け上がるだろう。

「本っ気で冗談きっついぜ……ッ！　壱ワン、弐ツーで決めきれないのかよ!?　そこに姉貴直伝の黄金の攻めパターンをぶっこんでるんだぜ!?　けど――姉貴が間違えることはねぇ！　てことは……まだまだ、アタシが力不足ってことだ！」

　一方的に攻め立てているのは少女の側だ。にもかかわらず、その表情には余裕がない。

　彼女の表情からうかがえるのは悔しさだった。

（……姉とやらが教えた攻め方で決めきれぬのが、そんなにも悔しいのか）

　少女は自分自身を責めていた。

　決めきれない原因は姉が教えた戦法ではなく、己の力不足にあると信じている。

　けれど少女が諦めることはない。

　どころか少女の攻撃は、繰り出すごとに精度を高めていく。

（実戦の中で、成長していく資質か……ッ）

　そして、イヴの側にも余裕はない。

　雷撃の範囲内においては防戦一方。範囲外へ逃げても一瞬で距離を詰め直される。

　速すぎるせいで白旗代わりの〝待った〟を示す暇すら与えられない。

　少女は初撃以降、息切れ一つ起こさず超高速で攻め続けている。

（ぐ、ぅ……っ！　声が出るようになるまで凌しのげれば……ッ！）

　ドチャッ、と音がした。

「――――ッ」

　予想外の方向からのその音に、思わず、視線がそちらへ誘導される。

　魔物、ではない。それは、怯えていた少女が泥の上に膝をついた音だった。

　樹に加勢を試みたようだ。が、膝に力が入らず、そのまま地に膝を落としたらしい。

「見つけた」

（しまっ――）

　ほんの一瞬、怯えていた少女に意識を持っていかれた。

　そこに生じた隙を、相手は見逃さなかった。

　雷撃の少女の目はここにきて最大の落ち着きを見せている。

　勝負を決するその刹那――集中力を、最大化せねばならぬ刻とき。

　決めの局面で気持ちを鎮められる者は、強い。

（まずいっ！　避け切れ――）

「――――待ちなさい、樹」

　レイピアの先端が、イヴの喉元でピタッと停止した。

「……待ってたぜ、姉貴」

　雷撃少女――樹が飛び退く。彼女は、新たに現れた少女の前に立った。

　まるで、自らが盾とでも言わんばかりに。

　改めて出いで立たちを観察する。

　樹が着用しているのは〝着物〟と呼ぶのだったか。刀と同じく元は異界の装いと聞く。

　膝丈は短く、袖は大きい。イヴの知る形とは微妙に違っていた。

　袖が大きいせいで手首の動きが見えづらい。捉えづらい刺突の原因は、それだったらしい。その着物に装具をつけている。

　姉の装いは樹と似ているが、微妙に違っている。確か〝巫み女こ服〟と呼ばれている装束だったか。着物と同じく、異界発祥のものだったと記憶している。

　露出はやや多いものの、それでも清せい楚そな印象を受ける。あるいはその印象の理由は、彼女の外見や佇たたずまいによるものか。その腰には、長剣を下げている。

（……あの巫女服の者が、姉とやらか）

　イヴも距離を取り、姿勢を低くして身構える。

（それにしても……）

　イヴは奇妙な感じを覚えた。

　勝負を決するまであとほんの少しだったというのに、樹はあっさり刃を引いた。

　引くことに対し、悔しさを微み塵じんも滲にじませず。

「鹿島さんは、無事のようね」

「へへ……ま、危機一髪だったけどな」

　樹がレイピアを構え直す。視線はイヴから外さず、彼女は姉に問うた。

「姉貴……一応、とどめを止めた理由を聞いてもいーか？」

「あれは、魔物ではないわ」

「は？」

「今までの魔物とは毛色が違う」

「メスライオンか」

「豹ひようよ」

「？」

「……？」

「？」

「……豹よ？」

「……その二つって、なんか違うのか？」

　姉は回答せず薄く微笑ほほえんだ。ただ、小馬鹿にする笑みではなかった。

　それから姉は冷静な面持ちに戻ると、イヴを見据えた。

「他の魔物との違いは高い知性を持つことね。これまでの魔物とは知性の性質が違うわ。あの瞳に宿る意思と立ち振る舞いは、むしろ人間と近似していそうだけれど」

　樹が、濡ぬれた髪を後ろへ撫なでつける。

「つまり――――どういうことだ？？？」

「まともなコミュニケーションが取れそうってことよ」

「あーなるほど……ん？　けど姉貴、あいつしゃべれねーみてーだぜ？」

「あなたの固有スキルで声帯がなんらかの影響を受けたのかもしれないわね。けれど、声こそ出ていないものの、仕草の機微は言語を操る生物のそれに近いわ。まあ、言語を話せるか否かだけで知性を判断するのは、個人的には愚昧な行為だと思うけれど」

「あれ？　アタシ……やっちゃった？　くそ……やっちゃった、やっちまったぁ……」

　後悔を滲ませた樹が、頭を抱えて蹲うずくまった。一方で、もう一人の怯おびえていた少女――鹿島はその場にへたり込んでいる。ぽかんとした表情で姉妹を見上げていた。状況に頭がついていけていない様子だった。

　姉が、前進してくる。

　反射的に樹が手をのばして制止しかけるが、姉は幽体のように妹の手をすり抜けた。

（我の攻撃範囲に迷わず侵入してきたが……隙がない）

　姉は――軽く頭を下げた。

「まずは姉の私から謝罪させてもらうわ。あなたから害意は感じない……戦闘行為となったのは、先走りがちな妹が私の言いつけを優先するあまり猪ちよ突とつ猛もう進しんした結果でしょう。……樹、あなたも早く謝っておきなさい。許されるかは、わからないけれど」

　樹は立ち上がり、ぺこっと頭を下げた。

「す、すみません……アタシ、その……直情型の馬鹿だから……姉貴がいねーと考えなしによく先走っちまって……えっと、その……だ、だいじょぶかよ？」

　あたふたしながら両手を右往左往させる樹。

「鹿か島しまさんを弁解材料に使わなかったのは正しい謝罪の仕方ね。とはいえ、私の指示にも不足があったのは事実。樹だけが悪いわけではないわ」

　姉の方は話せそうだ。イヴは、これを千載一遇の好機と見た。

　上う手まくすればこれ以上の戦闘を回避できるかもしれない。

　が、声が出ない。

　姉が濡れそぼった垂れ髪を後ろへかき上げた。

　同性ながら、艶っぽい仕草だとイヴは感じた。

「これから少し質問をします。まだしゃべれないのなら、仕草による意思表示をお願いしていいかしら？　肯定ならあなたの右手を、否定なら左手を上げていただける？」

（む、なるほど……）

「質問をしても？」

　右手を上げる――肯定。

「一応確認させてもらうわ。私たち三人への敵意はある？」

　否定の左手。

「では、このまま互いに別れても問題はない？」

　肯定。

「……質問は以上よ。私たちはそこにいる女の子を連れ戻しに来ただけで、あなたと戦うためにここにいるわけではないの」

　イヴは戦慄を覚えていた。

　感情はあるし、無口でもない。言葉の意図も伝わってくる。

　しかし、奥底に眠る真意がまるで掬すくい取れない。

（トーカと似ている気もするが……〝種類〟が違う感じだ。何者なのだ、この少女……）

　落ち着きようも異様だった。

　この魔群帯であれほど穏やかでいられるものか。

　先の魔物たちの大移動は大なり小なり実感しているはずだ。鹿島はもちろん、飄ひよう々ひようとした樹いつきですら感情の揺らぎがうかがえる。が、姉には揺らぎがまったくない。

　波紋一つない水面のようだ。いや、

（妹との会話中に唯一、ほんの少しだけ確認できたが……）

　いずれにせよ、底が知れない。戦う姿を見たわけではないし、舌ぜつ鋒ぽう鋭く論陣を張る場面を見たわけでもない。なのに、

（我の本能が告げている……化かし合いで敵かなう相手ではない。この状況では、今の提案に乗らざるをえんか。しかし……もしトーカがこの少女と相対したら、どのような――）

「！」

　イヴの横を突とつ閃せんが、駆け抜けた。

　見ると、姉が何かを投げた直後の姿勢になっている。

　腰の長剣が、ない。

　魔物の短い苦鳴がした。振り返ると、眉間に刃の刺さった魔物が立っていた。

　魔物は体たい軀くをぐらつかせると、そのまま泥でい濘ねいの上に倒れ伏した。

　その魔物の気配はイヴも感じ取っており、もはや動く寸前だった。

　イヴと姉の初動の機はほぼ同じと言えた。が、姉の方が速かった。

（電撃の影響がまだ残存していたとはいえ……我が、ここまで遅れを取るものか。あの姉は、計り知れぬ戦才を持っている……あの戦才に対抗できそうな者となると、我の知る中ではセラスくらいかもしれぬな）

　尊敬の念を発しながら、スタスタと樹が姉の剣を回収しに行く。

「強くなるほど、姉貴の領域に近づける気がしなくなってくぜ」

　しかし、そう口にする樹はどこか嬉うれしそうだった。

「最初から特別な人間など存在しないわ。小さな行為の積み重ねで作られた地層が、気がつけば唯一無二の強力無比となっているだけ。そしてそれは、意識と習慣化で誰もが到達しうる領域よ」

「アタシにもわかる言葉でお願いします」

「正しい努力を毎日コツコツ積み重ねるのがとても大事、という話よ」

「ん？　それって……普通のことじゃねーか？」

「その〝普通〟が、意外と難しいのよ」

　この間、イヴは必死に思考を巡らせていた。

（異界の勇者……つまりトーカと共に召喚された者たち……しかしトーカは、今は身を隠していると言っていた……）

　魔群帯の中でトーカは少し異界の勇者たちの話をした。

　おそらくすべてを話してはいないが……。

（トーカは同郷の勇者たちからは死んだと思われているらしい。それこそ、生存そのものを隠しておきたいような口ぶりだった……ならば、ここでトーカの話題を出すのは避けるべきか）

「私たちを出し抜く思考をしている――と考えるのは、無粋かしら？」

　姉の言葉にドキッとする。まるで、心を見透かされているようだった。

「――、……とある者のことを、考えていた」

（む？）

　声が、出た。

「しゃべった」

　ちょうど姉に剣を渡した樹が、パッと明るくなった。

「はぁぁぁ～よかったぜ……これで声が出なくなったとかなったら、この先も罪悪感に苛さいなまれそうだったよ……いや、ほんと悪かった」

「不用意にカシマへ手を伸ばした我にも責はあった。結果としては、そなたの姉のおかげで場も収まったしな」

「……姉貴、こいつすげぇイイやつっぽいぞ？」

「あなた……一人ではないわよね？　たとえば、はぐれた同行者を捜している……違うかしら？」

「む……」

　セラスではないが、噓うそをつくと見透かされそうだ。だから正直に答える。

「その通りだ。我は、我が主あるじを捜している」

「その人間、よい主のようね」

「うむ」

「なるほど」

「！」

　同行者が〝人間〟という情報を引き出されてしまった。イヴは、それに気づいた。

　声は戻ったが、逆に迂う闊かつな発言には気をつけねばならない。

　分が悪いと判断し、イヴはさっさとこの場を離れることにした。

　異界の勇者たちに背を向ける。

「我は先を急ぐ。先の交渉は、合意したと受け取ってよいのだな？」

「ええ」

「これ以上の詮索も控えてもらおう」

「下手な詮索をして、悪かったわ」

「…………不思議な少女だ、そなたは」

「聖ひじりよ」

「む？」

「ヒジリ・タカオ――私の名前。アライオンの女神ヴィシスに召喚されし異界の勇者……まあ、あなたはもう気づいていたようだけれど」

「……なぜ、名乗った？」

「私なりの礼儀よ、イヴ・スピード」

「――――ッ」

　またも、失態である。今の反応では、自ら名乗ってしまったようなものだ。

「集めた情報の中で最も適合する者の名を予測した結果よ。姿を消した豹ひよう人じん族の血けつ闘とう士しの話は私の耳にも入ってきていたから。けれど今日あなたと会ったことを誰かに話すつもりはないから、安心してちょうだい」

「……そなたが黙っておく益はあるのか？」

「強い意志と力を備えた善人……そういった人物との縁は、細くとも繫つないでおくべきものよ。特に、この世界では」

　イヴは暫しばし黙考した。そして、

「ヒジリ・タカオ――そなたの名、覚えておこう」

「それにしても……あなたの主という人物、興味深いわね。〝捜索〟しているということは、あの大移動に巻き込まれても生きていると踏んでいるわけでしょう？　けれどあの大移動の中にまじっていた人じん面めん種しゆは、四し恭きよう聖せいやヴィシスの徒ですら相手にするのが厳しいと聞くわ。無傷で難なく倒せるのはかつての〝人類最強〟か女神ヴィシスくらいだろう、と」

「…………」

「つまりその人物は、人面種を敵に回しても生き残る能力――少なくとも、生き残れるであろうと想像されるほどの能力を持っている」

　イヴは喉奥で低い笑みをこぼした。

「そなたの明察ぶりには恐れ入る。が、我が主は――」

　イヴは、言い放った。

「我のように単純な物差しでは測れぬ人物だぞ」







　異界の勇者たちから離脱したイヴは、再び獣と化し、死線の爪痕を辿たどり始めた。

　突き進む道は、異界の勇者と遭遇した方角とは真逆の道。

　道中、次第に雨は勢いを落としていった。

　澄んだ空が雲間から顔を出し始める。

　日が、沈みかけていた。

　夕ゆう陽ひがキラキラと雨粒を照らし出し、煌きらめいている。

　イヴ・スピードは、飛ひ槍そうのごとく、速度を上げた。







４．限界の、その先へ
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【レベルが上がりました】
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　戦いはもはや、純然たる殺し合いの領域へと入りつつあった。




　魔物を殺し続けて経験値ＥＸＰを取得し続け、小刻みにレベルアップを繰り返す。

　レベルが上がるたびに回復するＭＰ。これによりピギ丸との融合状態を維持。

　戦闘を、継続。

　我ながらつくづく無茶な戦法だが、ここはその無茶を通すしかない。

　でなければ、生き残れない。

「このまま斜めに突っ切れ、スレイ！――【バーサク暴性付与】ッ！」

　空から殴りつける強雨――空へと噴き上がる血泉。

　両者が、混在しシャワーのように降り注ぐ。

　ぬかるみを突き破る蹄ひづめが、地を踏む激音を絶え間なく響かせる。

「【パ――」

　迫る魔物のスピード。五文字スキルだと、間に合わない。即座に、

「――【ダーク闇性付与】ッ」

　切り、替える。

　視界を失った大型の魔物がスリップし、転倒。

　横転した魔物が泥を撒まき散らしながら転がっていく。改めてそいつに【パラライズ麻痺性付与】を放ち、続く【バーサク】とのコンボで噴ふん殺さつする。

　その時、俺の頭上へ巨大な魔物が跳躍してきた。巨体のわりに、驚嘆すべき跳躍力。

「スレイ、少しだけ速度を落とせ……ピギ丸！」

「ピッギィィィイイイ！」

　触手を上空へ射出し、

「【スリープ眠性付与】」

　眠りに落ちた中空の魔物が、無防備に落下していく。

　巨大なその魔物は俺の背後で地面と衝突し、泥水が噴水のごとく跳ね上がった。首を巡らせて振り返り【バーサク】を付与――麻ま痺ひ＆毒のお株を奪った定番コンボで処理する。

　とはいえ【ポイズン毒性付与】も出番がなくはない。

　中～遠距離の周囲には夥おびただしい数の魔物がのたうちまわっている。

　今、苦鳴の大合唱をしているそいつらは毒状態にあった。

　まだ【バーサク】は範囲付与ができない。なので、動きを阻害しつつ複数へ継続ダメージを通せる【ポイズン】は、まだまだイイ働きをしてくれる。

　魔物たちの呻うめきを横目に、進む。

　激戦を経たこちらも無傷ではない。

　特にピギ丸の疲労が深刻そうだ。接続状態にあるせいか、ピギ丸の疲労がより伝わってくる。しかしそれでも、がんばってくれている。

　スレイも傷を負っていた。八本の脚のうち一、二本はまともに使えそうにない。

　小回りの精度も、低下している。

　俺自身も腿ももや腕に傷を負っている。ただ、出血はない。実は少し前にそこそこ深い切り傷を受けた。痛みはある。が、出血はほとんどしなかった。

　見れば、もうカサブタができ始めている。

　その理由の仮説は立てた。ステータスのＨＰ補正値だ。

　表示を見るとＨＰの数値が減っている。

　つまり、ＨＰ補正値の効果によって出血を抑えられる……？

　ふと、魂喰ぐいのビームで指先をやられた時のことを思い出す。

　あの時はすぐ指先を布で縛ったが、思い返すと、意識しなくていい程度の出血で済んだ。傷みもそこまで意識しなくてよかった。

　……そうか。

　ＨＰ補正値の役割は、痛覚を和らげたり、出血を軽減したりしてくれるのか。

　今まであまり負傷はしなかった。

　だからＨＰ補正は〝生命力が強くなる〟程度にしか考えていなかった。

　が、しかし。

　補正値が０になった時を考えると、少し怖い。

　本来の出血や痛みが、同時に押し寄せてくるかもしれない。

　また、これが【防御力】の効果である可能性もなくはないのだが――

「ま、今はそんなことを吞のん気きに考えてる状況じゃねぇよな……」

　スレイをゆっくり前進させ、少しずつ――速度を、上げる。

　左右斜め前方へ両の腕を突き出す。

「魔群帯のヤツらでもやっぱり、命は惜しいらしい」

　いよいよ理解し始めたヤツらも、出てきたようだ。

〝相手が悪い〟

　小～中型の魔物ほどその傾向は強いようだ。廃棄遺跡の魔物でも似た傾向を確認している。分が悪いと見るや、命を優先して逃走する。

「ぐ……ギぎィぃィ……」

　後ずさりする金きん眼がんの群れ。

　呼吸を整えつつ、フン、と笑みを歪ゆがめる。

「殺意を向けるなら……自分が殺される側に回るパターンも、想像しておけって話だ……」

　腐っても金眼の魔物――エサの価値はある。このまま蹂じゆう躙りんしてしまいたいところだが、

「いよいよ、くるか」

　俺の行動を、観察するためだろう。

　ある群れの一つが、適度な距離を取りつつずっとついてきていた。

　気配からするとけっこうな数が揃そろっている。厄介なのはこういう手合いだ。

　慎重で、残酷。

　漁夫の利狙い。獲物が疲弊し切ったところをおいしくいただく、小こ賢ざかしさ。

「……ふぅ」

　だらりと、腕を垂らす。呼吸による肩の動きを小さくしていく。息を、整える。

「はぁっ……はぁ、はぁ……」

　俺の疲労度合いを見て取った一匹が、ついにきた好機とばかりに木々をなぎ倒し、姿を現した。

「[image: ]ょィぃンぃビぃィぇェえエえエえエぎョろロろォ～ん！」

　瞬間、脱力していた腕に力を込める。腕を上げ、左斜め後ろへ突き出す。

　間抜けが。

　俺が〝疲れ切って動けない〟ように見えたのなら――




　テメェの、負けだ。




【パラライズ】を放った直後、すかさず【バーサク】を放つ。

「[image: ]ょィーっ!?　[image: ]ッ――ぶヒョ[image: ]ッ!?」

　死へと至る、血のしぶき。
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ１９９７→ＬＶ２０００】
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　これでＭＰは全回復……。

　及び、ＬＶ２０００到達。

　呼気を荒く吐きながら絶命した魔物を眺める。

　……ったく、あっさり引っ掛かりやがって。

「今まで俺のどこを観察してやがったんだよ、テメェは……、……で？」

　攻勢に出る機をジッとうかがっている最後の群れ。そちらへと、首を巡らす。

「同類を一匹犠牲にして、何か収穫はあったか？」

　息を、大きく吐き出す。

「〝おいしくいただく〟？」

　馬鹿が。

「喰くわれるのは、テメェらの方だろうが……」







　最後の群れとの殺し合いはさして時を待たず、すぐに現実の光景と化した。

　俺は状態異常スキルを乱発していく。

「――【バーサク】ッ！」

　さっき整えた呼吸……乱れるスパンが、短くなってきている。

　時おり、身体からだにも力が入らなくなってきていた。

　レベルアップもステータス補正も、疲労を完全に取り去ってはくれない。

　いい感じだ。

　俺の場合、こういう時ほど感覚や思考が冴さえてくる。

　と――この世界に来たばかりの頃の光景が鮮烈に甦よみがえってきた。

　そして、あの遺跡の廃棄者たちの死骸がフラッシュバックする。

　……そうだ。

「こんなとこで止まってたら、いつまで経たってもクソ女神に復ふく讐しゆうを果たせねぇだろうが」

　スレイを思い切り転回させる。馬ば蹄ていが、泥の上をスライドしていく。

　直前まで俺がいた場所に、人じん面めん種しゆの放った攻撃エネルギーの雨が降り注ぐ。

　あの魂喰いのレーザーみたいなヤツだ。

　地を穿うがったレーザーが水分を蒸発させる。

　横滑りの中、

「――ピギ丸」

「ピ、ギィィ……ッ！」

　触手を広範に、再展開。

　麻痺、暴、闇、眠、毒――凍結以外のスキルを総動員し、本格的な命めい奪だつ戦へと、突入する。

　殺し、殺して、殺し――――――――殺す。
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　襲いくる魔物どもも、必死だ。

〝――いい加減このニンゲンはコロす――〟

　死にもの狂い。今迫りくる魔物たちは、そんな表現の似合う形相をしている。

「――――ッ」

　近接で三匹を同時に相手取った時、それは起こった。

　回避が、間に合わない。

　ドガッ！

　横手の死角から攻撃を受けた。攻撃は、スレイの横っ腹に直撃。

　細い悲鳴を上げるスレイ。

「スレ――」

　が、黒馬は即座に闘志を奮い立たせる。甲高い、いななき。

「ヒヒィィィン！　ブルルルッ――グルルルルルァア[image: ]！」

　白い馬ば息そくと共に発された黒馬の咆ほう哮こう。

　もはや、普通の馬のそれではない。そしてまだしっかり動く七本の脚で見事、着地に成功する。スレイは一動作にて、姿勢を立て直した。

「ブルルルル……グゥゥゥゥ……ッ、グルルァ[image: ]！」

　ビリビリ、と空気が振動した。それは、雨すらも震えたように感じられるほどで。

　逆襲の威圧によって、数匹の魔物が数瞬ばかり臆したのがわかった。俺は、

「【パラライズ麻痺性付与】」

　その隙を、見逃さない。近場の数匹を、麻ま痺ひさせた直後――

「ブもぉおォぉォおオおオ、ぉ、ォ、ぉ、ォろ～！　[image: ]ニく、オにグ！」

　隆起した角を身体に複数生やした巨象が、飛び出してきた。

　普通の象のイメージと違って俊敏だ。しかし、この距離ならギリギリこちらの――

「ピギ丸」

「ビッ――、……ギッ……[image: ]!?」

　触手が、動かない。

　ＭＰの貯蔵はまだある。けれどもピギ丸の方が、

「限界か」

　いや、

「ピギ丸」

　そっと、肩口の細い突起に触れる。

「よく、やってくれた」

　本当にここまでよくがんばってくれた。

　十分だ。十分すぎるほど、おまえには力を貸してもらった。

　ピギ丸との接続を、解除。

「ピ、ィッ……ニュ、ィ、ィ～……！」

「いいから無理するな……もう休め。あとは、任せろ」

「ブルルルルルッ！」

　闘志をみなぎらせるスレイ。鼻息の荒い黒馬は〝ここからは自分に任せて、ピギ丸！〟とでも言いたげな気勢だった。

　おまえもとうに、限界を超えているだろうに。

　ポンポンッ、と、スレイの首の横を優しく撫なでる。

「本当に限界だと感じたら隠さず意思表示をしろ……そこからは、俺一人で片をつける。別れたあとは――セラスたち母親の方を、任せたぞ」

　おまえにはまだ守るべき相手がいる。

　それは少し、ずるい言い方だったかもしれない。

「……ブルル」

　少し迷ったあとスレイは〝……うん〟と言って、頷うなずいたように見えた。







　生存を賭けた殺し合いが、続く。

　実際は感覚より短い時間だったと思う。しかし、俺にはとてつもなく長い時間として感じられた。マスクを脱ぎ、

「……ぶっ！」

　口内の血だまりを吐き出す。

　血のついた口元を、破れたローブの袖で拭う。




　――――――――残り、一匹。




「ばギぃェがルうェんガりバるェるアるァ[image: ]ア[image: ]ア――――っ！」

　凄すさまじい勢いで一匹の魔物が接近してくる。

　……おそらく、人面種。

　なぜ〝おそらく〟なのか？

　それは、外見を目視できないためだ。

「……なるほど」

　野郎……他の魔物の死体を、盾にしやがった。

　状態異常スキルは対象を視界に捉えていないと付与できない。

　その性質を、見抜いたのだ。

　が、終わりは見えてきている――あと、少し。

「スレイ」

　傷から血を流すスレイに声をかける。

「ブルルルッ」

「最終局面だ」

　位置を変えて敵を視界に捉えるため、スレイを斜めに走らせる。

　が、人面種は旋回し自らを俺の視界に捉えさせない。

　死体の盾が常に俺の正面へ来るよう動いている。

　シンプルだが、効果的な対策。

　ピギ丸の触手が使えない今、射程距離は短くなっている。

　なので、射程内まで近づく必要性もある。

　視界、射程内、その両方におさめなくてはならない。

　ビシュゥ！

　死体盾の向こう側から、上空へ光の塊が射出された。

　粒子状の光点が複数煌きらめき、弾はじける。

　次の瞬間、雨の矢のごとく頭上からレーザーが降り注いだ。

「――ッ」

　直撃は避けたが、回避し切れなかった熱線の一本が左肩に命中した。

　他は、どうにかスレイの小回りで回避する。

　こっちの位置や動きは、音で察知してやがるのか。

　とはいえこの雨だ。音での察知はやや精度が落ちるはず。

　実際、あのレーザーにピンポイントの正確性はない。

　が、おおよその位置は把握されているだろう。

　……少し前からあったレーザー攻撃はこいつの仕業か。あれで安全圏からチクチク攻撃していたわけだ。しかもさっきは、俺の近くに集まっていた他の魔物も巻き込んでいた。

「なるほど……仲間意識の薄さがこちらの利になることもある、と」

　しかしこれは少々まずい状況である。敵は、状態異常スキルの射程外から攻撃可能。

　このままだと一方的に攻撃され続けるだけだ。

　まずは、敵を視界に入れないと意味がない。

　そして最大射程のスキルは、常にギリギリ届かない。

　距離を詰める方法を思いつかなければ――

　再び光点が中空に舞い、レーザーが降り注ぐ。

　どうにか回避するも、そこから反撃に打って出るには至らない。

　このままじゃ、ジリ貧になる。

「ピギ丸……悪いが、最後にもうひと仕事頼まれてくれるか。少し、危険だが」

「ピ！」

　ピギ丸が首をつついてきた。まるで、迷いが生じかけた俺を後押しするように。

　突起の色は――肯定の緑。

「恩に着る、相棒」







　三度、レーザーが射出される。

　直後、泥の上を勢いよく転がっていく物体があった。

　ゴロッ、ドチャッ、ゴロゴロゴロッ！

　蠅はえ王おうのマスク。人じん面めん種しゆが、その〝頭部〟に反応する。

　おそらく〝レーザーによって千切れた首〟だと、思ったはず。

「――シんジ[image: ]！」

　が、死体盾の向こう側の気配にすぐさま変化があった。

　人面種が急旋回する。囮おとりの〝頭部〟につられて、姿を晒さらすことはなかったが、

「ピッギィィィィイイイイッ！」

　スライムの鳴き声が、続く。すでにスレイも動き出している。そう、

　俺が人面種の姿を視認できる位置へと回り込むために。

　隙を作るのは一瞬だけでよかったが……ほんのわずか、遅かった。

　人面種の旋回速度の方がほんのわずかに、上回った。

　蠅王のマスクで気を逸そらし、敵の死角へ回り込む奇策だった。

　が――起死回生の策には、至らず。




「――【パラ、ライズ】――ッ」




「[image: ]ッ!?　し……[image: ]!?」

　今さら気づいても、もう遅い。

　――ピシッ、ピキッ――

　横からの回り込みはフェイクにすぎない。大本命は、




「上だ」




　偽の頭部を囮として放り投げ、人面種に考えさせた。

　これは囮を使って〝側面〟から回り込んでくる策だ、と。

　が、実は三段重ねの策だった。

　ピギ丸とスレイが〝回り込もうとする役〟。

　その馬上に、俺の姿はない。

　雨水を溜ためたマスクの〝頭部〟で気を逸らした際、足の固定部を解除。

　スレイに、俺を上空へと跳ね上げさせた。

　その際に発生する音は、ピギ丸の鳴き声でかき消した。

　麻痺状態の人面種に、理解が走ったのがわかった。

「そういうことだ。テメェは、視認させないことで俺のスキルを封じた」

　しかしそれは同時に、俺たちが死体の向こう側で何をしているか――

「テメェにも見えねぇってことだ」

　一方、これはピギ丸たちが攻撃を一身に受ける危険を伴った。

　しかし、それが起こる前に勝負を決めることができた。

　暴性付与くたばれ。

　人面種の頭部に着地するより前に、決めのスキルを放つ。

　ブシュゥゥッ！

　そうして――噴出した血が、下方から巻き上がってきた。







「……チッ」

　鋭い痛みに歯は嚙がみし、レーザーでやられた左肩の傷をチェックする。

　痛み自体はひどい。が、ＨＰ補正のおかげか出血の方はそうでもない。

　と、そこではたと気づく。

　ＨＰ補正値は……どうなってる？

「ピギ丸と接続解除してからは消してたんだったな……ステータス、オープン」

　ほんのわずかだが、半透明のステータス表示は視界を阻む。
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　ＨＰ：＋１３５／５８９８
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　補正は切れかかっていた。

　……思った以上に思考が鈍ってやがるな。意外と、もう危険域だった。

　もうＨＰ補正の恩恵を受けるのも難しい状態らしい。
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ２０１７→ＬＶ２０１９】



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




　ＨＰ補正値の数値が、動き始める。
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　ＨＰ：＋１３５／５８９８

　ＨＰ：＋１５６／５８９８
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　一気にＭＡＸになるＭＰと違って少しずつ回復していくのか。

　傷口にどう影響するかは、もう少し待たないとわからないが……。

「ただひとまず、この辺り一帯から魔物の気配は消えたな……ん？」

　ふと気づいて、ステータス表示の通知を見る。
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【スキルレベルが上がりました】
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　ここにきて【パラライズ麻痺性付与】のレベルが上がったらしい。

　さて、今回はどんな追加効果が……。

「何？」

　俺は口に手をやると、眉根を寄せて通知表示を見据えた。

「これが【パラライズ麻痺】の〝上位〟スキル……？」
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【上位スキルが解放されました】

【スロウ遅性付与】
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　足早に歩を進めつつ、通知を眺める。

　使用頻度の最も高い【パラライズ】の上位スキル……しかし、名前からして上位互換のイメージがない。どころか一見、下位スキルのような――

「いや、違う」

　俺の状態異常スキルは定番イメージだけで測るのは早計だ。

　ぱっと見は使えなそうに映るが、使い方次第で化ける。

　他のスキルも先入観を超えた力を持っていた。

　幾度となく俺を救ってきたハズレ枠の状態異常スキル。

　使いどころは、必ずある。

「適当なタイミングで、試用してみるか」

　しかし今はあいつらの状態確認が先決だ。

　俺は急いで、ピギ丸とスレイに駆け寄った。







「パ……キュ～……」

「いいから、力を抜いて休んでろ」

　泥水の溜まったぬかるんだ地面を一歩、踏みしめる。

　俺はスレイを担いで林の中を歩いていた。

　ピギ丸は、俺の腰のあたりに巻きついて休憩中。

　消耗しているせいか巻きつく力も弱々しい。

　スレイの方もやはり消耗しており、変身も解けていた。

　また、第一形態に戻っても右の後ろ足の傷はそのまま残っていた。

　傷口は一応布切れで縛ったが、重い疲労と相まって、歩行も覚おぼ束つかない様子だった。

「無理させて悪かったな、二人とも」

　あれほど暴力的だった雨は、もう止やんでいる。

　まるで、あの殺し合いの終わりとその引き際を合わせたかのように。

　曇天だった空は澄んだ茜あかね色いろに染まり始めていた。いずれ、完全に日が落ちるだろう。

　セラスたちは今もあの洞穴で待機しているだろうか？

　俺一人なら夜通し歩くのもやぶさかではない。闇にも慣れている。

　が、今のスレイの状態を考えると無茶は避けたい。

　複雑な迷路めいた樹海を、夕日が染め上げていく。

　髪先から足のつま先へ雫しずくが落ちる。そのつま先を、前へ進める。

　視界には絶え間なく殺さつ戮りくの爪痕が飛び込んできた。

　ささくれめいて断裂した木々などの痕跡が、殺し合いの激しさを無言で物語っている。

　辺りは、魔物の死体で溢あふれ返っていた。時おり、うめき声がどこからともなく聞こえてくる。毒状態の魔物がまだ残っているのだろう。

　先に続く荒れた道を、見据える。

「さて……頭の中の地図と現在地が、どのくらい合致してるかだが」

　さすがに現在地を常時意識しながら戦える状況じゃなかった。

「ま、この惨状を辿たどっていけばいずれは戻れるだろ」

「パキュ……ゥ……」

　と、スレイが尻尾を振り始めた。

「ん？　どうした？」

　尻尾は、一定方向へ振り上げ続けられている。

「そっちへ行けって？」

「……パキュ」

「おまえ……まさかこの状況でセラスたちのニオイがわかるのか？」

「キュン」

「――わかった」

　俺はスレイの指示に従い、さらに先へ進んだ。

　途中、ピギ丸が俺を心配してきたので、大丈夫だ、と答える。

　セラスがいなくてよかった。いたら今の〝大丈夫だ〟は噓うそ認定されていただろう。

「さすがにあの数を相手取って、無傷で済むとは思っちゃいなかった……ただ――」

　生き残れたのは、人じん面めん種しゆに魂喰ぐい級のヤツがいなかったのも大きかった。

　もしここで遭遇した人面種の平均値が魂喰い級なら、終わっていただろう。

「アレは百戦錬磨の廃棄者たちを地上へ出さないよう蓋の役目をしていたわけだからな……そりゃあ、別格を置いておくか」

　とはいえ、今日戦った中には頭が回る魔物もいた。だから、

「魂喰いが人面種の最上位と思い込むのも、危険かもしれねぇがな……」

　俺はしばらく無心で、足を動かし続けた。







　息を、つく。

「……………………だよな」

　弱ってる獲物を見つければ当然そうなる。見逃す理由などない。

　魔物が、集まってきていた。

　ただしこれはポジティブな捉え方もできる。

　脱落した魔物がのんびりうろついているエリアまで、戻ってきた。

　……魔物の強さはそこそこ、か。

　今はスレイを担いでいる。俺もそろそろ疲弊の色が濃い。

　数で押され続けると厳しいが――

「この数と強さなら、どうとでもなる。だったら……ステータス、オープン」

　新スキルを、試してみよう。

　消費ＭＰは【５０００】。

　他のスキルが【10】だから、一気に跳ね上がったな……。

　とはいえＭＰ残量は６００００以上ある。一発くらい試しても問題ないだろう。

　効果がどうあれ、だめなら他の定番スキルで処理すればいいだけだ。

　猛たけりの魔声が、夕闇を震わせた。

　魔物が、四方から一斉に襲いかかってくる。

　スレイとピギ丸がアクションを起こそうとしたが、任せろ、と制止する。

「【スロウ遅性付与】」

　さて、どんなものか――

「……、――――ッ!?」

　目を、瞠みはる。

　視線をまず釘くぎづけにしたのはステータス表示。ＭＰ項目が、物もの凄すごい速さで減っていく。

「なんだ……このスキル？　これじゃあピギ丸と接続してる時くらいの……いや、下手すりゃそれ以上の――」

　はたと、気づく。

　予想以上のＭＰ減少速度に、意識を奪われている間に――

　左右から、矢と槍やりが、放たれていた。

　が、思った通り大した腕ではない。特に槍は完全に的を外している。

　俺は腰の短剣を抜き放った。セラスと比べれば弓の腕も雲泥の差だ。

　あの程度の矢ならこれで落とせる。

　判断を一瞬で済ませ、俺が動き出そうとしたその時だった。

「…………あ？　遅、い？」

　槍も、矢も、魔物の動きすらも。

　枝葉から落ちる珠たま雫しずくすら、遅く。

　そう、何もかもが微妙に――遅い。

　けれど、俺だけが普通に動ける。

　自分の動きには変化も違和感もなかった。

　だから【スロウ】の変化に気づくのが遅れたようだ。

「それに……」

〝スローモーション〟と呼べるほどには遅くなっていない。

　ピギ丸やスレイは？

「ピィ」

「パキュ～」

　声をかけると、普通に返事がきた。鳴き声が遅くなったりはしていない。

　これは俺と密着してるからか？

　でなければ……半径何メートルまでなら影響を受けない、とか？

　あるいは、両方……？

「……少し手を離すぞ、スレイ」

　腕を、突き出す。

　この魔物の接近速度……俺の側には、十分な余裕がある。

　状況的に危機に陥る心配もなさそうだ。

　だったら――サクッと、検証しておくか。

「【パラライズ麻痺性付与】」
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【重複使用はできません】
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　上位スキルとの併用は不可か。お次は、

「【ダーク闇性付与】、【バーサク暴性付与】、【ポイズン毒性付与】」
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【重複使用はできません】
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　どのスキルも、併用できない。

「単体でご使用ください、と。ま……」

　短剣を逆手に持ち替え、早足で魔物との距離を詰める。

「やり方次第で、色々使えそうだ」

　歩きながら構えを取り、減速している槍の横を通り過ぎる。

　世界はまだ遅さを保ったまま。

　俺は、槍を投げた魔物の手前まで来た。魔物は困惑している。無理もない。

「あと、これも確認しておくか」

　空いている方の左手を前方へ突き出した姿勢のまま、前進する。

　すると、ある距離まで近づいたところで――

「グ、る……？　ガぅッ――」

　魔物の遅性が、消失した。

　が、普通に動き出したのを見て俺はすぐ手を引っ込めた。

　魔物は再び、遅ち性せいの世界へと引き戻される。つまり、

「範囲、か？」

　俺の半径１メートルに入ると遅性が消える。

　だからピギ丸とスレイは影響を受けない？

「なら……」

　一足にて素早く魔物へ肉薄し、刃で魔物の喉を搔かっ切る。

　ブシュゥッ！

　遅性が消える範囲は、理解した。そしてこの【スロウ】状態……。

「相手が防御へ移る動作が、かなり遅れる」

　つまり、俺が先んじて攻撃をあてやすくなる。これなら急所も狙いやすそうだ。

　相手からすれば恐怖だろう。

　目の前に攻撃が迫っているのに、防御を取るための動作が遅れるのだから。

　俺は、他の魔物を処理するために踵きびすを返した。

　残る三匹の魔物。三者三様、その表情は当惑と恐怖に染まっている。

「……、――待てよ？」

　発動時……俺は、四匹すべてを視界に捉えていなかった。

　前後左右から一斉に襲撃を受けたのだ。そう、魔物は〝四方〟から襲ってきた。

　今までの状態異常スキルの性質は〝視界に捉えていないと発動条件を満たせない〟だった。しかしこの新スキルは、

「視界に対象を捉えてなくても、範囲内なら対象すべてに効果を及ぼせる……？」

　なるほど――〝上位〟スキルか。

　思考を走らせる。

　たとえば、どうしても奇襲や不意打ちを受けたくない局面や、相手の攻撃範囲からなんとか逃れたい時に上う手まく使えば、活躍できそうな気がする。

「効果を及ぼす最大範囲も、あとで検証すべきだな。あとは……」

　触れ合っている対象が、遅性の影響を受けずに動けるのかどうか？

　ブンブン振られているスレイの尻尾。

　時おり半径１メートルを超えている――気がする。

　が、尻尾の動きは遅くなっていない。

　つまり……俺と触れ合っていれば、その相手も動けるのか？

「ん？　なんだ、この数値……？」

　俺は、ＭＰ表示横の追加表示に気づいた。
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　残：１３５９／５０００

　残：１３１３／５０００
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　数値がどんどん減少していっている。てことは、

「使用時の消費ＭＰ５０００が０になるまでが、効果持続時間か」

　と、そこで一つのある予測が組み上がる。

「……一々これが表示されるってことは、もしかすると」

　思考を巡らせつつ、俺は急いで残る三匹を処理した。

　やがて、１３１３あった数値が０になった。

　世界の速度が、戻る。

「俺自身のＭＰ残量はまだまだ余裕がある……そして――」

　さらなる魔物の気配がした。

「これも、試してみるか」

　少し進み魔物の方に近づき、検証を開始。

「【スロウ】」
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【クールタイム中です】
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「そうなるわけか」

　この新スキル、一回ごとに〝ＭＰ５０００分ぶん〟という区切りが設けてある。

　これは、何を意味するのか？

〝一回の使用でＭＰをすべて投入できない〟

　つまりＭＰ全消費で長時間ぶっ続けの使用ができないのだ。要するに〝ＭＰが尽きるまで、ずっと【スロウ】状態で無双！〟みたいな真ま似ねはできない。

　ＭＰ５０００消費で一回分。ひと区切り。

　５０００を使い切ると、さっきみたいに自動解除される。

「発動と解除を小刻みに繰り返す戦法は取れない、と」

〝クールタイム連続使用不可〟

　便利な力には何かしら制限がつく。世の中そんなものだ。

　いや、手持ちの状態異常スキルはそれでも便利すぎるが……。

　振り返り、歩を進める。

「ともかくこれで【スロウ】の性質は――ある程度、把握した」

　あとはいつも通り、処理すればいい。

「て、わけで……、――ッ？」

　がくっ、と膝が折れかけた。が、踏ん張って持ち直す。

　……そこそこ足にきてるな。

　短剣を収める。

　クールタイム中なので今【スロウ】は使えないが、問題ない。

　身体からだに力を込め直し、いつも通り腕を突き出す。

「今の状態でこの数と戦やるのは少々きついが、おなじみのスキルで相手をしてやる……ん？」

「パ、パキュッ！」

　唐突にスレイが、興奮し出した。

「……ああ、わかってる」

　妙なヤツが一匹まじってる。そいつは、凄すさまじい速度でこちらへ迫ってきている。

　……今の俺の状態だと少し厄介そうだ。できれば、こいつを先に片づけたい。

　目の前のヤツの方へ手を向ける。

　他の魔物も迫っているが、いち早く片づけるべきはこいつ――

　ズバンッ！

　断裂する魔物の身体。宙に引かれる、弧の血ち糸いと。

「グルル……ガルルルルルゥゥゥ……ッ」

　俺は、腕を下げた。

「そうか」

　スレイが興奮していたのは、そういうことか。

　……一応、この目が出るのは想定していたが。

「ようやく見つけたぞ、我が主トーカ」







　黄おうの弾丸と化し、迫る魔物をなで斬りにしていくイヴ。

　相手は大攻勢の脱落組。最強の血けつ闘とう士しの相手にはならない。

　刃の血を飛ばしながら、イヴが戻ってくる。

「無事……とは、言えぬようだな」

　イヴの毛は重そうに雨を吸っていた。……雨の中、俺を追ってきたわけだ。

「やっぱり、ジッとしてられなかったか」

　確信までいかなかったが、想定はしていた。

　イヴは意固地なところがある。よく言えば真面目で、責任感も人一倍強い。

　このタイプは善よし悪あしがある。しかし、無責任よりよほどマシだと俺は思う。

「すまぬ……だが魔物たちを呼び寄せてしまったのはやはり、我に責が――」

　手で制す。

「もう聞き飽きた。謝罪は、一回でいい」

　口端を緩める。

「……ほんと責任感が強いよな、おまえは。ほら、行くぞ」

　俺が歩き出すと、イヴは黙って後に続いた。やがて、

「なぜ……我を叱責せぬ？」

「可能性は想定してたからな。結果的に見ても、俺はイヴのおかげで助かったんだ。それでいいさ。さて……これから暗くなる。夜目での支援、頼んだぞ」

「……目印はつけてきた。セラスたちのもとへ戻るまで、迷いはせぬはずだ」

「ここにいるってことは、セラスの説得も上手くいったか」

「そなたの助言が役に立った」

「そいつはよかった」

「うむっ……、――で、ではなくてだなっ！　そなたはっ――」

「〝甘すぎる〟か？」

「い、いや……そなたは決して甘い気質の男ではない。それはわかっているのだが……我に対しては、いささか寛容がすぎると感じる」

「その寛容ってのは、どの基準での話だ？」

「き、基準……？」

「俺の基準じゃお咎とがめには値しない。それだけの話だよ。それに……」

　イヴは悪意を持ってるわけじゃないし、自分の行動に決して無自覚なわけじゃない。

　自省するし、自罰的な面もある。

「自分の行動を省みることのできる相手をそれ以上責める意味なんて、ないだろ」

「……トーカ」

　クク、と嗤わらいがこぼれる。

「正論モドキをふりかざして他人を叱責できるほど、俺も立派な人間じゃねぇしな……」

　叱責しようものなら、滑稽もいいところだ。

　イヴはしばらく口をつぐんだ。黙したまま、俺の後ろを静かについてくる。

　夜の帳とばりが魔群帯を覆い始めていた。ムッとしたニオイが鼻をつく。雨と植物の醸すニオイがまじり合っていた。雨上がりの涼気が、肌を控えめに叩たたく。

　イヴが、口を開いた。

「スレイとピギ丸は、大事ないのか？」

「大丈夫とは思うんだが……戻ったらセラスに診てもらった方がいいかもな」

　スレイの身体を、イヴが優しく撫なでた。

「スレイ……ピギ丸と共に、よくトーカを守り抜いてくれた」

「パキュニ～」

「我が担ごう」

　イヴが俺の肩からスレイをひったくる。しかも、

「……俺もか？」

　イヴのもう片方の肩に、俺も担がれた。ぱっと見は露骨にムキムキな腕ではないのに、この腕力。改めてすごい。素直にそう感心させられる。

「ふふ、これが我の取り柄なのでな」

　心の声を見透かしたようなことを言う。

「途中で魔物が出たら一度降ろすか……もしくは、そなたの力を頼りにしてよいか？」

「任せろ」

「うむ、我らの主あるじは頼もしいな」

　責任感からくる心のつかえもようやく取れたか。イヴは迷いなく歩を進める。

　と、数分歩いたところで彼女がふと立ち止まった。何か思い出した、という風に。

「そういえば、伝えておいた方がよさそうな話がある」

「ん？」

「そなたを捜す途中、そなた以外の異界の勇者と出くわした」

　イヴは俺を捜す中で起きたあいつらとの遭遇について、話した。

「――鹿か島しまと高たか雄お姉妹、か」

「カシマという少女は名乗っていないが、そう呼ばれていた」

　２‐Ｃの連中……来てたか、ここに。目的は、

「金きん眼がんの魔物を殺して経験値ＥＸＰを得るため、だろうな」

　そしてあの大移動に巻き込まれた、と。

　鹿島を巻き込んだのは少々気が引けるが、あの高雄姉妹が一緒なら無事戻れただろう。

「トーカ、あのヒジリ・タカオという少女は何者なのだ？　あれは、タダ者ではない」

「……ま、同意はするけどな」

　高雄姉妹は２‐Ｃにおいて異質な存在だった。あの桐きり原はらたちすら存在を意識的にスルーしていたくらいだ。女好きの柘ざく榴ろ木ぎも、あの姉妹とは距離を置いていた。

　……まあ、柘榴木は別の意味で姉妹に興味深々だったようだが。

　存在としてのアンタッチャブル不可触。

　得体が知れない。妹の樹いつきはまだ把握できるが、姉の聖ひじりは……。

　奥底に潜む感情は、まるで摑つかめなかった。

「会話を拒否するわけではないし、普通に会話も成立する。やや難解な言い回しを用いがちなものの、内容自体は理路整然としている……そんな印象だった」

「そう聞くと、十分まともな人間だよな」

「そうなのだ。しかし――」

「〝人間〟と話してる感じがしなかった、か？」

「あ、ああっ……そんな感じでな」

　あるいは、高雄聖はいくつかの感情が欠落しているのかもしれない。

　単に感情表現が苦手というパターンも、あるにはあるが……。

　高雄聖とは元の世界で交流があったわけではない。

　学内の裏美少女ランキングとやらで上位だったのは知ってる。

　ある日、小お山やま田だがそれをネタに高雄姉を弄いじろうとした。高雄姉は、

『そういう順位づけの行為が好きな人たちは、巷ちまたで流行しているマッチングアプリでもやった方がいいと思うけれど。もちろん、やりたい人だけの集まりで』

　普段通り、そう軽くあしらった。自分自身に興味がないタイプ、とも取れるか。

　にしても、鹿島や高雄姉妹が魔群帯にいるってことは――

「当然、他の連中も来てるわけだ」

　桐原拓たく斗と、小山田翔しよう吾ご、安やす智とも弘ひろ、十そ河ごう綾あや香か。

　誰も脱落していなければ、だが。

　あと、２‐Ｃには戦いくさ場ば浅あさ葱ぎもいたな……。

　あいつは桐原とは別ベクトルでヤバいタイプだろう。なんにせよ、イヴは遭遇相手に恵まれた。桐原や小山田と遭遇していたらどうなっていたことか。

　俺は２‐Ｃの連中について、少しイヴに話した。

「承知した。キリハラ、オヤマダ、ヤス、イクサバという者に気をつければよいのだな」

「あと、戦場浅葱って女は〝イクサバ〟って呼ぶと内心すごく不機嫌になるから〝アサギ〟って呼んだ方がいいかもな……煽あおって冷静さを失わせたいなら、別だが」

「ソゴウとやらはどうなのだ？」

「悪いヤツじゃない……俺としても一応、恩義がある」

「わかった、覚えておこう」

　そして、ここで連中と接触する必要はない。

　仮に女神が同伴してるとなればなおさらだ。

　状態異常スキル無効化の対策になるかもしれない禁呪をまだ手に入れていない。

　手に入れるまで〝三み森もり灯とう河か〟には死んでいてもらった方がいい。

　２‐Ｃの勇者たちが女神への復ふく讐しゆうの障害となりうるのは予想できる……。

　どういう形であれ、いずれ衝突する可能性も低くはない。

「高雄姉に俺の名を明かさなかったのは、正解だったな」

「ヒジリは言葉巧みな女でな。ヒヤヒヤしながらの会話だった」

「あれは多分、敵に回すと厄介だぞ」

「む、トーカでもそう思うのか？」

「でもまあ、俺が絶対敵に回したくない相手ってのは他にいるけどな……」

　その相手と比べれば、気持ち的には何倍も楽と言える。

「と、トーカにそうまで言わしめる者がいるのか」

「ああ」

　叔父さんと叔母さん。

　もし敵に回ったら、どう戦えばいいのかまるでわからない。

　戦えるとも、思えない。

「俺が無条件で白旗を上げてもいいと思えるのは、あの人たちくらいだ」







「どうにか、辿たどり着いたな」

　途中、数匹の魔物と出くわしたが、難なく片づけた。

　俺たちはそうして、セラスたちのいる洞穴の近くまで戻ってきた。

　洞穴近くには魔物の死体が転がっていた。俺とイヴが片づけた魔物ではない。

　転がる死体には、眉間に矢傷のある魔物もまじっていた。イヴと視線を交わす。

「セラスだな」

「うむ」

　刃傷を目にしたイヴが唸うなる。

「見事な剣捌さばきだ……仲間を呼ばれる危険を避けるため、声を上げさせぬよう喉を狙って確実に搔かっ切っている」

　俺たちが洞穴に歩み寄ると、スレイが短く鳴いた。

「――スレイ殿？」

　剣を携えたセラスが、姿を現す。

「と、トーカど――」

　ハイエルフの声が急速に色づいた。と思ったが、

「――、トーカ殿……よくぞご無事で」

　その声色はすぐさま色いろ褪あせた。もう平淡な冷静さを取り戻している。

　……浮かれかけた自分を律したらしい。

　洞穴へ向かってセラスが小さく手招きすると、リズが顔を出す。

「おねえちゃんっ……、トーカ様っ……」

　明かりの灯ともった安あん堵どの表情。しかし一転、リズは青ざめて口元へ両手をやった。

「スーちゃんっ……」

　イヴから降ろしてもらい、俺は言った。

「セラス、スレイを診てやってくれ」







　手当てを終えたセラスが近寄ってきて、俺の隣に座る。

「スレイは？」

「命に別状はありません」

「そうか」

　ピギ丸も疲れがひどいだけのようだ。休めば大丈夫だろう。

「やっぱり馬の面倒は慣れてるのか？」

「幼い頃から触れ合っていましたからね。スレイ殿は普通の馬と少々違いますが、第二形態までは同じようなもののようです」

　セラスには俺の傷も手当てしてもらった。今、俺の肩口には包帯が巻かれている。

「傷の手当てもできて、幅広い知識もあって……精霊の力も使えて、剣も使えて、馬術も得意で……言うことなしだな」

　セラスが項うな垂だれる。その表情は、暗い。

「…………面白くもないハイエルフですが」

　あまりにアレだったので、思わず俺はがくっとなった。

「なんでまだそんなこと気にしてるんだよ、おまえ……」

「面白いハイエルフになるためには、何をすればよいでしょうか？」

「いや……仮にオモシロハイエルフを目指しても、その先の景色はけっこう微妙だと思うぞ……」

「生来の気質と言いますか……元の素材がよくないのでしょうか？」

「いや、使うべき料理が違うって話だろ」

　俺は息をついた。セラスの額を、人差し指でつつく。

「……ぅ？」

「変なところでズレてるんだよ、おまえは」

「やはり、ズレていますか」

「目端は利くし、頭の回転もいいんだけどな……」

　セラスが青い瞳を丸くする。少し、嬉うれしそうだった。

「トーカ殿からはそう見えるですか？」

　口調が少し変だった。浮かれているのだろうか？

「自分の美点に自覚がなさすぎると、最後は嫌みになるぞ」

「……王宮でも、似たようなことを言われた記憶があります」

　苦笑するセラスの声には、気後れ気味のニュアンスがあった。

　なるほど、社交の場でいわゆる〝ウィットに富んだ会話〟ができなかったわけか。

「真面目な交渉事や式典における振る舞いなら、それなりにこなす自信はあるのですが……くだけた会話となると、なかなか難しく感じます」

「真面目に返そうとしすぎるんじゃないか？」

　相手に合わせ、偽の自分を演じる。

　それができないと、そういう場では気疲れしやすいのかもしれない。

「……ま、そういうセラスの存在が俺にはありがたいけどな」

「今のままの私でいいのでしょうか？」

「面白い会話だけが、コミュニケーションのすべてじゃないだろ」

「うぅむ……納得してしまって、よいのでしょうか？」

「言いくるめられてる気がするか？」

　細い指先で、セラスが色白い頰をカリカリとやる。

「……少々」

　俺はセラスの膝上を指差した。裾から、揃そろえた太ももが顔を覗のぞかせている。

　そこには俺の上着が置いてあった。今日の戦いで何か所か破れてしまったのだ。

　太ももの傍そばに添えられているのは、簡易式の裁縫道具。

「裁縫も、できるヤツとできないヤツがいる。裁縫なんて俺には無理だからな。けどおまえは、できないヤツに存在価値がないとは思わないだろ？」

「もちろんです」

「そういうことだ」

「――あ」

「おまえがどう思おうと、俺はおまえの存在に感謝してるよ」

「…………はい、ありがとうございます」

　と、

「よし」

　控えめに奮起したセラスが針と糸を手にし、いそいそと裁縫を始める。

　裁縫の件を褒められて気をよくしたのだろうか？

　その薄はく桜おうの唇は、穏やかに緩んでいる。

　……あれが家庭的な雰囲気ってヤツだろうか？

　厳格さと、包容力。

　セラス・アシュレインの内には、その二つが絶妙なバランスで共存しているのかもしれない。







　セラスが時間を確認する。

「そろそろ、交代の時間ですね」

　……もうそんな時間か。

　セラスを連れて洞穴の方へ向かうと、俺は【スリープ眠性付与】を解除してイヴを起こした。

　目覚めたイヴが傍らへ視線をやる。

「リズは、このまま寝かせてやってよいか？」

「ああ、今は寝かせておいてやろう」

　身を縮めて眠るリズ、身を伏せて眠るスレイ、省スペースなピギ丸。

　この洞穴は狭いので、奥の方はその三名で埋まってしまう。

　残るスペースは人間サイズ二人分。一人は、外へ出ざるをえない。

「俺が起きたらすぐ出発する」

「承知した」

　できれば魔女のところへすぐ向かいたいが、傷や疲労を考えると厳しい。

　先は未知の領域。休息を挟み、余力は確保しておくべきだろう。

　イヴが外へ出ていく。あいつなら、安心して歩ほ哨しよう役を任せられる。

「……さて、寝るか」

「ええ、そうしましょう」

　衣服の裾を整えながら、セラスが敷き布の上に膝をつく。

　隣の敷き布の上に、俺も横になった。布にはまだイヴの体温が残っていた。

　腕を枕にし、目を閉じる。

「…………」

　目が冴さえて、眠れない。自分に【スリープ】をかけると解除ができない。

　これはさすがにリスクが高い。急な脅威にも対処できなくなる。

「――眠れませんか？」

「神経が昂たかぶって眠れないみたいだ。ま、横になれるだけでもマシだろ……」

　では、とセラスが自分の両膝を叩たたく。

「これで気の昂ぶりが鎮まるかどうか、わかりませんが」

「……この前のお返しか？」

「あの時とは違い、冗談のつもりではありませんよ？」

「寝ろ」

「その……実は私も、気が昂ぶって眠れそうになく」

　なるほど、今のは建前か。

　声の調子でわかった。どうやら、したいらしい。

「…………じゃ、遠慮なく」

　身体からだの位置をずらし、セラスの膝に頭を乗せる。

　一般的な枕とは違う感触。体温があるから、温度の有無も違う。

「膝枕なんて、ずっと昔叔母さんにしてもらったくらいだ」

「……………………」

「……セラス？」

　見上げると、胸元越しにセラスの顔が確認できる。

　ジッと俺を見おろしている。その青い瞳は、ぼうっとしていた。

「セラス」

「……え？」

「今日は疲れたか？」

「――ぁ、……そうですね、さすがに今日は疲れたかもしれません」

「膝枕も適当に切り上げて、おまえも休め」

「はい――あの、トーカ殿」

　セラスが、唾を飲んだ。

「意識的に、ですよね？」

　ん？　意識的？

　身体を起こそうとした俺は、動作を中断する。

「なんの話だ」

「あなたの私への接し方は、少しずつ変化していきました」

「……気づいてたか」

「はい、私なりに」

　たとえば、だ。

　呼びかける時、俺は少しずつ〝あんた〟から〝おまえ〟に変えていった。

　他の距離感も意識して〝作って〟いった。

　自然に感じられるよう移行していったつもりだったが……完璧とは、いかなかったか。

「今は指示を出す立場だしな……そういう〝上からの態度〟を作っていかないと、所々歯切れが悪くなるのを感じてた」

　これはイヴに対しても同じだった。実際、イヴの方も以前は少しやりづらそうだった。

　が、変えて以後は指示と動きが絶妙に嚙かみ合い始めた。

　見おろすセラスと、目を合わせる。

「不快か？」

「いいえ。ただ……」

　セラスが俺の頭の両側面に手を添えた。まるで、包み込むように。

「お独りで、抱え込まないでください」

「……そんなしんどそうに見えてたか」

「先日魔物が一斉に襲ってきた時も、トーカ殿は十分対処できるという態度を取っていました。イヴやリズはその態度を見て、心強く感じたようですが」

　セラスの細い指が俺の前髪を優しく梳すく。俺は、そこで気づいた。

「所々、噓うそがあったか」

「――はい」

　精霊の力で俺の〝虚勢〟を看破した、と。

「あの数を相手取るなら、状態異常スキルとピギ丸との合体技を持つ俺しかいない……その俺が少しでも不安を覗かせたら、イヴたちも不安になる。特にイヴはあの性格だろ？　罪悪感が強くなれば、自己犠牲の行動をとりかねない」

　だから、安心させる必要があった。

　トーカなら、必ず生き残る。

　態度や表情も駆使し、そう思わせる必要があった。

　まあ結局、イヴはのちにこの洞穴を飛び出してしまうわけだが。

「……たまに怖くなるのです。自らに重荷を課しすぎたトーカ殿がある日……ふっと、壊れてしまうのではないかと。それが、心配で」

「…………」

　事実、このセラスの懸念はのちに最悪の結果として現実のものとなる――

「――とかなるのが……ま、お約束のパターンなのかもしれないけどな」

　ククッ、と嗤わらい飛ばす。

「トーカ、殿……？」

〝最悪〟

　幼い頃に置かれていた環境が、俺にとってはもはや〝最悪〟の極致だった。

　狭いアパート。

『腕ぇ折るぞ、ガキ』『頭ぁ下げろ、ガキ』『ぶちぃ殺すぞ、ガキ』『ほらトーカぁ今日は少し薄めてやったぞ！　洗剤ジュース！　飲めぇ！』『なんだその目わぁトーカぁ……おい壊すぞ？　ぶっ壊すぞ？』『あたしなんでこいつ産んでんの……なんで、流してねぇの!?　気ぃ遣って、せめて腹ン中で壊れとけよトーカぁ！』

　狭すぎた、地獄。

　あの時、殺意と共に、強くこう思った。

〝壊せるもんなら、壊してみろよ〟

「他のヤツはどうか知らねぇが……どーも俺は、そう簡単に壊れるようにはできてないらしい」

　俺は多分すでに自分の思う〝最悪〟を通り過ぎている。

　きっと俺にとって、あれ以上の〝最悪〟はない。

　女神に中指を突き立てたあの時……。

　のちの、廃棄遺跡。

　それらを経て、俺はあの頃の〝トーカ〟を取り戻していった。

　時間と共に、作り上げた〝普通〟が自分から剝がれ落ちていくのがわかった。

　もし〝普通〟のままだったら、この世界で早々に壊れていたのかもしれない。

「ですがそれは、もしかするとトーカ殿がそう思い込んでいるだけで――」

「セラス」

　右手を上げ、セラスの滑らかな頰に手を添える。

　彼女は身じろぎ一つせず、視線も逸そらさなかった。

「はい」

「どうしても俺のことが心配なら、そうならないよう――」

　このやり方演出で、いい。

「俺を、全力で支えろ」

「――――はい」

　凜りんと澄んだ答え。セラスが、そっと、俺の右手に指を絡ませてきた。

「どうかこの私にお任せください、トーカ殿」

　俺が手を戻そうとすると、セラスの手も自然と離れた。

「あの……ですが、お辛つらい時は遠慮せずなんでもおっしゃってください。私にできることでしたら、どんなことでもお応えしますので」

「相変わらず過保護な副長だよな」

　くすっ、と微笑ほほえむセラス。

「せめて、献身的と表現して欲しいのですが」

「……姉がいたら、こんな感じなのかもな」

「ふふ……そういえばトーカ殿は、おいくつなのですか？」

　ん？　話してなかったか？

　俺は、年齢を口にした。セラスが目をぱちくりさせる。

「え？　トーカ殿……、年下なのですか!?」

「いや、ハイエルフってやっぱり長寿なんだろ？　そりゃそうだろうとしか……」

　だからこそ、命令口調に慣れるのに苦労してた面もあるわけで。

　自分を指差すセラス。

「19です」

「……おまえの年齢？」

　こく、と首肯するセラス。

　……思った以上に、若かった。いや……読書量も、知識もすごいし――

「１００年とか生きてると、勝手に思い込んでたんだが……」

「その、ですね……一生の内で肉体の状態が最も活発な時期を私たちは〝活かつ体たい期き〟と呼んでいるのですが……エルフ族は他の種族と比べて、その活体期が長いとされています」

　健康寿命が長いみたいな感じだろうか？

　プラス、アンチエイジング要素――そんな感じか。

「とはいえ、外見と年齢の一致度が人間とそう変わらぬ者もいます。者によっては活体期が短く、中には死を迎えるまで人間の寿命とほぼ変わらぬ者もいます」

　で、ハイエルフはその活体期が特に長くなりやすい種族だそうだ。

　若く活発な時期が１００年とか２００年続く。中にはそんなハイエルフもいる、と。

　ただ、セラスはまだ生まれて19年しか経たっていない。なので、まだ活体期を測れる年齢には達していないそうだ。そうか……セラスは比較的、若いハイエルフなのか。

　ん？

「――って、待て。そもそも、俺をいくつだと思ってた？」

「20代前半から、中盤くらいかと……その……あなたはあまりにも落ち着きがありすぎると、言いますか」

「……なるほど」

　俺は、少し冗談めかして言った。

「で、これから俺は弟みたいな扱いになったりするのか？」

「い、いいえ――あなたはこの〝蠅はえ王おうノ戦団〟の王です。年下であろうと、忠誠を誓った王への態度を今さら変える気はありません。どうか、ご安心を」

「蠅王、か……といっても、蠅王のマスクは顔を隠すために着けてるだけだしな……ま、気に入ってはいるんだが。ただ、さすがに俺は王様の器じゃないだろ」

「いいえ、トーカ殿」

　セラスが、顔を近づけてくる。

「あなたは今や私の――」

　彼女の艶やかな金髪が、その白い頰に、サラリと垂れた。

「かけがえのない、たった一人の王です」







　気づけば、意識は薄れていた。

　眠気がやってきたらしい。意識は、深い闇へと落ち込んでいく。

「……ーカ……の……ぉ……に……っ……か？」

　セラスが何か言っている……ようだ。しかし、何を言っているのかわからない。

　違和感と、奇妙なぬくもり。

　どこか心地よさを覚える感触だけが、俺の意識の水面を、たゆたうように撫なでている。

　意識は、そこで落――







　◇【セラス・アシュレイン】◇




　膝の上で目を閉じたトーカを、セラスは覗のぞき込むように眺めていた。

「トーカ殿……もう、お眠りになったのですか？」

　控えめに声をかけてみるも、返事はない。

　やがて、トーカの身体からだから力が抜けていくのがわかった。

　すっかり眠りに落ちたのだ。

　穏やかな寝顔だった。

　眠りはとても深く見える。

　なんともなさそうに振る舞ってはいたが、疲れ果てていたのだろう。

　壊れ物にでも触れるように、セラスはトーカの額に手を添えた。

　何も反応はない。

　もう一度声をかけてみるも、やはり返事は戻ってこなかった。

　ここまで深く眠るトーカを見るのも珍しいかもしれない。

　彼は、いつでも臨戦態勢にあるような男だ。

　何かあればすぐに目を覚まし、すぐさま戦いに臨めるようにしている。

　本人は廃棄遺跡で過ごした日々の影響だろうと話していた。

　完全に眠りに意識を奪われれば一気に死の確率が跳ね上がる。

　彼が廃棄遺跡で味わった悪夢の日々がどれほどかは、想像もつかない。

　セラスは、トーカの額から前髪にかけてを慈しむように撫でた。

（ただ、あなたは自らの力でその悪夢から脱出した――復ふく讐しゆうのために……）

　そして今も、復讐達成のために走り続けている。

　こんなにもボロボロに、なりながら。

（トーカ殿……）

　寝顔になると、途端に彼の顔つきにはあどけなさが溶け込んで映る。

　これが本来の年齢相当の顔つきなのかもしれない。

　セラスはふと、胸の内に強烈な愛いとおしさを覚えた。

　本能的な熱にいざなわれるように、トーカの上半身に触れる。

「――――」

　触れて、いた。

　細身だが男らしい体つき。

（これが……トーカ、殿の――）

　彼の身体のぬくもりが、てのひらを通して伝わってくる。

　上半身とはいえ、自らの意思で男の裸体に手で触れたのはいつ以来だろうか？

　おぼろげに思い出せる記憶といえば、まだ故郷で過ごしていた幼少の頃に父の背に触れたことくらいだろうか？

　しかし……今触れている相手は、自分にとって父とはまるで違う特別な存在。

　まさか自分の〝特別〟が人間になるなど、故郷にいた頃は夢にも思わなかった。

　その人間の特別な温かみを、セラスはこのままもう少し感じていたいと思った。

　起きないだろうか？

　起こして、しまわないだろうか？

　懸念が脳裏を何度もよぎるが、彼にもっと触れていたい欲求の方が、まさった。

　普段おさえつけているせいだろうか？

　歯止めを失ったように、トーカへの想おもいが雪だるま式に膨らんでいく。

（……ここまで無防備なあなたは、初めてかもしれませんね）

　この稀き少しようとも呼べる無防備さが、自分を大胆にさせているのかもしれない。

　今のトーカは、それほどに安心しきった顔をしていた。

　セラスは締め付けられるような、しかし、どこか甘美な鼓動を感じながら、トーカの頰を優しく撫でた。

（自分が誰かをこんな風に想うことがあるなんて、想像もしていませんでした……）

　恋。

　古今東西のあまたの物語を彩ってきたその言葉を、セラスは、どこか他ひ人と事ごととして捉えていた。

　けれど今は、自分の確かな感情として存在している。

　少しでも、触れていたい。

　少しでも、近づきたい。

　旅を続ける中、彼と距離が縮まるのを感じるにつれて、秘めた胸の高鳴りはその大きさを確実に増していった。

　これまで読んできた男女の恋物語を思い出す。

　神話的な物語にせよ、中にはそういった色恋沙汰が登場する本もあった。

「…………」

　相思相愛となった恋人たち。

　愛の嵐の中で燃え上がった彼らが、その果てにどんな行為に及んだかというと――

「――――ッ」

　拡大していく顔の火照りに無言の叱しつ咤たを送りながら、セラスは、熱く濡ぬれた吐息を整えようと試みた。

　乱読と呼んでいいほど、目につく本を片っ端から読んでいた時期があった。

　中には男女の夜の営みを記した本もまじっていた。

　あの頃は意味もわからず読んでいたが、内容はしっかり頭に刻み込まれている。

「…………」

　考えたことも、なかった。

（もし……仮に、私がトーカ殿とあのような関係になったら――）

　セラス・アシュレインも、トーカとあのような行為をするのだろうか？

　その時、ビクッ、とセラスの肩が小刻みに跳ねた。

　トーカが、寝返りを打ったのだ。

　膝に触れる頭部の感触の違いに、下を向くと――




　トーカの顔が、下腹部の方へうずめられていた。




　恐る恐る顔を近づけ、

「と、トーカ殿……？」

　努めて混乱を抑えながら、呼びかけてみる。

　が、反応はない。意識がある感じもない。

　本当に寝返りを打っただけらしい。

　安あん堵どの息をつく。

　傷を負った左肩が下だったら、痛みが走って起きていたかもしれない。

（右肩が下なので……寝返りを打った際、傷口が刺激されなかったのは幸いでした。ただ、これは――）

　セラスは、ただならぬ熱を持ち始める自分の身体に気づいていた。

　いよいよこれはまずいかもしれないと判断したセラスは、細心の注意を払いながらトーカを膝枕から敷き布の上へと移すと、そのまま仰あお向むけに寝かせた。

　これでも、トーカは起きなかった。

　トーカの寝顔を眺めながら、セラスは目を閉じて自分を戒める。

（私も、疲れているのかもしれません……）

　セラスは落ち着くために、水でも飲もうと立ち上がりかける。

　その時、足にしびれが走った。

（しま、った……ッ）

　ずっと膝枕をしていたせいで、足がしびれてしまったのだ。

　足がもつれ、躓つまずいてしまう。

　セラスは勢いそのままに、トーカの上に倒れ込みそうになった。

　が、咄とつ嗟さに両手をつく。

　おかげで、トーカの胸に自分の胸の先が触れた程度で済んだ。

「――――――――」

　これでも、起きない。

　心から安心し切って、眠っている……。

　その寝顔は――あまりにも、無防備と言わざるをえない。

　目と鼻の先と言っていい距離に迫った彼の面差しから、セラスは、気づくと目が離せなくなっていた。

　水気を帯びた長く熱い吐息だけが、自分の唇から漏れ出ている……。

　世界の他の音が、消失したような感覚に襲われた。

　無防備なトーカの顔がこんなにも、近く、に――

「――――トーカ、殿」

　熱に浸蝕された意識が数拍ほど喪失した。

　そしてそれが再び戻ってきた時、セラスの唇は――




　トーカの唇に、触れていた。




　彼の身体に寄り添うように、セラスは、その身を確かにトーカと接触させていた。

　トーカの胸板には、ほんの少しだけだった自らの胸が完全に密着している。

　鼓動を、感じた。

　この鼓動が、彼の意識を覚ましてしまわないだろうか？

　彼の左肩の傷口にさわらないだろうか？

　薄い光明めいたこの二つの懸念だけが、今のセラスにとっての理性的な領域と言えただろう。他のことはもう、もはや思考としての機能を失っていた。




　とても長く、唇を、重ねていた。




　時間が停止したかのような感覚。

　息が次第に荒くなってきている自分に、気づく。

　もはや頭だけではない。すでに身体も、妖しげな熱っぽさに支配され始めた。

　トーカが起きるか否かは、もはや行動を決する判断材料として考慮されてはいない。

　そうだ……もう、起きたら起きたで――

「！」

　セラスはその時、ハッとして我に返った。

　慌てて唇を離し、熱に浮かされていたその身をトーカから素早く引き剝がす。

「――――ッ」
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　――王に仕える騎士として、あるまじき行い。

　あってはならぬ。誓いの言葉を、かすませる行為。

　セラスは急速に熱を失っていく息と、冷たいものに変わっていく汗を感じながら、青ざめて口もとを拭った。

「……つい、勢いで」

　出番を待っていたとばかりに、後悔が波となって押し寄せてくる。

　湧き上がってくる自責の念と、胸に広がっていく強烈な恥じらいの感情。

　そういえば以前も同じようなことがあった。

　トーカへの想いが加速し始めると、理性が働かなくなってしまう時がある。

　けれどそれは、なんの言い訳にもならない。

　自分は色情に狂う傾向でもあるのだろうか？

（そんな馬鹿なこと……いえ、しかし現実に私は理性を失って――）

　自分自身が、信じられない。

（何よりも……だめです、こんなやり方では……）

　いくらトーカが起きている時は自分の想いを隠さねばならぬからといって、相手が眠っている間にこんな形で想いを一方的に伝えるなど、間違っている。

　不意に、セラスの内に不安が渦巻き始める。

　もし、トーカが途中で目を覚ましていたら……。

　そう考えると、ぞっとした。

　セラスは無意識的に、濡れた自らの唇に触れる。

　目を覚ましてしまっていたら、なんと説明すればよかったのか？

　己への猜さい疑ぎ心しんと罪悪感に軽いめまいを覚えながら、セラスは、トーカに背を向けて横たわった。けれど、

「…………」

　眠りにつこうとするも、どうやっても寝付けそうになかった。

　心音の大きさが異常なほど大きく感じられる。

　先ほどの熱情的な鼓動ではない。

　これは怯おびえや葛藤からくる鼓動だ。

　――さっきのことを、話すべきだろうか？

　いや、話すべきだ。話さなくてはならない。

　隠し通すのは卑ひ怯きようでしかない。卑劣だ。しかし、

（あんな行為……なんと、説明したら――）

　まさか自分は、今の行為でトーカが寄せてくれていた信頼を台なしにしてしまったのではないか？　今の行為を告白したら、トーカの信頼を失ってしまうのではないか？

　とめどない感情の渦がセラスの内で暴れ回る。

　当然、眠りにつけるはずもなく……。

　それこそ、トーカから【スリープ眠性付与】でもかけてもらわなければ眠ることなどできそうになかった。

（いえ、いつか……そう遠くないうちに、やはり打ち明けねばなりません。トーカ殿が許してくれなくとも……黙っているわけには、いかないでしょう……）

　少し泣きそうになりながら、セラスは身を縮めた。

（……ただ、申し訳ありませんトーカ殿。もう少し……もう少しだけ私に、打ち明ける勇気を蓄える時間を、ください……もう、少しだけ……）

　その時だった。

　背後で――トーカの目覚めた気配が、した。







　◇【三森灯河】◇




「――――――――」

　意識が、覚醒する。

　傍らの懐中時計を確認。

　……ほとんど、寝てないか。

　意識が落ちてから10分経たったかどうか、という程度だ。セラスは、

「…………」

　背を向けて横になっている。起きては、いるみたいだが――

「……、……？」

　違和感。

　今の俺の上半身は巻かれた包帯のみ。

　そして、肌の露出した胸元を中心として〝それ〟はあった。

　不思議な余韻。他より少し、高い温度……。

　違和感は、もう一つ。口元に手をやる。

　唇に、あたたかな湿り気。妙な具合に、濡ぬれている。

　俺は、無言でセラスの背中を見やった。

　恥じらい、緊張、驚きよう愕がく、後悔、罪悪感、……自覚。

　入り乱れる感情が、読み取れた。

「…………」

　上体を起こし、俺は自分の前髪にくしゃりと触れた。

「まだ、眠れないか？」

　声をかけると、セラスの丸い肩がピクッと反応する。彼女は深く、息を吸った。

「申し訳、ありません」

　果たしてそれは、何に対しての謝罪だったのか。

「なんで謝るんだよ」

「す、すみません」

　……ここは、気づいてないフリをすべきだろう。

「スキルで眠らせてもいいか？」

　今のセラスにとっても多分それがいい。

　身体からだをかすかにキュッと縮めると、セラスは答えた。

「お願い、します」

「――【スリープ】――」

　ほどなくして、規則的な寝息が聞こえ始めた。

　セラスが寝返りを打ち、仰あお向むけになる。

　横目で様子をうかがう。……完全に、熟睡しているようだ。

　息を、つく。

　薄々勘付いてはいた。

　シビト戦以降、セラスは意識的に俺と適度に距離を置いていた。

　おそらく俺に気を遣っていたのだろう。

　そういう感情が、復ふく讐しゆうの旅の邪魔にならないように。

「にしても……思ったより、大胆なやり方できたな」

　少し驚いた。いや、

「でもまあ……そう、なるのか」

　効果が、覿てき面めんすぎた。

　心身共に疲弊し切った孤独な逃亡の旅路の途中で、ようやく気を許せそうな相手と出会い、あの追い詰められた局面であんな風に、助けられてしまったら。

　もし、俺が逆の立場だったら。セラスにそうやって、助けられていたら。

「惚ほれちまってもおかしくはない……ただ――」

　意識が落ちる前、俺はセラスが寝たあとで寝るつもりだった。

　なのに――意識が、落ちた。

　セラスの膝の上で、完全に意識が落ちた。

　……完全に、だ。

「そうか。俺も、いつの間にか――」

　規則正しく胸を上下させているセラスを、眺める。

「おまえにそこまで気を許すように、なってたのか」







５．魔女の領域




　休息を終えた俺たちは洞穴を離れ、一路先を急いだ。

　出立直後はまだ辺りも暗かったが、ほどなくして、空は薄闇から朝焼けへと移り変わっていった。

　この日の朝の魔群帯はいやに静まり返っていた。

　清せい冽れつに澄み渡った空気が、心地よく肺を満たした。

　さしたる障害には遭遇しなかった。先日の殺し合いで近辺の魔物が減ったせいだろうか？　あるいはこの辺りが魔物たちから危険地帯と認識されたか。とにかく、

「トーカ」

　イヴが、俺の隣に立つ。

「ああ」

　地図を確認する。

　ここから先はいよいよ魔女の棲すむ領域に入る。

　俺たちを示す光点と、魔女の位置を示す光点。

　二つの光点の端と端が重なり合っている。

「もう引き返せないぞ、イヴ」

　口端を歪ゆがめる。

「ま……今さら引き返す気なんざ、ないだろうけどな」

　うむ、と夢見た血けつ闘とう士しが頷うなずく。

「無論だ」

　そして――俺たちは魔女禁忌の領域へと、足を踏み入れた。







　森の中を進む途中、セラスが何かに気づいた。

「これは……魔術刻印ですね」

　木の幹の低い位置に、記号めいた印が彫り込まれていた。低い位置のため地面から生える雑草に阻まれ見えづらい。多分、わざと見つかりにくくさせているのだろう。

　セラスは、意味を探るように刻印を眺めていた。

「条件が揃そろうと発動する罠わな、みたいなヤツか？」

「この刻印は確かそのようなものですが、式の一部が破損しているので、おそらく発動はしません。かなり古いもののようです」

　古いもの、か。

「実は魔女がもう死んでるなんてのは、勘弁してもらいたいところだが」

　まずは、生存してるのかどうか。

　たとえば初対面が干からびたミイラだったなんてのも、ありえなくもない。

　そこはもう、対面してみないとわからないが。

　セラスに視線を飛ばす。

「トーカ殿？」

「……疲れは、残ってなさそうだな」

「？　え、ええ……トーカ殿の【スリープ】のおかげで……」

　ほんのわずかだが、セラスの表情に罪悪感が見て取れた。

　その揺らぎを、俺は見逃さなかった。罪悪感の理由はなんとなく想像がつく。

　彼女が昨晩俺にした行為。

　……そうか、覚えてはいるのか。が、俺が気づいたことには気づいていないようだ。

　なら――このままでいい。

　ここであえて言及する必要はない。自分なりに反省もしてるようだし……。

　それに、セラスならいずれ自分から打ち明けるだろう。

　そういう人格の持ち主だ。俺の方は普段通り〝我が主あるじ〟を演じていればいい。

　俺はただ〝その時〟を、待てばいい。セラスの中でこれと思う時機がくるまで。

「にしても、魔物の気配がとんとないな」

　俺が言うと、独りごちるようにセラスが呟つぶやく。

「……結界の力、かもしれませんね」

　やっぱりあるのか、そういうの。

「結界は高度な術です。魔術由来と精霊由来の二つが存在しますが……今の時点では、どちらのものか私には推測できません」

　さらに先へ進むと、

「なんだ、あれは？」

　最初に〝それ〟を目に留めたのは、イヴだった。

　現れたのは複数本の石柱だった。それが、大地に深々と突き刺さっている。

　各々サイズが微妙に違う。点在しているのは、十本そこそこ。

　石の表面に刻印が確認できる。刻印は、ぼんやり淡い光を発していた。

「あの刻印は機能しているようですね。ここから先は、警戒を――」

　イヴの耳が、ピクッと動く。

「セラスよ。その刻印とやらだが……もう発動しているらしいぞ」

　イヴが剣の柄つかに手をかけるが、すでに俺が、両腕をもう前へ突き出している。

「【パラライズ麻痺性付与】」

　――ピシッ、ビキッ――

　刻印の光が、弱まっていく。

　石柱は何か形を成そうとしていた。

　変形？　変身？　なんにせよ侵入者対策の何かだったはずだ。

　が、変形は完了せず、今は人型になりかけたと思おぼしき状態で停止している。

　セオリー通りの、先手必勝。

「ま……侵入者迎撃用のゴーレムとか、そんな感じだろ」

　ミルズ遺跡で遭遇したあの変身する石像に効いた。なら、効くかもしれないと思った。

「トーカ」

　イヴが視線で荷物を示す。示したのは、背負い袋に括くくりつけられているハンマー。

　以前、アシントの死体を砕いたものだ。あれで壊すかどうか尋ねているらしい。

「いや、麻ま痺ひ中に自分から無理に動いて壊れるなら仕方ないが……こっちから無闇に破壊して魔女に好戦的な輩やからだと思わせたくない。可能な限り、ああいうたぐいは壊さない方向でいく」

　麻痺状態の石柱は、無理に動こうとはしなかった。

　動くとヤバいと本能的（？）に察したのだろうか。

　ゴーレムでも命が惜しいのか。あるいは――魔女の命令か。

　石柱ゴーレムの強さもわからぬまま俺たちは森を抜け、開けた場所に出た。

　湖のほとり――そんな景観。

　鬱うつ蒼そうとしたおどろおどろしさはない。むしろ、活力に満ちているとでも言おうか。

　瑞みず々みずしさの漂う樹林。心なしか、他と比べて空気も澄んでいる気がする。

　きょろきょろするイヴ。関心を滲にじませつつ、彼女は感嘆を口にした。

「魔物の気配一つ、ないとは」

　つまり、

「完全に魔女の領域ホームに、入ったか」







　セラスが楕だ円えん形けいに近い湖の縁に立った。首を伸ばし、湖面を覗のぞき込む。

「水底が、光っていますね……」

　俺は隣に立つ。

「あれは魔素の光か？」

「おそらくは」

　澄み切った水で岩肌もよく見える。魚は、いない。

「魔素ってのは、水中であんな風に光るんだな……」

「あれは魔素量が多いためでしょうね。この深さであの光量は、相当な量です」

　前かがみの姿勢のまま斜め後ろへと首を巡らせ、セラスは汚染樹を見上げた。

「この豊富な魔素量と、あの枯れ切った巨樹……真逆の印象ですが」

「……莫ばく大だいなあの魔素は、日頃から魔女が使用してるのかもな」

　俺とセラスは並び立ち、湖のほとりに建つ少しいびつな形の小屋に視線を注いだ。

　そして、後ろで控えるイヴたちに声をかけた。

「行くぞ」

　湖畔に建つ小屋のドアに、鍵は掛かっていなかった。

　ドアを開け、警戒しつつ中を覗き込む。

　中は意外と普通だ。いかにも〝湖畔に建つ小屋〟といった風情。

「中は我が探ろう。セラスはここで、リズと外の見張りを」

「わかりました。気をつけてくださいね、イヴ」

「うむ……トーカ、そなたはドア付近で待機していてくれるか？　何かあれば、頼む」

　俺は腕を突き出し、もう片方の手で短剣を抜いた。

「わかった――何かあれば、すぐ動く」

　イヴが物色を始め、部屋の壁際にある梯はし子ごを見つけた。

　手と足をかけると、イヴは二階へのぼっていった。が、すぐ戻ってきた。

「なんの変哲もない屋根裏部屋だ」

　イヴは再び一階の家探しを始めた。

　屋根裏を除き部屋数は二つ。俺は、ザッと見える範囲へ視線を配する。

　少ない家具や調度品は古びて見える。暖炉は長らく使われた形跡がない。

　各所に埃ほこりも溜たまっている。人が生活していた余韻が、ない。

　少なくともひと月は、この小屋は使われていない。

「トーカ、しばらく静かにしていてくれるか？」

「わかった」

　イヴが耳を張り、部屋の壁や床を、手の甲で叩たたき始めた。

　と、彼女が動きを止める。

　注視しているのは部屋の中央。そこには、絨じゆう毯たんが敷いてあった。

　踵かかとでイヴが、何度か絨毯を小突く。

「下に、何かある」

　イヴが絨毯を剝ぎ取ると、手が入るくらいの窪くぼみと取っ手が現れた。

　よく見ると床に四角い継ぎ目がある。……床下に何か隠されてるわけか。

　俺も家の中に入ってイヴの隣に立つ。

　ピギ丸の突起が伸びてきて、一緒に取っ手を覗き込む。

「ピニ？」

　視線でイヴが問うてきたので、俺は頷きで返す。

　イヴは視線を元に戻し――取っ手を、引いた。

　と、床が跳ね上がった。そして、下の闇へと続く階段が姿を現す。

「ふむ……典型的な、隠し方だが」

「魔女は多分、これを隠すのにそこまでこだわってないな……」

　隠し部屋というより、ただの出入り口に思える。

　この時点で罠のたぐいはなさそうだった。セラスたちを呼び、俺は魔法の皮袋に魔素を注入する。皮袋が、淡く光り出した。

「ここからは、俺が先頭で下りる」




　　　　　▽




　途中からは螺ら旋せん階段になっていた。

　下り切ると、そこには解放感ある空間が広がっていた。

　岩の天井、岩の壁面、岩の地面。壁面の凹凸は削られて滑らかになっている。

　魔素由来と思われる燭しよく台だいが、いくつか壁面に設しつらえてあった。

「あれも、ゴーレムか……？」

　土くれの魔法生物が、俺たちに背を向けていそいそと動いている。

　壁の整備でもしているのだろうか？

　スキルは――使わなかった。

　まず注意自体こちらへ向けてこない。壁の傍そばで何か、黙々と作業している。

「トーカ殿」

　俺の名を呼んだセラスの視線の先に、巨大な扉があった。扉には水晶球が嵌はめ込まれている。俺たちは、扉の前に立った。

「セオリー通り、魔素で開くといいんだが……」

　ちなみに、俺たちが移動してもゴーレムはどこ吹く風だった。

　振り返りすら、しなかった。無視してよさそうだが――

「ピギ丸、あいつに妙な動きがあれば一応知らせろ」

「ピギッ」

「さて」

　水晶球に、てのひらをあてる。

　魔素を練り込み――送り込む。

　すると、水晶球内で魔素が波打ち始めた。まるで中で液体が躍っているかのようだ。

　水かさが、ゆっくり上昇していく。おそらく満タンになれば開く仕組みだろう。

「この扉、魔素を喰くう量が並外れてやがる……」

　必要量が馬鹿みたいに多い。廃棄遺跡にあった扉の比じゃない。だが、

「ＭＰ魔素の多さだけは、自信アリでな」

　魔素の供給を続ける。ユラユラした青白い光が、水晶球を満たしていく……。

　そして、

「これで、満タンだ」

　半透明の黒だった水晶球が完全に青白い光で満たされた。

　――キュィン――

　開錠と思しき、短い音。




　そして――扉が、開いた。







　◇【鹿島小鳩】◇




　イヴと名乗った豹ひよう人じんの女性。

　彼女と別れたあと、鹿か島しま小こ鳩ばとは薄暗い森を歩いていた。

　日が落ちかけている。薄闇の森。心細さしかない風景。

　けれど、不安感は希薄だった。

　小鳩の前後を歩く高たか雄お姉妹。心強さの理由は、彼女たちだろう。

　小鳩は「あの」と前置きしてから、礼を述べた。

「改めてありがとう――ございました、高雄さん」

「うぉぉ、すげぇ改まってんのなー鹿島って。名前呼びでいいぜ？　アタシら二人とも高雄だし。あと、その敬語って癖？　同学年なんだし、いらねーよ？」

　樹いつきが軽い調子で声をかけてくれる。気を遣ってくれているのだ。声の感じでわかる。

「……樹さんたちは、すごいね。こんなところでも、前の世界にいた頃と立ち振る舞いがぜんぜん変わらなくて」

　後ろを歩く聖ひじりが、言った。

「人間なんて、異世界でなくとも変わる生き物よ。きっかけにはなるかもしれないけれど、結局どちらの世界にいても変わる人間は変わるし、変わらない人間は変わらないわ」

「ひ、聖さんもやっぱりすごいよね……」

　ただ〝すごい〟としか言えない。自分の語彙力の乏しさが、嫌になる。

（あれだけ小説を読んでても、いざ生の会話となるとさっぱり言葉が出てこない……）

　脳内で巧みな会話を組み上げようとはするが、すぐバラバラになってしまう。

　やはり生のコミュニケーションは苦手だ。自分も変わろうとがんばっているつもりではある。でも、深く根を張った部分は変えられないのかもしれない。

「ところでアタシさ、ちょっと鹿島に聞いてみたかったんだけど」

　あの高雄樹が自分に聞きたいこと。なんだろうか？

「う、うん……何、かな？」

「なんで浅あさ葱ぎのグループにいんの？」

「え？」

「どう見ても鹿島って、イインチョ寄りじゃん」

「それ、は――」

　小鳩は、アライオンの王城にいた頃のことを思い出した。




　　　　　△




　最初の試練の達成条件は、魔物を殺すこと。

　しかし小鳩は殺せなかった。できなかった。そんな時、浅葱がこう囁ささやいた。

「ビビリなポッポちゃんのために、頼りになる浅葱さんが力を貸してあげちゃうぞい」

　結果を言えば――殺さずに達成できた。前方には、魔物の死体が横たわっていた。

「ポッポやるじゃ～ん！　ビクついてテンパった末のラッキーヒットぽかったけど、結果的に試練突破じゃ～ん！　これにて一件落着♪」

　浅葱のその宣言は露骨に声が大きかった。

　周りに聞こえるようわざと大きくしたのだろう。

　浅葱が近づいてくる。斜め後ろから、肩に肘を乗せてきた。

「うむ！　おムネは足りすぎだが頭の方が足りぬポッポにもわかるよう、説明してしんぜよう」

　優しい、語り口。

「人類は手を取り合って生き残ってきたんだニャ。でも、ちゃんと手を取り合って協力し合わないと次は潰し合いが始まるんだワン。だからアタシらも、協力し合わなきゃだめコケ～」

　自分の足は小刻みに震えていた。まるで、蛇に身体からだを搦からめ捕られているみたいだった。

　この時、戦いくさ場ば浅葱を〝怖い〟と思った。返事ができない。言葉が、出ない。

「小鳩サン」

　背後から、浅葱の手が左胸へと伸びてくる。

「ヒトのお話、聞いてマスカ？」




　　　　　▽




「わたしは、このまま……浅葱さんのグループにいる」

　樹が腕を頭の後ろで組んで、飄ひよう々ひようと言う。

「個人的に、浅葱はなーんかヤバい気がするんだけどなー……」

　いつの間にか身体がじっとり濡ぬれている。

　雨の水分ではない。嫌なこの感じは、よく知っている汗だ。

「うん、知ってる」

　小鳩の言葉に、無邪気な表情で首を傾かしげる樹。

「ん？　鹿島もヤバいと思ってんのか？……浅葱に弱みでも握られてんの？」

「ううん、ちがうよ」




　　　　　□




『ポッポさぁ～ほんとは綾あや香かんトコ行きたいんだよね？』

『うん……最初は、そうだったんだけど』

『ほー？』

『今は、ほら……浅葱さんには試練での恩があるから……』

『うお～！　よい心がけじゃ～！　浅葱さん、感動』




　　　　　▽




　浅葱グループから、逃げない。それが、

「それがいつか十そ河ごうさんを、救うかもしれないから」

　目をぱちくりさせる樹。

「へ？」

　微笑を作ろうとするが、無理だった。

「浅葱さんはわたしのこと、馬鹿だと思ってるから……あと多分、あんまり本音を漏らせる相手がいないんだと思う……」

　浅葱は大抵の女子と仲がいい。友だちだって多い。

　でも、親友の影がない――そう、ずっと。ずっとだ。

「浅葱さんは頭がいいから、本音を漏らす相手はすごく選んでると思う。それで、わたしが浅葱さんを怖がってるのを、浅葱さんもきっと知ってて……だから、その……わたしは浅葱さんに絶対逆らえないと思ってるはずなんだ……」

（実際、わたしと話してる時の内容は他の子と違うことが多い……）

　表面的でなく本質的、とでも言おうか。

　小鳩は読書好きだ。そのおかげか、そういう機微がわかる……気がする。

「本音を隠し続けて生きるのは、本人が思うよりストレスになるものよ」

　聖が口を挟んだ。

「偽りの仮面だけで人生をずっとやり過ごせるほど人間は強くできていない。それに普通は頭の切れる人間ほど、どこかで自己顕示欲が鎌首をもたげてくる。自分の優位性を確認――主張したくなるのね」

　樹の眉間に皺しわが寄った。その目はバッテンになっていた。

「んん～？　姉貴……つまり、どーゆーことだ？」

「頭がいい人は、自分の頭のよさを誰かに自慢したくなるってことよ」

「あーなるほど。あれ？　姉貴も頭いいけど……そーなん？」

「こうして喋しやべっている以上、ないとも言い切れないでしょうね」

「姉貴でも、か」

「まあね、人間だもの」

　聖は薄く微笑ほほえむ。

「まあ……頭が切れすぎる人だと、もはや自己顕示欲とは別次元でものを考えていたりもするけれど」

「んー自慢相手かぁ……あ、あのさ……アタシって、ちゃんと自慢して意味がある相手になってるか……？」

「自慢の妹なのは間違いないわね」

「ふへへー♪」

（今の聖さんの返答……多分樹さんの質問の答えになってないよ、樹さん……）

　しかし、言葉には出せない小鳩であった。

「けど鹿島さー？　浅葱がおまえに本音を話すのが、なんでイインチョのためになるん？」

「話すよ」

「ん？　話すって、何を？」

「浅葱さんは絶対どこかで自分の大事な計画を、わたしに話す」

　少なくともヒントは、口にするはず。

「もし十河さんの身が危なくなる何かを浅葱さんが仕掛けようとしたら……彼女の一番近くにいるわたしが――」

　胸に手をあてる。心臓を、落ち着かせるようにして。

「いち早く十河さんに、それを伝えに行けるはずだから」

　樹の足が止まる。

「鹿島、おまえ――」

「大丈夫だよ」

　渇いた喉へ、ごくっ、と唾を送り込む。

「〝ビビリで馬鹿なポッポ〟がこんなこと考えてるなんて……浅葱さんは、思いもしないはずだから」

　仮に思いついても、実行できる度胸なんてない。

　戦場浅葱ならそう思うはず。

　正解だ。実際そんな度胸など、小鳩にはない。

　そう、今はまだ。

（…………だから、強くならなきゃ）

「鹿島さんを捜しに来たのは、正しかったようね」

　聖ひじりがふと、そう言った。小鳩はそこで、ずっと抱えていた疑問を思い出す。

「そ、そういえば……聖さんたちはどうしてわたしなんかを助けに来てくれたの？」

「今の十河さんには生きた鹿か島しまさんが必要だから、かしら」

「わ、わたしが？」

「つまらないもの」

「え？」

　聖が、鞘さやに収まった剣の柄つかに触れる。

「女神は今回、私たちに内緒でこの遠征に別働隊を送り込んでいた。誰も口を割らなかったから、推測の域は出ないけれど……目的は、おそらく十河さんのグループの女子を暗殺すること」

「……えっ!?」

「十河さんの大切な仲間を死なせて、心的負荷を与えるつもりだったんでしょうね」

　小こ鳩ばとはショックを受けた。

「な、なんでそんなひどいことっ……召喚したのは、女神さまなのにっ……みんな元の世界に戻るために……女神さまのために、大たい魔ま帝ていを倒そうとがんばってるのに……っ！」

「女神は従順な駒としての十河さんが欲しいのよ。それはつまり、Ｓ級勇者がそれほどの価値を持つという証左だけれど……ただしそのためには、まず心を破壊しないといけない――洗脳し、再構築するために」

　ようやくつかえがとれたような顔をする樹いつき。

「あーそっか……だからあいつら、アタシらをコソコソつけてきてたのか……」

　まだ妹には説明していなかったらしい。

「そして鹿島さんの死も、おそらく十河さんには大きな悪影響がある。見ていればわかるわ」

（そ、そうなんだ……聖さんにそう言われると、ちょっと嬉うれしいような気も……）

「つまらないわ」

　闇の中、言葉を編む聖。

「今の十河さんの心が壊れれば、その後の展開は容易に想像がつく」

　雨水で濡れそぼった姿。水分で肌にぴったり張りついた布地。

　そのせいで、聖の肢体のラインが強調されている。

　細身だが弱々しさはない。薄闇の中、泰然と佇たたずむ凜りんとしたその立ち姿。

　小鳩は、言い知れぬ凄すごみを覚えた。

「鹿島さんはさっき、みんなが元の世界へ戻るためにがんばっていると言ったわね？」

「え？　う、うん……」

　口もとに張りついた濡れた数本の髪を、聖は細い指先で撫なで、優雅にほどく。

「帰還条件である大魔帝打倒。もし、果たしたとしても――」

　高たか雄お聖。

　玲れい瓏ろうで、怜れい悧りで、冷厳で。

（……聖、さん）

「私にはあの女神が素直に私たちを元の世界へ還かえすとは、どうも思えないのよ」







「おーポッポ戻ってきたじゃーん！　心配したぞよ～」

　帰還した小鳩たちを２‐Ｃの面々が出迎えた。

　いの一番に抱きついてきたのは、戦いくさ場ば浅あさ葱ぎ。

「んでー？　なんで高雄ズと一緒だったん？」

「途中でたまたま会って、助けてもらって……」

　高雄姉妹へ視線をやる浅葱。

「フーン、高雄ズもなかなか人情派っすなぁ…………へぇ……」

　と、小走りに駆け寄ってくる女子の姿が目に入った。

「鹿島さん……っ」

「ぁ……十河、さんっ」

　駆け寄ってきたのは十河綾香。綾香が、小鳩の両肩に手を添える。

「無事だった？　怪け我がはない？」

　心から心配してくれていたのが伝わってくる。

　小鳩は思わず、嬉しさで頰を緩ませた。

「うん、高雄さんたちのおかげで……」

　あえて〝聖さん〟や〝樹さん〟とは呼ばなかった。今は、親密になったと思われない方がいい気がしたからだ。特に浅葱に対しては。

　綾香が、高雄姉妹に感謝の視線を送る。

「そう、高雄さんたちが……」

　帰還直後、高雄姉妹はニャンタンに軽い報告をしただけだった。

　他の生徒と絡む様子はない。と、思われたのだが――

「勝手に消えてこのオレの貴重な時間を浪費させた自覚は、識しっておけ……」

　なんとあの桐きり原はら拓たく斗とが、双子に話しかけた。

　今までクラスで、ずっと存在しないものとして扱ってきたのに。

「へー……どうしたんだよ桐原？　あんたがアタシらに絡んでくるなんて、珍しいじゃん」

　ふてぶてしく応じる樹。彼女は、聖と桐原の間に身体からだを差し込んでいた。

　姉を、庇かばうかのように。

「十そ河ごうが、脱落候補に入った」

「……は？　なんの話だ？　いきなり意味わかんねーぞ」

「残るまともなＳ級は高雄聖だけかもなって話をしている……このオレがな」

「いやだから、意味わかんねーって」

「姉妹共々オレの下につくか、脱落者の側に回るか……おまえらはいずれ決めざるをえない」

　樹の目が据わっていく。

「頭にウジでも湧いてんのか、桐原」

「高雄樹、おまえにキリハラ王の器の言葉は過ぎた賜たま物もの……姉のオマケが、今日もよく吠ほえやがる……」

「姉貴のオマケってのは否定しねーけどよ……今までアタシらをスルーしてた裸の王様が、急にどーしたよ？」

　深くため息をつく桐原。

「ようやくキリハラ王の器の自覚が出てきただけだ……何度も言わせるな。いわゆる〝成績が良くても頭が悪い〟ってのは、まさにおまえのことか……」

「期末テストの総合点で何度かアタシに負けてるあんたに、言われたくねーよ」

　桐原が、コキッ、と首を鳴らす。

「オレはゼネラリスト志向だからな……つまり、テストの点だけにリソースを割くほど愚かじゃねーって話になる」

「ぜ、ぜね……何？」

「にしても……」

　桐原が、聖の腕に手を伸ばした。

「聖……妹の躾しつけが、なってねーぞ」

　姉へ到達しかけた桐原の手を、ぐいっ、と樹が阻む。

「何勝手に、姉貴に触ろうとしてんだ」

　聖は表情一つ変えず黙している。彼女の瞳は、桐原を観察しているようでもあった。

「オレの中だと……今のところは慈悲の心で手加減する手はずになってるが……」

　息をつき、髪を後ろへ撫でつける桐原。

「格差を見せつけるから、無事には済まねーぞ……」

「やれよ」

　沈黙。一瞬、まるで時間が停止したような間があった。そして、

「【金色龍ドラゴニツク――」

　――ゴォォオオオ……――

「【雷撃ライトニング、ここに巡る者シフター――】」

　――バチッ、バチチッ――

「うぉらーそこまでだー、ガキんちょどもーっ！」

　実は、ニャンタンも止めに入ろうと動き出しかけていた。

　だが止めに入ったのは――四し恭きよう聖せいの長女、アビス。

「これ以上メンドクサイ空気にするならなー!?　礼儀知らずのアホのオヤマダみたいに、ぶん殴っておとなしくさせちまうぜー!?　おらぁ、どーする!?」

　見ると、頰にアザを作った小お山やま田だ翔しよう吾ごがアビスの後ろに立っていた。

　憎悪のまなざしでアビスを睨にらみつけている。多分、何かしでかしてぶん殴られたのだろう。彼が桐原の近くにいなかったのは、アビスといたからのようだ。

　小鳩は息を吞のんだ。

（なんの緊張感もなくあの二人の間に入り込めるなんて……やっぱり、四恭聖の人ってすごい……）

「どいつもこいつも、命拾いしすぎる……」

　先に手を引いたのは、桐原。彼は首を揉もみつつ、憂いのため息をついた。

「半端スペックの善人面づらが出しゃばるせいで、勘違いしたままイキり倒す低スペがポコポコ増産されていきやがる……理解力に乏しい低能貧者どもが強者の足を引っ張るのは、異世界でも変わんねーか。これが、王の孤独…………ちっ、ヤベーな……」

　樹も下がる。

「……異世界にきてタガが外れ始めやがったか、桐原」

「助かったわ、樹。ありがとう」

　聖が、ようやく口を開いた。

「ふん……あんなやつ、姉貴が相手するまでもねーからな」

「おや、全員揃そろったみたいだね？」

　次にやってきたのは四恭聖の長男アギトだった。彼はなぜか魔群帯の奥側とは逆方向から現れた。しかも今は、騎乗している。

「悪いんだけど、日が昇る前に出発になったよ」

　アギトがニャンタンに視線を送った。小さく頷うなずくニャンタン。

　その背後では一部の女子陣から、

「「「きゃー、アギトさーんっ♪」」」

　黄色い合唱が巻き起こっている。

「ちょっと!?　なんか馬乗ってるんだけど!?　しかも白馬とか！」「ヤバいヤバい！　本気でヤバいんだけど！」「実在した！　白馬の王子様！　まさかの、実在……ッ！」「アリ！　あれは逆にアリ！　王子系、アリ！」「あの見目麗しきお姿をＳＮＳにアップして共有できぬ、この悲劇よ……ッ！」

　アギトが苦笑し、アライオンの方角を見やる。

「なんというかね……あの魔物たちの異変がなくとも、どの道今日でアライオンへ戻ることになってたみたいだよ」

　アギトの方を見ず桐原が聞く。

「何があった？」

「魔群帯の境界線付近に置いていた野営地に、アライオンから早はや馬うまが来てね」

　馬上から、アギトは告げた。

「このところ動きがなかった大たい魔ま帝ていの軍勢が、ついに大規模な南進を始めたんだってさ」







　◇【ニャンタン・キキーパット】◇




　ニャンタン・キキーパットの報告書を女神が読み終えた。

「想定外もありましたが、金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいにおける勇者たちの底上げは成功のようですね。死者はいてもいなくても変わらない薄色の勇者が二名、と。成果は上々です♪」

　アライオンの王城にある女神の自室には、女神ヴィシスとニャンタンがいた。

　女神が、くるくると指で髪を巻き取る。

「〝レベルアップ〟……金きん眼がんの魔物を殺すたび自分が成長していくのが目に見えてわかるわけです。世の中こんな〝お手軽な成長〟はなかなかありません。いつしか数値を上げること自体が快感へと変わっていく……ふふ、人の本性とは数字の奴隷なのかもしれませんね」

　女神が報告書を卓の上に放る。

「ですがニャンタン……ソゴウさんの大切なお仲間さんたちが全員生きているのが不思議でなりません。なぜなのでしょう？　とっても不思議で、仕方がないです」

「何者かに阻止されたようです」

「え～？　まさか誰が阻止したか調べてない――わけ、ありませんよね？　あなたは優秀ですから。疑ったりして、本当に申し訳ありません」

「申し訳ありません。誰かまでは把握できませんでした」

「え～？　そんな馬鹿な！　う、噓うそですよね？　人生舐なめてませんか？」

「申し訳ありません」

「そうですか、そうですか……………………誰か庇ってます？」

「庇う相手など、いません」

「あのぉ、これは尋ねづらいのですが……ウルザから届いた情報をまとめたアシントの報告書、すぐに提出しませんでしたよね？」

「提出が遅れました。申し訳ありません」

「優秀なあなたが、遅れた」

　女神は腰掛けから立ち上がると、ニャンタンの背後に立った。

「〝人類最強〟を殺したアシントと秘密裏に連絡を取って、何かよからぬことをたくらんでいたりとか……ふふふ、しませんものね？」

　女神が腰に手を回してくる。彼女の手が、ニャンタンの腹を撫なでさすり始めた。

「しませんものね？」

「しません」

　女神はそのままニャンタンの身体をまさぐり始めた。

　まるで、隠された何かを捜すかのように。
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「タカオ姉妹はどうです？」

　姉妹の指南役にニャンタンを選んだのは、監視役の意味もあった。

　女神はいまだに姉妹の扱いを決めかねている。

「あの姉妹にはあえて自由を与えてあります。その自由を使って何か私が悲しむ動きをしていますか？　あぁ……答えを聞くだけなのに、とっても緊張します。深呼吸が必要ですね……すーっ、はーっ……」

「気になる動きはありません。着実に、力はつけていますが」

「ですがこのあいだ、私に逆らうみたいな質問をされました。まるで私が、ソゴウさんに意地悪をしているみたいに思われかねない……」

「分け隔てなく扱う印象を与えた方が、ヴィシス様も勇者たちから信頼を集められると思い……あのような質問をしたと」

「ヒジリさん本人がそのように？」

「はい」

「ん～そのわりにはヒジリさん攻撃的でしたけど……とっても怖かったのです。およよ……、――あ、噓ついてませんよね？」

「無論です」

「…………、――――、…………………………………………？」

　言葉を発さぬ女神独特の詰問。

　女神はまれに、あえて沈黙を用いて相手の心を探りにくる。

「そうなのですね～」

　どう受け取ればいいかわからない、判断に困るひと言だった。

　女神の手の動きが、止まる。

「あの、ニャンタン……辛つらくなったら裏切ってもいいんですよ？　決して無理はしないでください。私、咎とがめたりしませんから。処理するだけなのです」

「ヴィシス様を裏切るなど、ありえません」

「で、でしたら提出の遅れは本当にただのミスだったのですか……？　あ、あんなに可愛かわいい妹たちの命がかかっているのに……そこでミスができるなんて、すごいです。尊敬してしまいます」

「このところ任務続きで手が回っていませんでした。アヤカ・ソゴウ部隊の隊員暗殺失敗の件については、謝罪します」

「ふふふ……責任感が強いのですね、あなたは。……私、厳しすぎますか？」

「いえ」

　女神がニャンタンの口もとに手を添え、指をねじ込んでくる。

「自省しようが、成長なき者には誰かが苦言を呈しませんと……あえて、嫌われる勇気です。サラッと許す方が器が大きいみたいな風潮、さすがにちょっと勘弁して欲しいです。世界とは、誰かが傷つかないと成長しないのですから。ぐすっ……人の世ってとても厳しいんですね……がんばってください……」

「努力します」

　傷つく側に女神自分は、入っていない。

　ニャンタンは感覚を閉じ、視線を彷徨さまよわせた。と、室内のある一点に目が留まった。

　布のかかった一枚の大きな絵……と思われる。以前この部屋にはなかった。

　女神がニャンタンの視線に気づく。

「あれですか？」

　女神は絵のところへ行くと、布を剝ぎ取った。

　金髪のハイエルフが現れる。

「セラス・アシュレインの全身画です」

　かつてのネーア聖騎士団長。

「私宛てのバクオス皇帝からの献上品でして。〝人類最強〟を失った今、より強い女神の庇ひ護ごが欲しいのでしょうね。ふふ、私としては絵ではなく本人が欲しかったのですが」

　実物を見ながら描いた絵とのことだ。当時の宮廷画家の手によるものらしい。元は聖王の秘蔵品だったという。ネーア占領後、秘蔵品の大半はバクオス皇帝の手へ渡った。しかし、この絵だけは最期まで聖王が手もとに置いていたそうだ。

「聖王は実物と対面させて描くのを滅多に許さなかったそうです。ご自分では専門の宮廷画家に描かせて何枚か所持していたようですが……まあ、そんなわけで実物由来の絵は貴重みたいですね。当然、贋がん作さくも頻繁に出回っているみたいですが……あ、傭よう兵へいギルドに貼られている似顔絵も何枚か盗まれたそうですよ？　怖い話です……ああ、なんと恐ろしい精神性……人間は怖いですね」

　姫騎士セラス・アシュレインは死んだ。

　世間では、そう認知されている。死体は確認されていないが……。

「そうそう、面白い話があるのです。彼女のかつての使用品が、各国の貴族間で活発に取り引きされているそうでしてね？　死亡説が広まって以来、価値が異様に高騰しているのだとか」

　使用品というだけで価値が生まれる。奇妙なものだ、とニャンタンは思った。

「そこまで価値が出るのなら……実物が手に入っていれば、さぞたくさん使い道があったのでしょうねぇ。たとえば、そう――」

　使い道――嫌な響き。

「たくさん貸し出せたのですが」

　女神の言う〝貸し出す〟が意味するところはわかる。

　女神の口調に忌避感はなかった。そう、駒でしかないのだ。

　ヴィシスの徒も同じ。所詮、神の駒でしかない。

「ぐす……本音を明かすと私も辛いのです。厳しい決断をし続ける私の心はいつも泣いています……ですがニャンタン、よく聞いてください。嫌われる勇気です」







　ニャンタンは女神につき従い、アライオンを発たった。

　目的地はマグナル王国。

　魔ま防ぼうの白はく城じよう。

　今回は十三騎兵隊が誇る第六騎兵隊も駆り出された。

　再びその城へ足を運ぶのはなぜか？

　大魔帝の軍勢がいよいよ本格的な南進を開始したためである。

　各国代表も再び、北のマグナルに集結した。







　魔防の白城――集しゆう狼ろうの間ま。

　各国代表は約半日、ここで侃かん々かん諤がく々がくと議論を戦わせた。

　とはいえ、その大半は女神の意向通りに進行したが……。

　室内には独特の熱が籠っている。

　ヨナトの女王が頰ほお杖づえをついた。彼女は、くたびれた顔をしていた。

「窓を開けてちょうだい、キュリア」

　女王が背後の聖女に頼んだ。聖女は、女神と白はく狼ろう王おうに伺いを立てた。

「よろしいですか？」

　無言で頷うなずく白狼王。手を差し出し、女神も同意を示す。

　聖女――キュリア・ギルステインが窓を開け放つ。

　爽やかな風が、舞い込んできた。新鮮な風が女神の銀髪をふわりとなびかせた。

　議論は尽くされ、対応策も出尽くした。

　おそらく各国とも、自国の隠し手までは明かしていないが……。

　と、文官が一人入室してきた。彼は一直線に白狼王の傍そばへ寄ると、何か耳打ちする。

　文官を下がらせると、白狼王は腕を組んだ。

「動きは緩慢だが……やはりこれは、小競り合い目的の南進ではないな」

　目を閉じる白狼王。眉間には深いシワが刻まれている。

　多分、頭の中では北部の地図を広げている最中だろう。

　痺しびれを切らしたのか、魔ま戦せん王おうが聞く。

「ど、どういうことだっ？」

　薄く目を開く白狼王。

「ピタリと足並みを揃そろえたこの動き……西、南、東……三方位すべてに、同時侵攻する腹づもりだろうな」

　女王が椅子に深く身を沈めた。彼女は、難渋の相を浮かべた。

「大きく広がるように移動しているみたいね。今の動きからして……一か所にかたまる気はないみたい。狙いはこちらの戦力分散かしら？」

「わからん。魔族の考えることだからな」

　女王が虚空へ視線を遊ばせる。

「南へ進む軍は、途中で分かれて……のちに東西の軍に合流するのかしら？　つまり……南を目指す軍は、戦局の芳しくない方面へ適宜増援を送り込むための予備軍ってところ？」

「はたまたこの魔防の白城を通り越し、そのまま金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいへ突っ込むつもりかもしれんな」

「いや、それはありえぬと思うが……」

　魔戦王が控えめな否定を白狼王へ飛ばしたが、

「まあな」

　白狼王は、すんなり否定を受け入れる。

「かつての根源なる邪悪が生み出した魔物と、新たな根源なる邪悪が生み出した魔物……新旧両者の仲間意識は驚くほど薄い。〝生みの親〟が違うためか、互いに敵対行動を取ることも多い……」

　根源なる邪悪が新たに現れるたび、立ちのぼる説。

　新たな根源なる邪悪の軍勢と、金棲魔群帯にひしめく魔物。

　この二つの合流説。

　が、白狼王の言葉通り両者の同胞意識は皆無に等しい。

　過去の蓄積情報がそれを証明している。

　白狼王が、硬い息を吐いた。

「しかし、三方から攻めてくるとなると配置でいささか揉もめそうだが……そこはヴィシスに一任でいいか？」

　軽く会釈する女神。

「ええ、承りましょう」

　と、新たに男が一人入室してきた。

　精せい悍かんかつ眉目秀麗な青年で、背が高く体幹もしっかりしている。

　ミラ帝国の大将軍。彼は、元第一皇位継承者でもある。

　つまり――狂きよう美び帝ていの実兄。

　その実兄が弟の狂美帝に一枚の紙を手渡した。

　二人が小声で何か囁ささやき合う。囁き合いが終わると、将軍は退室した。

　狂美帝は受け取った紙に目を通したあと、それを卓へと放った。

「我が国による最新の敵の戦力分析だが……まず、数自体が尋常ではない。魔物個々の質も、予測より悪く見積もった方がよさそうだ」

　女神がサッと紙に視線を走らせた。

「なるほど――大たい魔ま帝てい、そうきますか……」

　狂美帝以外の代表が次々と腰を上げる。皆、中央の紙の方へ上体を乗り出した。

　魔戦王が白目を剝むく。

「な、なんだこれはぁぁああああ……ッ!?」

「これまでの根源なる邪悪の軍勢とは数倍規模が違いますね……」

　女神が珍しく険しい表情をしている。

「しかもこちらは黒竜騎士団の主戦力を失っていますから……どこの誰だかアシントだか知りませんが、まったく困ったことをしでかしてくれたものです」

　両手を卓に突き、打ちひしがれる魔戦王。

「ぅ、ぅうう……ッ!?　三方への同時侵攻も、こ、この数だからこそ自信をもって仕掛けてくるわけかぁ!?　こ、この数ッ……どの方角へ向かう軍勢もすべて大本命級ではないかぁッ！　ぐぅぅッ……なんたる……なんたることだぁ……ッ！」

　ヨナトの女王の頰を一筋の汗が伝う。

「この熱烈な大進撃……さて、どう受け止めたものかしらね……」

　眉間に厳しくシワを寄せて紙面を見つめる白狼王。

「どの方面も一国のみの戦力ではまず太刀打ちできそうにないな。最前線と化す我がマグナルは……もし勝ったとしても、復興に気の遠くなる時間を覚悟せねばか……」

　思慮深く双そう眸ぼうを細める女神。

「さすがにこの段階で敵の全軍投入はないと思いますが……しかし、これはもはや各国とも奥の手を出し惜しみしている状況ではなくなってきたようです。この一戦……私たちが手を取り合い、全戦力をもって臨まねば――」

　女神はその宣現実を、突きつけた。

「すべて蹂じゆう躙りんされます」







　◇【高雄樹】◇




　大魔帝の軍勢の動きを受けて、勇者たちは一旦金棲魔群帯からアライオンの王城へと帰還していた。

　勇者たちは現在、勇者用の宿舎で待機状態となっている。

　高たか雄お樹いつきは、姉の部屋に来ていた。

　Ｓ級勇者に与えられた豪ごう奢しやな部屋。ちょっとした高級ホテルのスイートルームみたいな部屋だ。Ａ級勇者の部屋も決して粗末ではないのだが、ここへ足を踏み入れるたびに樹は等級の格差を感じずにはいられない。

　まあ樹としては、自慢の姉がこの待遇を受けるＳ級なのは誇らしくもあるのだが。

「そういや姉貴、さっきから何読んでんだ？」

　高雄聖ひじりはすらっと椅子に腰掛け、ずっと手紙らしきものを読んでいた。

「とある筋からの情報を少しね」

「……姉貴、スパイでも雇ってんのか？」

　聖は、淡く色づいた花弁のような薄い笑みを浮かべた。

「さあ、どうかしら」

　周囲からはいつもワンセットと思われているみたいだが、樹は聖と常に行動を共にしているわけではない。聖は何やら一人でコソコソ動いてる時もあって、部屋を訪ねても不在でどこにいるかわからない時もあった。誰かと会っている気配もあるが……。

　しかし樹は姉の秘密の行動について特に何も言わないし、尋ねない。

　聖のすることはいつも正しい。いや――万が一正しくなかったとしても、聖が正しいと判断したなら樹はそれに従うだけである。それほどに、樹は姉を信用している。

「つーかこの流れだと、いきなり大魔帝と決戦って感じなんかな？」

「城内や王都の物々しさからすると大きな戦になるのは間違いなさそうね。決戦と呼んでも、あながち間違いないのかもしれないわ。過去の戦いについて調べてみても、最初の大規模な戦いの結果でその後の風向きが決まる傾向があるようだし」

「互いに落とせない大事な一戦って感じかぁ。てか姉貴、勉強熱心ていうか……過去の戦いとか調べてんのな……」

「過去の文献やら何やらを探ると、なかなか面白い発見もあるわよ」

　何やら含みのある言い方だった。

「じゃあ、その手紙っぽいのとか書類っぽいのも、昔の戦いの資料とか……？」

　これから本格的な根源なる邪悪との戦いが始まるかもしれない。

　その対策のために、過去の情報を取り寄せたのだろうか？

「ええ、その通りよ」

　と、聖が手招きした。樹は首を傾かしげつつ言う通りにする。

　聖の指示に従い、樹は、姉の傍に寄って前まえ屈かがみになった。

　ちょうど自分の耳が椅子に座る姉の近くにくる。不思議な話だが、いまだに姉に顔を近づけると鼓動が高まる。顔にもちょっと熱が灯ともる。ここまで近づくと、なんだか、視線を合わせるのも照れくさいと感じる。そのたび、

（恋する乙女じゃねーんだぞ、アタシは……）

　自分をそう戒めはするのだが、何年もこうなのでもう治らないのかもなぁ、と、どこか諦めている自分もいた。

「――って、なんか秘密の話か？」

　樹は声を潜めた。

　近くに呼ばれたのは多分、あまり他には聞かれたくない内緒話をするためだ。

　ドアの向こうに人の気配はないが、一応用心してのことだろう。

　声量を落とし、聖が言った。

「実は、まぜものをしてあるのだけれど」

「まぜもの？」

「各国から女神に届けられる報告書の一部を、私に回してもらっているの」

　これには、樹も驚きを隠せなかった。

「だ、大丈夫なのかそれ……？」

「大魔帝が現れてからはこういう手紙や報告書の数が増えて、女神もすべてを直接チェックできなくなったらしいのよね。だから今は、何割かを信頼の置ける他の者に任せて、担当者が伝えるべきと判断した情報だけを口頭で報告させているそうよ」

（つまり姉貴はその〝担当者〟からこの情報を回してもらってんのか……んん？　けど、そういう大事そうな判断を任せられてるってことは……その担当者って、女神からすげぇ信頼されてるやつなわけだよな？）

「情報を回してるそいつって、信用できんのか？　いや、姉貴のことだからそこは安心なんだろうけどさ……」

「全面的に信用できる、と言い切る自信はないわね。あなたと違って、その相手とは何年も信頼関係を積み重ねてきたわけではないし」

「えへへー」

　なんだか嬉うれしくなって、頭をカキカキする樹。

「まあ……仮に裏切られたら、それはその時ね」

　さらっと言って、聖は次の書類らしきものに目を通し始めた。

　リスクを負っているわりに不安感が微み塵じんもうかがえない。

　さすが姉貴だ、と樹は思った。

　そのあと樹は、視線を走らせる姉をしばらく傍そばで眺めていた。

　樹にとって聖の所作は、何時間眺めていても飽きない風景に等しい。

　と、聖の視線が止まった。

　一向に動く気配がない。

「どうした、姉貴……？」

「これ、ウルザから届いた報告書なのだけれど」

　形のいいあごを指でつまむ聖。樹が覗のぞき込む。

「どうかしたのか？」

「これは、定期的に行われる南方の地下墓地の調査に関する報告書よ。ただ、名目上そこは地下墓地とされているけれど……本当の名は、廃棄遺跡というらしいの」

「え？　廃棄遺跡って……あれか？　あいつが、落とされた……」

「ええ。調査隊は、廃棄遺跡に異変がないかを定期的に調べるんですって。廃棄遺跡から誰かが出た形跡があると、出入り口の水晶球に変化があるのだとか」

「けど、今まで廃棄遺跡から生還したやつはいないんだよな？」

「今回の調査も〝異状なし〟と結果が出た、と書かれているわ」

「ん？　姉貴はじゃあ、どこが気になったんだ？」

「この報告書によれば、実際は〝異状あり〟だったそうなの」

「え？　どういうことだよ、それ？」

「調査隊の隊長が、水晶球の故障だと思って報告書に〝異状なし〟と書いたそうよ。しかもその報告書は半年に一回の提出だから、今回も期限まで提出する気はなかったみたいね。本来は〝異状あり〟だと、すぐ提出する必要があるらしいのだけれど」

「大丈夫かよ、そいつら……」

「最終的に他国のアライオンに提出するから、手続きが面倒なんですって。それで〝提出期限まで放っておいていいや〟となったのかもしれないわね。面倒なことは後回し……もしくは、蓋して見ないふりをする。よくあることよ」

「でもさ、なんでその半年後に届くはずだったのが届いてんだ……？」

「調査隊の一人がいたく生真面目な性格だったらしくてね。やはり一応報告しておくべきと思って、こっそり報告書をしたためて送ってきたのよ。添えてある文の書き方からすると、調査隊のだらけた空気にも不満があるみたい」

「超真面目なやつの告発みてーなもんか――って、姉貴……ちょっと待て。廃棄遺跡は生還率ゼロって話だったよな？　けど、それを判定する水晶球に異状があったってことは…………え？　それって、つまり――」




「誰かが生還した可能性がある、ということね」




「他にも廃棄されたやつが中にいたかもしれないし……スキルもハズレ枠扱いされたＥ級勇者のあいつとは、限らねーよな……？」

　樹は鼻の下に指をあてて、チラッ、と聖に問いの視線を投げた。

「姉貴は、どう思う？」

「私なりに廃棄遺跡にまつわる情報を集めた感じ、送り込まれた彼が生存できたとは思えない。ただ……」

　聖は同時に存在する二つの結果を見定めるように、報告書を眺めた。

「彼の死体が観測されていない限りその可能性をゼロと言い切ることはできないわ。そうね、ゼロではない……だから――」

　双子の姉妹は互いの目を見合わせる。

　そして樹は、その〝可能性〟を口にした。
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「三森灯河が、生きてるかもしれない？」







エピローグ




　そこは、別世界に思えた。

　まず天井が高い。奥行きもある……。

　イヴが、驚嘆する。

「地下に……空、だと？」

　きょろきょろするリズ。

「すごい……」

「魔法の力ってヤツか。もしくは……扉を抜けるとそこはもう別空間、とかな」

　元の世界に溢あふれていた物語では定番だ。すごい魔女とくればなおさらありそうな舞台装置。普通じゃない仕掛けに驚きはするが、納得はできる。何が出てきてもおかしくはない。

　俺は指の腹を舐なめ、顔の前にかざした。

「……風がある」

　少し待ってみる。

「しかも、風向きが一定じゃない」

　ここは地中なのに、風が吹いている。草花も心地よさそうにそよいでいる。

「ここは……地上、なのか？」

　イヴはいまだに困惑を隠せない様子。

「いや、見ろ」

　前方を指差す。根っこ、だろうか？

　捻ねじれた巨大な木の根。

　根は、空を覆う厚ぼったい雲から下へ伸びている。あれが、ここが地中である証拠とも言える。伸びた巨大な根は、そのまま地面にめり込んでいた。

　空のカラクリは幻術的なものだろうか？　たとえば、セラスの光の精霊のような……。

「あれは……汚染樹の根でしょうか？」

「可能性は高いな」

「ここまで、根が張っているのですね……」

　汚染樹と、水底に溜たまっていたあの膨大な魔素。

　地上の巨大樹は枯れているが、地中の根はまだ生きているのか？

　元聖樹とやらの根は、今も大量の魔素を生成しているのかもしれない。

　魔女はそれをなんらかの方法で貯蓄している……。

　なるほど、もし使いたい放題の魔素だとすれば――

「魔女にとっては、いい環境なのかもな」

　根の表面には、横穴らしきものが数か所空いていた。人工的に空けられた穴と思われる。なぜなら、穴へ向かって木製の階段が続いているからだ。他にも高い位置に人が通れるほどの出入り口らしき穴が見えた。バルコニーらしき設しつらえもあって――

「トーカ」

　イヴが〝それ〟に気づいた。

「ああ」

　高い位置のバルコニーめいた出っ張りに、誰か出てきた。

　この空間には明るさがあるため皮袋の光は用をなさない。そのくらいには、明るい。

　だから、その人物の姿は、はっきり目視できた。

　長い耳にイヤリング。褐色肌で、身体からだつきから女だと判断できる。

　切れ長の冷たい目。瞳の色は……紫紺と思われる。

　髪は漆黒で、腰の下まで届くほどのロング。

　服装は、いわゆるチャイナドレスのようにも映る。前垂れやスリットのせいかもしれない。ただし西洋風と言われればそうとも映る。和洋折衷ならぬ〝中洋折衷〟とでも言おうか。露出度は高いと言える。……ま、人目を気にするような場所でもなさそうだしな。

　氷のような表情で、手には装飾豊かな杖つえを持っている。

　おそらくはあれが――禁忌の魔女。

　魔女は冷然と俺たちを見おろしている。やがて、形のよい魔女の唇が開いた。

「※Ｋｋ、ｍｋ■▽ｈｊｎ＊ｇｋｔ◇ｈ」

「……何？」

　言語が、違う？

　いや、ありえない……魔女はイヴたちの部族と過去に会っている。

　識しりすぎた魔女。

　ゆえに、禁忌と化した。

　世間ではそう伝わっているそうだ。

　膨大な知を有する魔女が、この世界の共通言語を知らないはずがない。

　と、

「ｓＷ……■ｈｂｔ※ｔ？」

　言葉を発したのは、セラスだった。これも俺には理解できない言語だった。

　魔女が杖底で足元を打ち、再び口を開く。

「まさかその古代語を、識しっているとはね」

　今度は、俺にもわかる言語。

　セラスが前へ出る。

「今のは試験か何かでしょうか？」

「ええ、どの程度の輩やからかと思ってね」

　俺はジッと魔女を観察した。

　魔女はセラスと会話しているが、その視線は俺を捉えていた。

　セラスが聞く。

「あなたは――」

「笑止」

　質問が終わるより速く、魔女がセラスの言葉を遮った。

「わかり切ったことをいちいち聞かない。どうせ、きみのその予感はもう限りなく確信に近づいてるんでしょ？」

　窘たしなめるような言い方だが、きつい感じはしない。

　個人的に口調は少し意外だった。まるで、少女のような話し方だ。

　大人びて映る顔つきと身体つきと、妖艶と言っていい外見の第一印象……。

　ギャップがなかったと言えば、噓うそになる。

　小気味よく、魔女が少しだけ腰を捻ひねった。

「だからいちいち、聞くまでもないわ」

　魔女が杖を手元で、クルッ、と一回転させる。

　まるで、ペン回しでもするみたいに。




「まずは名乗りを――妾わらわの名は、エリカ・アナオロバエル」




　魔女は、堂々と〝その名〟を口にした。




「きみたちの言う〝禁忌の魔女〟で、相違ないわ」
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あとがき




　最近は耳栓が必須アイテムになりつつあります。篠しの崎ざき芳かおるです。

　この巻で、ついに金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいへ足を踏み入れました。そんな危険地帯の中にあっても、キャラクターたちのコミカルな一面が見えたり、関係性が変化していったりする巻でもあるなぁと感じました。そういえば主人公のトーカが蠅はえ王おうのマスクを被かぶっているのもあってか、蠅の画像を見ると近頃は微かすかに愛着が芽生えるようになった気も……これがよいことなのか悪いことなのかは、わかりません。

　ここからは謝辞を。担当のＯ様、書籍版はＯ様のおかげで成り立っている面も大きいです。ＫＷＫＭ様、四巻でも魅力的なイラスト＆デザインの数々、ありがとうございました。書籍版はイラストとの融合効果で、特にセラスの魅力が何倍にも増していると感じます。Ｗｅｂ版読者の皆さま、日頃のご声援のおかげでどうにか続けられております。

　そして、三巻に引き続き本書をお手に取ってくださったあなたに感謝を。この作品を選んでいただけたことを、光栄に思います。

　それでは、いよいよ大たい魔ま帝ていの軍勢も動き始める次巻でお会いできることを祈りつつ、今回はこのあたりで失礼いたします。


篠崎芳
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